


















































名探偵×不良×リア充×痴女×決闘者デユエリスト




～犯人は誰だ!?～








天地優雅





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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電子書籍　特別短編

「名探偵×不良×リア充×痴女×決闘者デユエリスト　～犯人はお前だ!?～」







　プロローグ







「こ、これは……！」

　神しん海かい高校に入学してから約二週間が過ぎた頃ころ。俺、大たい河が悠ゆう人とは自分の靴くつ箱ばこの中にある物を発見し、衝しよう撃げきを受けている真っ最中だった。そのある物の正体、それは縦十五センチ、横二十センチくらいの、青色の封ふう筒とう。

　ラブレターきたあああああああああああああああ!!

　俺は心の中で雄お叫たけびを上げる。まだ中身を確かく認にんしたわけではないが、靴箱の中に一枚の封筒、これはもうラブレターで確定だろう。ラブレターなんて生まれて初めて貰もらったんだけど！　しかも高校に入って二週間足らずで貰えるなんて……！　ひょっとして一ひと目め惚ぼれされちゃったか俺!?

　俺はテンションＭＡＸ状態で屋上まで駆かけ上がり、誰だれもいないことを確認し、封筒を開けた。さあなんて書かれてるだろう！　ここはストレートに「ずっと貴方あなたのことが好きでした」か!?　それとも遠回しに「貴方のことを考えると胸が苦しくなります」か!?　俺は様々な妄もう想そうを膨ふくらませながら、手紙の一行目に目をやった。




『私の名はプリンです。私は貴方の弱よわ味みを握にぎっています。皆みなに公表されたくなければ次の指示に従ってください』




「…………」

　何これ？







　第一章　その名は偽ぎ装そう部!?







「はあ……」

　俺はとある部室の前で、一人深々と溜ため息いきをついていた。今日もまたこの時間がやってきた。本当ならすぐに家に帰って思い思いの時間を過ごしたいところだが、そういうわけにはいかない。この部活に参加しなかったら後で大変なことになる。

　その部活の名は、偽ぎ装そう部。

　俺はドアノブに手をかけ、いつも以上に重たく感じるそのドアを開ける。中には既すでに残り三人の部員が揃そろっていた。

「わ、私の眼では碧へき落らくを見ることはできないが、物事の深しん奥おうを見通すことならできる……」

　右に見える小こ柄がらでツインテールの女子は、冬ふゆ空ぞら美み雪ゆき。名探偵に偽装する普ふ通つうの女子。ツインテールをピョコピョコ揺ゆらしながら、何やらよくわからない台詞せりふを呟つぶやいている。

「…………」

　左に見える黒くろ髪かみロングヘアの女子は、赤あか月つき愛あい香か。不良に偽装する普通の女子。口に細い棒をくわえてライターの火をつけている。一見タバコを吸っているようだが実はただのキャンディで、ライターもただつけたり消したりしているだけだ。

「あー辛つらい。友達から毎日百通以上メールが来て本当に辛いわ！」

　中央に見えるポニーテールの女子は、春はる色いろ里り奈な。リア充じゆうに偽装する普通の女子。この偽装部の部長であり、俺の幼おさな馴な染じみでもある。何やら携けい帯たいと悪あく戦せん苦く闘とうしているようだが、俺は知っている。ここ数週間あいつにメールなんて俺以外から一通も来ていないことを。

　そして最後に俺、大たい河が悠ゆう人と。どこにでもいる普通の高校生……だと思う。偽装部の部員である以上俺も何かを装っているわけだが、それは後のお楽しみということで。

「悪い、遅おくれた」

　俺の声に、三人が同時に反応する。すると左に座っていた愛香が席を立ち、ずんずんと俺の所にやってきた。

「五分の遅ち刻こくだぞ悠人コラァ。なめてんのかコラァ!!」

　そしてここぞとばかりにガンを飛ばしてくる。しかし本来の愛香を知ってる俺にとっては怖こわくもなんともなかった。

「あのさあ、俺達の間ではそういうのやめようっていつも言ってるだろ？　どうせ偽装だってわかりきってるんだし」

「……そうだった」

　愛香は自分の席に戻もどる。基本的には大人しい性格だが、人をからかったりするのが好きという一面もあって、俺はよく被ひ害がいに遭あっている。

「美雪も、さっきから何をブツブツ言ってるんだ？」

「これはその、シャーロック・ホームズの台詞を覚えようと……」

　よく見ると美雪は『シャーロック・ホームズの泉』と書かれた本を手にしていた。

「ホームズの台詞をスラスラ言えるようになったら、名探偵っぽく見えるかなと思って。途と中ちゆうで嚙かんじゃったりしたら恥はずかしいし、今の内に練習してたんだけど……」

「そっか。まあ偽装してる時点で十分恥ずかしいんだけどな」

「うっ……」

　美雪はとても恥ずかしがり屋で、人見知りが激しく常にオドオドしている。見ての通り名探偵の偽装もかなり無理をしている。

「ほら里奈も、いつまでも代わり映ばえのしない携帯の画面を眺ながめたところで面おも白しろくもなんともないだろ」

「なっ……失礼ね！　一応メールは来てないわけじゃないんだから！」

　そう言って里奈が俺に見せてきたのは、スーパーからのお買い得商品案内メール。

「……里奈」

「な、何よ」

「余計に虚むなしいぞ」

「うぐっ……!!」

　里奈はその場で撃げき沈ちん。顔は可愛かわいくてスタイルもモデル並みなのに残念な奴やつだ。まあ教室での自己紹しよう介かいで〝あんなこと〟をやらかしたんじゃ友達ができないのは当然か。と言っても里奈に限らずここにいる全員、友達と呼べる友達はいないんだけど……。

「ていうか悠人こそどうなのよ！　アンタもちゃんと偽装してるんでしょうね!?」

「お、俺か!?　もちろんだ、これを見ろ！」

　俺は腕うでに装着したデュエルディスクを皆に見せつけた。

「うわあ、痛いわね……」

「痛い」

「ゆ、悠人くん……」

「お前らに言われたくないんだけど!?」

　このように、里奈はリア充、愛香は不良、美雪は名探偵、そして俺──悠人は決闘者デユエリストにそれぞれ偽装している。なんか俺だけ一ひと際きわ浮ういているような感じがするが気のせいだと思いたい。

「言っとくが俺は好きでこんなことしてるわけじゃないんだぞ！」

「それはここにいる全員がそうでしょ!?　どうしてリア充でもないのにリア充の振ふりをしなくちゃいけないのよ！」

「私も、不良なんてまっぴらごめん」

「わ、私だって、フィクションの世界でもないのに名探偵なんて恥ずかしいよう……」

　愛香、美雪もそれぞれ同意を示す。

　部長の里奈がこんなトンチンカンな部を創設したと思った人もいるかもしれないが、そうではない。もちろん愛香でも美雪でもなければ俺でもない。となると何故なぜ俺達はこんな部活にいて、リア充だの不良だのを演じているのか？　それには深い事情があった。遡さかのぼること二週間前──




『私の名はプリンです。私は貴方の弱味を握っています。皆に公表されたくなければ次の指示に従ってください』




「…………」

　俺がラブレターだと思って開けた封筒には、こんなことが書かれた手紙が入っていた。しばらくの間、俺は屋上の真ん中で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。そしてようやく俺は、この手紙がラブレターなどではないことを認にん識しきした。

「ふざけんなよおおおおおおおおおお!!　男子の純情を弄もてあそんでんじゃねえええよちくしょおおおおおおおおおお!!」

　俺は全力で泣き叫さけんだ。まあ今になって考えたら、俺のようななんの取り柄えもない凡ぼん人じんがラブレターなんて高こう尚しような物を貰えるはずもなく、勝手に勘かん違ちがいした俺が馬ば鹿かだったわけだけど。

　今すぐ破り捨ててやりたい衝しよう動どうに駆られたが、「弱味を握っている」という文面を無視するわけにもいかず、逸はやる気持ちを抑おさえながら続きを読み進めることにした。




『１・学校にいる間、貴方は「決闘者デユエリスト」に偽装して高校生活を送ってください』

『２・明日の午後五時、この手紙を持って屋上に行き、そこに集まったメンバーで新たに部活を設立してください。部の名前は問いません。部活には必ず毎日参加すること』

『３・部員以外の生徒には偽装がバレないようにしてください』




　指示はこの三つ。決闘者デユエリストってあれか、カードゲームアニメに出てくるカードで戦うキャラのことか。冗じよう談だんじゃない、どうして俺がそんなもんに偽装しないといけないんだ。そんなことをすればせっかくの高校生活が台無しだ。誰だれの仕し業わざかは知らないがこんなのやってられるかっての。

　そんな当然のことを考えていると、手紙の他ほかに写真が一枚同どう封ふうされていることに気づいた。その写真を見た瞬しゆん間かん、俺の顔からサーッと血の気が引いていく。そして俺は大人しく、その指示に従うことにしたのである。回想終わり。




　そして同じく手紙を送りつけられたのが、この女子三人というわけだ。手紙の内容は「決闘者デユエリスト」「リア充」「不良」「名めい探たん偵てい」以外の部分は全員同じ。それぞれがどんな弱味を握られているのか、それは俺達の間でも知らない。こうして俺達はやむを得ず「偽装部」を設立することになり、今に至るのである。

「あの弱味さえ握られていなければ、こんなことせずに済んだのに……！」

　里奈がギリギリと歯ぎしり。他の三人が一体どんな弱味を握にぎられているのか気になるところだが、当然誰も教えてはくれない。もちろん俺も教えるつもりは毛頭ない。

　それにしても、どうしてこの四人が集められたのだろうか。俺達の共通点と言えば、全員一年Ｅ組であること、あとは……友達がいないことくらいか。里奈は自己紹介の失敗、愛香はコミュニケーション不足、美雪は人見知りの激しさが原因といったところだろう。そんで俺に友達ができない原因は……なんだろうな。自分でもわからん。元々俺らは友達ができない体質なのに、その上決闘者デユエリストだの名探偵だのを演じてたら、そりゃもう誰も寄ってこないわな。

「はあ。おかげでアタシの高校生活は台無しよ」

「里奈はまだマシな方だろ。決闘者デユエリスト、名探偵、不良は色物のイメージしかないけど、リア充じゆうはそうでもないだろ？」

「悠人の意見に同意」

「わ、私も、名探偵よりはリア充の方がいいかな……」

　バン！　とこれ見よがしにテーブルを叩たたく里奈。

「何言ってるのよ!!　携帯で誰かと電話してるフリしたり何の予定もないのにスケジュールを確かく認にんして『あー今日も忙いそがしい！』と呟いてみたり休み時間になったら他の教室に行くフリをして適当に校内を歩き回ったりしてるアタシの気持ちが皆みんなにわかる!?」

「「「…………」」」

　これには三人とも沈ちん黙もくしてしまう。

「ちょ、ちょっと、なんで黙だまっちゃうの!?　お願いだから何か言ってよ!!」

　前言は撤てつ回かいしよう。リア充もリア充で大変なんだな。

「まあでもなんだ、友達ができない悩なやみは解決したと言っていいんじゃないか？」

「……なんでよ？」

　里奈、愛香、美雪。それぞれの顔を見てから、俺は言った。

「カードゲームアニメの主人公は言った……デュエルをすれば皆仲間になれると。この日常生活に置き換かえるなら、デュエルとは即すなわち心と心の対話。俺達にはとっくにそれができている。だから俺達はもう友達なんだよ」

「「「…………」」」

　あ、あれ？　何この空気？　ここは感動的な場面になるはずだろ？

「なんか『今すごく良いこと言っただろ？』感が滲にじみ出てイラッとしたわ」

「ぐはっ!?」

「ドヤ顔がすごく腹が立った。あと正直意味がわからない」

「ぐはあっ!?」

「ゆ、悠人くんはカッコつけようとすると逆にカッコ悪くなると思う……」

「ぐはあああああっ!?」

　俺は口から血を吐はくようにして椅い子すごと倒たおれた。まさか美雪にまで馬鹿にされるとは……。まあ途中から自分でも何言ってんだろうと思ったけども。

「友達……か」

　すると里奈がポツリと呟つぶやいた。

「まあでも、こうして皆で集まって何かをするというのは、悪くないわよね」

「同意」

「た、確かに色々大変だけど、皆と出会えたのは良かったと思う」

「お前ら……」

　そうだよ、こういう流れを待ってたんだよ！

「この点に関してだけは、手紙の主に感謝しなくちゃな」

　俺の言葉に三人は強く頷うなずいた。せっかく皆同じ境きよう遇ぐうなんだ、仲良くしないと損だ。

「でもそれとこれとは話が別！　必ずこんなくだらない事を企たくらんだ犯人を見つけ出して締しめ上げる！　それがアタシ達『偽ぎ装そう部』の目標よ！」

「見つけ出したら往復ビンタ百回の刑けい」

「私も頑がん張ばる！」

　そうだ。こんな高校生活から抜ぬけ出す為ためにも、一刻も早く脅きよう迫はく者しやプリンを特定しなければ。俺達は目標を再確認した。

「それじゃ今日の会議を始めるわよ！　何か犯人の手て掛がかりを見つけてきた人！」

「「「…………」」」

　誰も手を挙げない。

「ちょっと！　これじゃ会議にならないでしょ!?」

「そうは言うけど、そんな簡単に手掛かりが見つかったら俺達はこんな苦労はしてないだろ。つーか里奈は何か見つけてきたのか？」

「うっ……!?」

　たじろぐ里奈。やっぱり見つけてきてないな。

「あーもう会議終わり！　トランプやるわよトランプ！」

　で、結局こうなるんだよな……。

　偽装部の活動は、まず犯人特定の為の会議から始まり、余った時間は里奈が持ってきたトランプに費ついやされる。しかし見ての通り犯人の手掛かりは毎回誰も持ってこないので会議が成り立たず、一分もしない内にトランプへ移行される。「部活の意味なくね？」と思う人は多いかもしれないが、これも犯人の指示に含ふくまれていることなので、仕方なく下校時刻までトランプで時間を潰つぶしているというわけだ。

「今日の景品の担当は里奈だよな？」

「ふっふっふ。今日は凄すごい物を持ってきてあげたわよ！　刮かつ目もくしなさい！」

　得意顔で自分の鞄かばんを漁あさる里奈。俺達は毎回トランプで何かを賭かけて遊んでいる。と言っても金を賭けているわけではなく、シャーペンの芯しんとかお菓か子しとか、本当にちょっとした物を景品にしている。それを用意する担当は日によって変わり、一番成績の良かった人がその景品を手にすることができるというわけだ。

「じゃーん！　なんと町内会の福引き券よ！」

「うわ、これまた微び妙みような……」

「微妙って何よ！　アンタが昨日持ってきた変な帽ぼう子しより数倍マシよ！　一体いつ使うのよあんなの！」

「変な帽子とはなんだ！　あれには鹿しか撃うち帽ぼうってちゃんとした名前があるんだぞ！」

「ま、まあ、とにかく始めようよ……」

　というわけで福引き券を賭けてのトランプが始まった。

「くあー！　また負けちゃった！」

「愛香ちゃん、ポーカー強いよね」

「皆が弱いだけ」

「なんですって!?　だったらもう一回勝負よ！」

「望むところ」

「も、もう二十回目だよ、ポーカー……」

　まあ皆とやるトランプは普ふ通つうに楽しいし、これはこれで悪くない。一方こんな調子で本当に犯人を見つけられるのだろうか？　という不安はあるけども。




「はー、今日も疲つかれた」

　里奈が隣となりで大きく伸のびをする。部活を終え、俺と里奈は肩かたを並べて家路を歩いていた。ちなみに俺と里奈の家は隣同士。その気になれば俺の家のベランダから里奈の部屋に飛び移ることだって可能だ。

「明日って土曜日だから学校休みよね？」

「いや、明日は金曜日だぞ」

「あ、そうだっけ。ってことは……また明日もリア充を演じなくちゃいけないわけね」

　ガクッと肩を落とす里奈。気持ちは痛いほどわかる。俺も毎日決闘者デユエリストのフリをするのは本当に疲れるからな。早くこんな生活から抜け出したいと思う反面、この状じよう況きように慣れつつある自分がちょっと怖こわかったりする。

「ところでアタシ、気になってたんだけど」

「なんだ？」

「悠人が犯人に握られてる弱よわ味みって一体何なの？」

「またその話か。それは絶対教えないって何度も言ってるだろ」

「ふーん、そう。ま、大体想像はつくけどねー」

　里奈がイヤらしい顔を俺に向けてくる。

「えーっとなんだっけ。『一つのズレが真実を導く。空前絶後の名探偵、ヴァールハイト！』だったかしら？」

「やめろー!!　俺の古傷を抉えぐらないでくれ！　その過去はとうの昔に封ふう印いんしたんだよ！」

「一つのズレが真実を導くなら、ズレが二つとか三つあった場合はどうするの？　あとヴァールハイトって何？　もしかして格好良いって思ってた？」

「だからやめてくれえええええ─────!!」

　俺はその場で悶もん絶ぜつした。そんな俺を見て里奈がクスクス笑う。

　実を言うと、俺には中学の頃ころに探偵ドラマの影えい響きようを受けて自分で名探偵を名乗っていたという痛々しい過去がある。そのくせ大した推理力も持ち合わせていなかったため、ただ名めい探たん偵ていの格好を真似まねして名探偵っぽい台詞せりふを吐くだけの痛い人間と化していた。しかもヴァールハイトという二つ名までつけて。今思い返すと最高に恥はずかしい。記き憶おくを消せるものなら消してほしいくらいだ。そのため名探偵に偽装している美雪を見ていると非常にいたたまれない気持ちになってくる。おそらくこれも俺に精神的苦痛を与あたえるためのプリンの策略なのだろう。

　ちなみにこの間俺がトランプの景品に出した鹿撃ち帽も、俺が名探偵時代に使っていた物だったりする（鹿撃ち帽はホームズが愛用していたため）。正直少し不安はあったが、あの帽子くらいじゃ俺の過去がバレたりはしないだろう。結構高い帽子だったし捨てるのも勿もつ体たいなかったからな。

　里奈の想像通り、俺が握られている弱味というのはまさにそのことだ。手紙に同どう封ふうされていた写真に写っていたのは名探偵のコスプレをしている俺の姿だった。俺の黒歴史をバラされるくらいなら決闘者デユエリストを演じていた方が何倍もマシだ。

　今では名探偵も卒業し、自分をリセットする為に高校は家から遠く離はなれた神しん海かい高校を選んだ。偏へん差さ値ちがそれなりに高い所なので受験の時は苦労したが、死しに物もの狂ぐるいの努力の末なんとか合格を勝ち取った。その反動で今の成績は悲ひ惨さんなことになっているが、それは置いておこう。そういうわけで、神海高校に中学の頃の俺を知る者は誰だれ一人としていない。そう、幼おさな馴な染じみの里奈を除いては。

「にしても、まさか里奈も俺と同じ高校に通うことになるなんてな。本当に驚おどろいた」

「でしょ？　ギリギリまで秘密にしてたもんね！」

　里奈の成績なら合格するのはそれほど難しいことではなかっただろうけど、中学を卒業する直前まで里奈が神海高校を受験していたことすら知らなかったので、ネタばらしをされた時は度ど肝ぎもを抜かれた。

「せっかく俺を知ってる人が誰もいない高校を選んだと思ったのになあ。でもどうしてわざわざ俺と同じ高校を選んだんだ？」

「っ！　そ、それは……」

　急に顔を赤くして俺から目を逸そらす里奈。あれ、なんだこの反応。もしや……!?

「どうしても俺と一いつ緒しよの高校に行きたかったからとか──」

「はあ!?　ななな何馬ば鹿かなこと言ってんの!?　それはアレよ、えっと、に、日本地図に向かってダーツを投げたら神海高校に命中したからよ！　悠人と同じ高校になったのはただの偶ぐう然ぜんよ偶然！」

「そ、そうか……」

　そんな旅企き画かく感覚で高校を決めちゃったのか。

「……嫌いやだった？」

「え？」

「その、アタシと同じ高校になって……」

　里奈が珍めずらしく不安げな表情を見せる。俺はそんな里奈を見て小さく笑った。

「嫌なわけないだろ？　むしろ嬉うれしかったぞ」

「ホントに？」

「ああ。俺を知る人が誰もいないような高校を選んだとは言ったけど、さすがに一人も知り合いがいないのは心細いからな。それに里奈なら俺の過去を広めたりしないって信用できるし」

「そ、そう……」

　照れくさそうに下を向く里奈。こういうところは昔から変わらないな。

「ま、仮に広められたら俺も里奈の〝あの体質〟のことを公おおやけにするけどな。確か小学五年生の頃だったっけ。俺と里奈、真ま紀きの三人で真紀の誕生日パーティを開いた時、里奈がコーラを飲んじゃって、それから──」

「きゃあああああああああああ!!」

「むぐっ!?」

　いきなり里奈に口を塞ふさがれる。

「その話はしないでって言ってるでしょ!?　誰かに聞かれたらどうするのよ!!」

「んー！　んー！」

「ああもう恥ずかしい恥ずかしい恥ずかしい！　これが広まったら確実にアタシは変態扱あつかいされちゃう！」

「んー！　んんんんんん！」

　俺はもがいてなんとか里奈の手を振ふりほどいた。

「ぶはあっ！　ち、窒ちつ息そくするかと思ったじゃねーか！」

「はあ、どうしてアタシにはあんな変な体質があるんだろ……」

　頭を抱かかえ、溜ため息いきをつく里奈。おそらく犯人に握にぎられてる弱味もそれ関連だろう。俺達は口に出さないまでも、互たがいにどんな弱味を握られてるか、おおよそ見当はついていた。

　ちなみに先さき程ほどの会話の中に出てきた「真紀」とは俺のもう一人の幼馴染み。昔は三人でよく遊んだものだが、小学五年生の時に遠くの地方へ転校してしまった。今いま頃ごろ元気でやってるだろうか。

「とにかく人の弱味につけ込んで好き放題してくるプリンとかいう奴やつは絶対許せない！　必ずこの手で犯人をとっ捕つかまえてやる！」

「ああ、それには全面的に同意だ」

　せっかく自分をリセットする為ためにわざわざ遠い高校を選んだというのに、ここでも中学の黒歴史がつきまとってくるとは思いもしなかった。大体何だよプリンって。名前からしてフザけてやがる。

「よーしアタシ決めた！　この手で犯人を捕まえるまでダジャレは封印するわ！」

　それは永遠に封印してくれ。




　午後十一時。学校の宿題を終わらせ、俺はベッドに横になった。また明日も決闘者デユエリストとして一日を過ごさなければならない。そう考えるだけで今から憂ゆう鬱うつな気分だ。

「…………」

　俺はふと身体からだを起こす。それから学習机の引き出しを開け、脅迫者プリンから送られた例の手紙を取り出した。こんな物さっさと処分したいところだが、今のところ犯人の唯ゆい一いつの手て掛がかりだしな。下手に捨てるわけにもいかない。

　だがこれに関してどうしてもわからない点が一つだけある。それは２の部活を設立しろという指示。俺達に部活を設立させて犯人に一体何のメリットがあるというんだ？　むしろ一つの場所に集めたら俺達の間に「打だ倒とうプリン」という結束を生んでしまって、デメリットにしかならないのではないだろうか？

　ただ、この疑問を解消する説が一つだけある。それは、部活を設立させることで俺達が苦しむ様子をより近くで見ることができるようにするため。

　つまり──里奈、愛香、美雪の三人の中の誰かが、犯人という説。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　俺は寝ね返がえりと同時に、その考えを頭の中から消した。俺達の中に犯人がいる？　そんなわけないだろう。もしそうだとしたら犯人は自分の策略に自分を巻き込んでいるということになる。そんな間ま抜ぬけな話あるはずがない。こうやって俺達の間に疑心を生むことが犯人の狙ねらいかもしれないしな。俺は自分にそう言い聞かせながら、深い眠ねむりの中に落ちていった。







　第二章　偽ぎ装そうに大苦戦!?







「ほら悠ゆう人と、早く！」

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　午前六時三十分、玄げん関かん先さきで待っている里り奈なに急せかされ、俺は家を出た。朝礼のチャイムが鳴るのは八時半だが、前にも話した通り俺の通っている神しん海かい高校は家から結構遠いので、二時間前には家を出ないと遅ち刻こくしてしまう。朝が苦手な俺にとって最初の頃はかなりしんどかったが、今ではだいぶ慣れてきた。

「ところで悠人、勉強はちゃんとしてる？」

「うっ。ま、まあな……」

「その反応はしてないわね……。ただでさえ中間テストは悲惨なことになってたんだから普ふ段だんからちゃんと勉強しないとダメよ？」

「そうなんだよなー。俺って見かけによらず頭悪いし……」

「見かけによらず？　見た目通りの間ま違ちがいでしょ？」

「なんだと!?」

　とまあ、いつものように里奈と適当な話をしながら、電車やバスを乗り継ついで学校へと向かう。二時間という通学時間は確かに長いが、里奈が一緒なのでそれほど退たい屈くつはしていない。

「まあでも、今は勉強よりもプリンを捕まえることの方が大事よね。見つけたらこの世に生まれてきたことを後こう悔かいするくらいの絶望を与えてやるんだから！」

「……そういや、その〝プリン〟って何なんだろうな」

「何って、犯人の仮の名前でしょ？」

「それはそうなんだけど、何か意味あるのかなと思ってさ。もしかしたら犯人の正体に繫つながるヒントになってたりして……」

「考えすぎなんじゃない？　それとも元名探偵ヴァールハイトの勘かんがそう言ってるの？」

「その名前で呼ばないでくれる!?」

　前にも言ったが俺には名探偵と呼ばれるほどの頭脳もなければ知識もないので、過度な期待はしないでもらいたい。

「……あっ！」

　すると里奈が何かを思いついたように声を出した。

「どうした？」

「プリンスがプリンを食べる！　どうこのダジャレ!?」

　目をキラキラと輝かがやかせる里奈を見て、俺は深く溜息をついた。

「これさえなければ、友達なんて簡単に作れるだろうに……」

「ちょっとどういうことよそれ！　アタシに友達ができない原因はダジャレだって言いたいの!?」

「それ以外考えられないだろ！　自己紹しよう介かいの時のことを思い出してみろって！」

　そう、あれは入学式の後に教室で行われた、この時期恒こう例れいの自己紹介でのこと。




「秋桜コスモス中学から来ました、春はる色いろ里奈です！　趣しゆ味みは料理、特技はあやとり！　これからよろしくお願いしまーす！」

　快活に自己紹介をする里奈に、クラスの皆みなが拍はく手しゆを送おくる。男子の間からは「あの子すげー可愛かわいい」「あんな彼女欲しいな」などの声。そう、ここで終わっていればよかったんだ。

「それではダジャレを披ひ露ろうしたいと思います！」

　クラス全員の頭の上に「!?」が浮うかぶ。すると里奈はおもむろにポケットから石ころを取り出し、それを机の上に落とした。

「石が落ちた。ストーン！」

　シーン……。

　続けて里奈はポケットティッシュを取り出す。

「お坊ぼうさん、ティッシュください。ナンマイ（何枚）ダー！」

　シーン……。

　その後クラスの空気がどうなったのか、それは言うまでもないだろう。




「あの時アタシがもっと大ウケするダジャレを言っていたら……」

「反省すべきはそこじゃないだろ!?　いい加減自己紹介にダジャレを混ぜるのやめろ！　中学の時もそれで失敗しただろ、学習能力ゼロか！」

「う、うるさい！　ダジャレで人の心を摑つかもうとする行こう為いの何がいけないのよ！」

「まずその考え自体が間違ってるから……」

　前に言った自己紹介の時にやらかした〝あんなこと〟とはまさにこのことである。まあこの残念さを差し引いても、未いまだ男子からの人気は健在なわけだけど。それが里奈のスペックの高さを如によ実じつに表していた。




「あっ！　あの後ろ姿……」

　電車から降りた直後、里奈が前方のとある人物に気づいた。あの黒くキレイな髪かみは間違いない、愛あい香かだ。しかし何故なぜか右みぎ肩かたに竹刀しないを担かついでいる。

「何あの竹刀？」

「俺に聞いてどうする。とりあえず行ってみよう」

　俺と里奈は愛香のもとに走って向かう。

「愛香、おはよ！」

　里奈が元気に挨あい拶さつ。すると愛香は鋭するどい目つきでこちらを振り向むいてきた。

「てめえ何様のつもりだコラァ。愛香さんおはようございますだろコラァ！」

　ああ、そういや愛香は不良に偽装してるんだっけ。それと前から気になっていたが、不良って語ご尾びに「コラァ」とつければいいってもんじゃないと思うんだが。

「あはは、大だい丈じよう夫ぶよ愛香。今はまだ周りに同じ学校の生徒はいないから」

「…………」

　愛香は周囲を見回した後、ダランと肩かたの力を抜ぬいた。プリンからの指示は『部員以外の生徒には偽装がバレないようにしてください』であるから、逆に言えば生徒にバレなければ何の問題もない。

「竹刀、重い……」

「そりゃ重いでしょうね。そんなのどこから持ってきたのよ？」

「家の倉庫を整理をしていたら偶ぐう然ぜん見つけた。竹刀があればもっと不良っぽく見えるかと思って」

　ま、無いよりかはあった方がそれらしく見えるかもしれない。

「里奈と悠人はいつも通りラブラブ登校？」

「なっ!?　だ、誰だれがラブラブ登校よ！　しかもこんな奴やつと！」

「ふっ。里奈、顔赤い」

「うっ……！　この、大人しい顔して減らず口を～!!」

　里奈が愛香の首を軽く絞しめる。こんな光景を見てると微笑ほほえましい気分になるな。

「……ん？」

　学校に着いて靴くつ箱ばこを開けると、そこには青色の封ふう筒とうが入っていた。この大きさ、色。間違いない、あの時と同じ封筒だ。まさかまたプリンからの指示か……!?

「悠人、どうかした？」

「あ、いや……」

　隣となりでは里奈と愛香が普ふ通つうに靴を履はき替かえていた。どうやら二人の靴箱には何も入っていなかったようだ。つまりこれはプリンが俺だけに宛あてた手紙ということになる。

「……二人は先に教室に行っててくれ」

　俺はそう言うと一人男子トイレに向かい、個室の洋式トイレに腰こしを下ろした。さて、一体何が書かれてあるのか。封筒を開けると中には一枚の手紙が入っており、そこには次のように書かれてあった。




『プリンです。伝え忘れていましたが、このプリンという名前については特に意味はありません。単に私の好物がプリンだからという理由でつけました。貴方あなたのヴァールハイト（笑）と似たようなものですね』




　俺は手紙をビリビリに引き裂さきトイレに流した。こいつ絶対ブッ飛ばす!!




　ホームルームが始まる十分前。一年Ｅ組の教室に向かうと、そこには美み雪ゆきが自分の席で難しい顔をしていた。

「どうした美雪？　またホームズの台詞せりふの暗記か？」

「あ、おはよう悠人くん。今クロスワードパズルを解いてたの」

「クロスワード？　なんで？」

「こういうのがすぐ解けるようになったら名めい探たん偵ていっぽいかなと思って」

「……それ、何か違ちがうんじゃないか？」

「や、やっぱりそうかな」

「そもそも探偵業というのは浮うわ気きや素行を調査する行動調査、失しつ踪そう者や債さい務む者を調査する所在調査、ストーカー行為などを調査する犯罪調査など様々な調査業務があって、名探偵に偽装するならそれくらいの──」

「えっと……悠人くん？」

「はっ!?」

　何を熱く語ってるんだ俺は！　もう名探偵に関する知識は忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやったはずだろう！

「な、なんでもないぞなんでも！　それじゃ引き続き頑がん張ばってくれ！」

「う、うん……」

　俺は美雪のもとを離はなれて自分の席に向かう。いかんいかん、危あやうく自ら黒歴史を暴ばく露ろするところだった。

　さて、俺も手を抜くわけにはいかない。俺は席に着くと、鞄かばんの中からカードを取り出して机の上に所ところ狭せましと並べる。どうだ、いかにも決闘者デユエリストっぽいだろう！

「ねえ、アレ……」

「うん、いつ見ても気持ち悪いね……」

　女子二人が俺の方を見てヒソヒソ声で会話していることに気づいた。穴があったら入りたい……。

「うわー、相変わらず痛々しいわねえ」

　里奈がカードの一枚を手に取り、呆あきれたように呟つぶやいた。

「う、うるせえな！　決闘者デユエリストに偽ぎ装そうしないといけないんだからしょうがないだろ！」

「しーっ！　声が大きい！　アタシ達が偽装してるってことがバレたらお終しまいなのよ!?」

「あっ……」

　俺は反射的に左手で自分の口を塞ふさぐ。里奈の言う通り偽装がバレたら最後、俺の黒歴史が公衆の面前にさらけ出されてしまう。

「まったく、気をつけなさいよね」

「ああ、すまん。だけど里奈もリア充じゆうに偽装するの忘れるんじゃないぞ」

「言われなくてもちゃんとやってるわよ。これを見るがいいわ！」

　里奈がしたり顔で俺に見せつけてきたのは、「交こう換かん日記」と書かれたノートだった。

「何だそれ？」

「交換日記よ！」

「いや、それは見たらわかるんだけど」

「友達と交換日記なんて凄すごくリア充っぽいと思わない!?」

「そうかなあ。で、実際は誰と交換日記してるんだ？」

「え？　自分とだけど……」

「…………」

　自分と自分で交換日記……。俺はとても切ない気持ちになってしまった。

「な、何よその捨てられた飼い犬を見るような目は！　交換日記をしてくれるような相手がいないんだからしょうがないじゃない！」

「じゃあ愛香か美雪に頼たのんでみたらどうだ。多分引き受けてくれると思うぞ」

「そんなの恥はずかしくて頼めるわけないでしょ!?　まず高校生にもなって交換日記なんて有り得ないんだけど！」

　そう思うのなら最初から交換日記なんかに手を出すなよ。

「しっかし、本当にこんなんでいいのか？」

「いいのかって、何がよ？」

「俺達はちゃんと偽装できてるのかって話だ。不良の愛香は語尾にコラァってつけてるだけだし、名探偵の美雪はそれっぽい台詞を覚えたりクロスワードを解いたりしてるだけ。お前に関してもリア充に偽装できてるかと言われると微び妙みようなところだしな」

「アンタだってカードを机に並べたり変なオモチャを腕うでにつけたりしてるだけじゃない」

「うっ。それはそうだけどさ……」

「ていうか、そもそもちゃんと偽装する必要なんてないでしょ。アタシ達は真のリア充や決闘者デユエリストを目指してるわけじゃないのよ？　最低限の偽装ができてればそれでいいの！」

「……そうだよな」

　プリンも「本格的な偽装をしろ」と指示しているわけではないし、里奈の言うことにも一理あるかもしれない。とりあえず今はこのままでいいか……。

　などという考えは甘かったということに、俺はすぐに気づくことになった。




　放課後になり、いつものように四人で偽装部の部室に向かう。ちなみに偽装部というのは当然ながら仮の名前。そんな部活動は生徒会の許可が下りるはずもないからな。というわけで俺達は今年部員が〇名になった将しよう棋ぎ部の部室を（勝手に）使うことにし、表向きには将棋部として活動している。つまりは部の名前も偽装してるってわけだ。

「あれ？　あそこに何か置いてあるよ？」

　もうすぐ部室に着くという時、美雪が何かに気づいて指差した。見ると、部室のドアに一枚の青色の封筒が立てかけてあった。

「あれって……」

　あの封筒を目にするのは皆みなは二度目で俺は三度目。プリンからの手紙だ。

「プリンね！　一体何よもう！」

　里奈がその封筒を拾い上げ、乱暴に開かい封ふうする。中には一枚の手紙が入っており、俺達はそれを覗のぞき込む。そこには次のようなことが書かれてあった。




『プリンです。この数日間、貴方あなた達の偽装を拝見させてもらいました。ハッキリ言って貴方達は偽装を舐なめすぎです。もっと真しん剣けんにやってください。これ以上今のような偽装を続けるのなら……わかってますね？』




　文章はそこで終わっていた。これはつまり「真剣に偽装をやらなければ貴方達の弱よわ味みを公表します」ということか。やはりあの程度の偽装じゃダメか……。

「何よこいつ偉えらそうに……!!」

　グシャッと手紙を握にぎり潰つぶす里奈。

「何がもっと真剣にやってくださいよ！　アタシはアタシなりに色々考えてリア充に偽装してるんだから！」

「わ、私もだよ！　今以上のことやれって言われても無理だよ……」

「同感。あれがもう限界」

　真剣にやってるやってないは別として、確かに俺達の偽装は俺から見ても中ちゆう途と半はん端ぱだった。どうやらそれがプリンのお気に召めさなかったらしい。

「でもどうする？　今のような偽装を続けてたら俺達の弱味をバラすと言ってるぞ」

「「「…………」」」

　沈ちん黙もく。三人の顔色を見る限り、どうやら皆も相当ヤバイ弱味を握られてるようだ。

「悔くやしいけど、やるしかないわね……」

　里奈の言葉に、俺達は頷うなずくしかなかった。




「しっかし、もっと真剣にやれと言われてもなあ……」

　帰宅した俺は自分の部屋のベッドに寝ね転ころがり、天てん井じようを見つめていた。実を言うとカードに関する知識がまったくないわけではない。小学五年まで一いつ緒しよだった真ま紀きが大のカードゲーム好きだったので、俺や里奈がたまに対戦相手を務めていたのである。今思えば女の子でカードゲームが好きなんて珍めずらしいよな。だから決闘者デユエリストのあるべき姿もなんとなくイメージできるんだけど、いざやれと言われるとやはり難しい。

「どうしたもんかな……」

　俺はベッドから身体からだを起こし、適当にクローゼットの中を漁あさってみる。なにかより決闘者デユエリストっぽく見える装そう飾しよく品とかないだろうか。

「ん？　これは……」

　結構大きな箱があったので引っ張り出してみた。なんだっけこれ……。

　ああ、思い出した。これって俺が大事な物を保管するために使ってた箱だ。なくしたと思ってたらこんな所にあったのか。今となっては何が入っているのかうろ覚えだ。

「……さて」

　俺は箱の蓋ふたに手をかける。俺の記き憶おくによればこの箱は中学の頃ころまで使っていた。よって俺が名探偵を名乗っていた頃に使っていた物とかも色々入ってるだろう。あまり自分の黒歴史に踏ふみ込みたくはないが、過去の俺がこの中に一体何を入れていたのかという好こう奇き心しんには勝てず、俺は蓋を開けてしまった。

「うわあ……」

　思わず声を洩もらしてしまう。箱の中には「ヴァールハイト事じ件けん簿ぼ」と書かれた謎なぞのファイルや、廃はいビルや断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきといった事件が起きそうな場所の写真など、今の俺から見たらただのガラクタにしか思えない物がいくつも入っていた。一体何をやってたんだろうな中学時代の俺は。この際だから箱ごと捨ててしまおうか……。

「あっ」

　すると俺はそのゴミの中に一枚の封ふう筒とうを発見した。懐なつかしいな、こんな物まで入っていたのか。今はプリンのせいで封筒を見るとあまり良い気持ちはしないが……。

　実はこの封筒、中にラブレターが入っている。と言っても当然ながら俺が貰もらった物ではなく、俺自身が書いて渡わたし損そこねた物だ。では誰だれに宛あてた物か？　それは──




「おい見ろよ、大たい河がの奴やつまた変な格好してるぜ」

「相変わらず痛いな」

「恥ずかしくないのかしら？」

「あいつには近寄らない方がいいな……」

　中学時代の頃の俺はクラスの中でもとりわけ浮ういた存在だった。まあ普ふ段だんから名探偵の格好をしていたのだから浮くのが当然だったわけだけど。そんなわけで誰も俺に関かかわろうとはしなかった。

「悠人、帰るわよ！」

　ただ、幼おさな馴な染じみの里奈を除いては。里奈は俺がこんな痛々しい言動をしていても、小学生の時と変わらず接してくれていた。俺はそれが心の底から嬉うれしかった。

「春色さんってさあ、なんであんなのといつも一緒にいるんだろうな」

「スッゲー可愛かわいいのに、勿もつ体たいないよなあ」

「もしかして春色の好みってあーゆう男なんじゃね？」

「えー噓うそ！　それはそれで痛い！」

　だがそんな俺と一緒にいることで、里奈が被ひ害がいを受けることも少なくなかった。それが俺にとっては自分の悪口を言われることよりも辛つらかった。だからある日、俺と一緒にいるのが苦痛なら無理する必要はないと里奈に伝えてみた。しかし里奈は──

「別に無理してないわよ。アタシが誰といようがアタシの勝手でしょ？」

「それはそうだが……」

「いいから気にしないの。それに名めい探たん偵ていであろうとなかろうと、悠人は悠人だし。人の目なんか気にせず、自分のやりたいようにやるのが一番じゃない？」

「っ……！」

「い、言っとくけどこれに深い意味はないからね!?　アタシが悠人といるのは今のアンタが色々と危なっかしくて目を離はなせないだけだから！」

　里奈の不器用な優やさしさに、俺は胸が熱くなるのがわかった。

　そんなこともあり、俺の中での里奈が〝幼馴染みとしての好き〟から〝異性としての好き〟に変わるのは時間の問題だったわけで。中学三年の春に思い切って告白することにしたのである。

「どうしたのよ、屋上に呼び出したりして」

「……すべての謎は解けた」

「は？」

「ここ最近、私の心が何者かによって搔かき乱されるという事件が発生していた。それにより苦く悩のうの日々が続いていたが、このヴァールハイトの名推理により、ついにその犯人を突つき止めることに成功した。犯人は里奈、お前だ！　もはや言い逃のがれようとしても無む駄だだ。さあ、大人しくこの逮捕状ラブレターを受け取るがいい！」

　決めポーズを取りながら封筒を差し出す俺。この時手が滅め茶ちや苦く茶ちや震ふるえていたのは今でもハッキリ覚えている。そして里奈は首を傾かしげてこう言った。

「なにワケわかんないこと言ってんのよ。ほら早く帰るわよ」

「（さ、さらっとフラれたー!!）」

　こうして俺の初はつ恋こいは、儚はかなく散ったのであった。
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　そんなわけで結局ラブレターを渡すことすらできず、こうして俺の手元に残っているというわけだ。つーか渡し損ねたラブレターを捨てずに保管してる俺って……。

　正直今でも好きな気持ちはある。あの日以降も里奈はそれまでとなんら変わらない態度で俺と一緒にいてくれたし、多分俺のことは嫌きらいではないと思う。でもフラれたってことは、貴方のことは異性として見られませんってことなんだろう。里奈とは幼い頃から家族のように過ごしてきたし、そうなるのは仕方ないかもしれない。

　そして最近の俺は、里奈のことを諦あきらめるべきかどうかで迷っていた。今でも里奈のことは好きだけど、いつまでもズルズル引きずるわけにはいかない。もう一度告白する度胸なんてないし、仮にしたとしても多分また失敗に終わるだろう。里奈とはこのまま幼馴染みとして、クラスメートとして、そして偽ぎ装そう部の部員仲間としての関係を続けていくのが俺としては理想的だ。と言っても他ほかに気になる人がいるかと聞かれると答えはＮＯだし、そういう人ができるまでは里奈のことを想おもい続けても罪はないかもしれない。

「……って、何してたんだっけ俺」

　ああそうだ、より決闘者デユエリストっぽく見せるために何かないか探してたんだっけ。思い出に浸ひたるのもいいが、今はそっちに集中しないとな。と言っても特にこれといった物は見つかっておらず、俺は半分諦めかけていた。

「ん？」

　しかし箱の更さらに奥の方を漁っていると、俺は〝あるもの〟を発見した。これって確か、真紀が転校する前に俺にくれた──

「……よし」




　　☆




　二日後の日曜。学校は休みだが、今後の方針を話し合うため、俺達四人は偽装部の部室に集まっていた。ちなみに発案者は里奈である。

「みんな、これからどういう偽装をするか考えてきたか？」

「う、うん。一応」

「私もそれなりに」

　俺の言葉に頷く美雪と愛香。

「私はこういうものを用意してみたんだけど……」

　名探偵に偽装する美雪は、鞄かばんから一つの蝶ちようネクタイを取り出した。

「なんで蝶ネクタイなんだ？」

「この二日間、名探偵が出てくる漫まん画がを色々と読んでみたんだけど、薬を飲まされて子供の身体になっちゃった名探偵がこんな蝶ネクタイを愛用してたから、私もつけてみようと思って」

　ああ、そういうことか。まあ形から入るのは悪い考えじゃないだろう。

「でもそれって漫画だと変声機がついてたよな？」

「そ、そこは私の声真似まねで代用すれば……」

「いや声真似とかできないだろ!?」

「他にはえっと、帽ぼう子しとか被かぶろうと思うの。ほら、この前悠人くんから貰ったやつ」

「ぶっ!?」

　次に鹿しか撃うち帽ぼうを取り出した美雪。それはこの間のトランプで俺が景品に出したやつじゃねーか！　そういやあの日のトランプの戦績は美雪がトップだったんだっけ……!?

「いや、それはやめた方がいいんじゃないかな、うん！」

「えっ、どうして？　これってシャーロック・ホームズの帽子によく似てるから、これを被れば名探偵っぽく見えるかなと思って」

　そりゃ実際に俺がホームズをリスペクトして被ってた帽子なんだから似てるのは当たり前だ。とにかくなんとかして阻そ止ししなければ。

「いやでも、その帽子と蝶ネクタイを同時に身につけてたらどっちつかずになっちゃうだろ!?　やるなら一つに絞しぼった方がいいって！」

「うーん、そうだよね。それじゃ蝶ネクタイはやめて帽子にしようかな」

「そっち!?」

「うん。ホームズの方なら台詞せりふも少し覚えてるし」

　その帽子を被ってるのを見せられたら嫌いやでも自分の黒歴史を想起してしまう。やっぱり景品なんかに出すんじゃなかった。

「そういえば悠人くんはなんでこんな帽子を持ってたの？」

「はい!?」

「普ふ通つうの人はこういう高そうな帽子なんて買ったりしないよね？　それこそ大のホームズ好きとかじゃない限りは──」

「ちゅ、中学の頃に友達から貰ったんだよ！　ああそうだ、愛香はどんな偽装をするのか考えてきたか!?」

　この流れはまずいと思い、俺は咄とつ嗟さに話を戻もどした。

「私は竹刀しないをチェーンに変えてみたり、マスクをしてみたり、アクセサリーを身につけてみたり、生徒達にカツアゲをしたり、色々と試ためすつもり」

「最後のはやめような!?」

　愛香も鞄から様々な物を取り出し、テーブルの上に並べる。

「ん、何だこれ？」

　その中に気になる物があったので、俺は手に取ってみた。「不良用語辞典」と書かれた本である。

「その名の通り、不良の間で使われている専門用語が載のっている本。そこに書かれている用語はすべて暗記した」

「マジかよ!?　それは凄すごいな……」

　ページをパラパラとめくってみる。〝ばっくれる〟〝ずらかる〟など聞いたことのある用語もあれば、〝ネンショー〟や〝ヤサ〟など初めて目にする用語もある。変わった本もあるもんだな。

「で、里奈はどうだ？」

　俺は本を閉じ、里奈の方に顔を向ける。そういやさっきから一言も喋しやべってないけど、どうかしたのだろうか。

「……わからない」

「ん？」

「わからないのよ何をしたらいいのか!!」

　里奈は勢いよく椅い子すから立ち上がり、両手でテーブルをバンと叩たたいた。

「これまで友達が百人いるように見せかけたりスケジュールが埋うまってるフリをしたりして自分なりに精せい一いつ杯ぱいリア充じゆうっぽく見せてきたのよ!?　なのにこれ以上のことをやれとか言われても一体何をすればいいのよ！」

「ああ……」

「そうだよな……」

　里奈に同情する俺達。確かに名探偵や不良に比べると、リア充というのは漠ばく然ぜんとしすぎて偽装のハードルは高いだろう。

「お願いみんな、何か案を出して！　どうすれば今以上にリア充っぽく見えるのか！　良い案を出してくれた人にはアタシのとっておきのダジャレを授さずけるから！」

「それは結構だ」

　里奈が皆みなを部室に集めたのはこれが目的だったのか。しかし俺にはリア充の経験がないので良い案を出してくれと言われても非常に難しい。それは美雪や愛香も同じではないだろうか──と思っていた矢先。

「私に良い考えがある」

　と、愛香が右手を挙げた。

「ホントに!?」

　愛香は頷うなずくと、ポケットから携けい帯たいを取り出してその画面を俺達に見せてきた。そこには最近テレビでよく見かける〝ゆるキャラ〟が映っていた。

「あ、私知ってるよ。名前は〝すなっしー〟だよね確か」

「あの砂の妖よう精せいって設定のワケわからんキャラクターか……。で、このゆるキャラとリア充に一体何の関係があるんだ？」

「最近のすなっしーの人気は目を見張るものがある。老ろう若にやく男なん女によすべての人々に愛され、レギュラー番組をいくつも抱かかえ、もはやテレビで見ない日はないと言ってもいい。まさにリア充と呼ぶべき存在。だからこのすなっしーを参考にすればいいと思う」

「ちょっと待て！　それってリア充とはちょっと違ちがうんじゃないか!?」

「どうして？」

「どうしてってそりゃあ、リア充ってのは基本的に人間のことを指すだろ？　すなっしーはあくまでキャラクターなわけだから、リア充の参考にはならないと思うんだけど。里奈もそう思うだろ？」

　すると里奈は何やら真しん剣けんな表情で口を開いた。

「ゆるキャラ、か。一考の余地はありそうね……」

「いやないだろ!!　マジでゆるキャラを参考にする気か!?」

「もちろんよ。いいえ、むしろアタシはゆるキャラそのものになってみせるわ！　そうすればみんな注目してくれて、アタシはリア充の階段を上ることができる……!!」

　いかん。里奈のヤツ相当追おい詰つめられてるぞ。愛香も本当に採用されると思っていなかったらしく、なんとも微び妙みような顔をしていた。

「ふふふ。そうと決まれば早さつ速そく着ぐるみを調達しないと……」

「落ち着け里奈！　文化祭でもないのに校内でゆるキャラの格好なんかしてみろ、速そつ攻こうで生徒指導室に送られるぞ！」

「……はっ!?　そうよね、さすがに着ぐるみはないか……」

　どうやら我に返ったようだ。

「ったく、少し考えればわかることだろうに」

「う、うるさいわね！　ていうか悠人はどうなのよ！　どんな偽装をするかちゃんと考えてきたの!?」

「……ふっ。よくぞ聞いてくれた」

　俺は微笑ほほえみ、静かに椅子から立ち上がった。そしてカードの束をテーブルの上に置く。

「皆も知っての通り、俺の偽ぎ装そうは決闘者デユエリストだ。だから今までデュエルディスクを身につけたりカードを並べたりしてたんだけど、やはりそれだけでは足りなかったらしい。だから俺はこの二日間、ずっとこれを観みていた」

　俺は鞄から某ぼうカードゲームアニメのＤＶＤボックスを取り出した。一昨日おとといに見つけた〝あるもの〟とはこれのことである。真紀から貰もらった時は苦にが笑わらいを浮うかべたものだったが、まさか役に立つ日が来るとは。

「部屋のクローゼットを整理していたら偶ぐう然ぜんこれを見つけてな。このアニメを観れば決闘者デユエリストの何たるかを理解できると思って、二日間かけて全話視聴した。おかげで寝ね不ぶ足そくだが、決闘者デユエリストっぽい台詞はだいたい覚えたし、これで俺は真の決闘者デユエリストに一歩近づくことができた気がする」

「わあ、愛香ちゃん凄い！　もう少しで完成だよ！」

「……って人の話を聞かんかい!!」

　ふと見ると愛香が俺のカードを使ってピラミッドを作っていた。俺はテーブルを叩いてそのピラミッドを崩くずした。

「ちょっと何すんのよ悠人！」

「酷ひどいよ悠人くん！　愛香ちゃん泣いてるよ！」

「シクシク、シクシク」

　これって俺が悪いのか？

「まあ、いくらアニメを観てもデュエルが弱かったら決闘者デユエリストとは呼べないから、早速昨日からデュエルの特訓を始めた。もちろんデッキも強化した上でな」

「特訓って誰だれとよ？　カードゲームは一人じゃできないでしょ？」

「え？　それはまあ、自分と自分で一人二役を……」

「……うわあ」

「うわあとか言うな!!　一人交こう換かん日記をやってる奴やつにそんな反応されたくねえよ！」

「は、はあ!?　一人交換日記って結構楽しいんだから!!　文章力も鍛きたえられるし一石二鳥なのよ!?」

「一人デュエルだって楽しいぞ！　一回のデュエルで勝利と敗北を同時に味わえるんだから一石二鳥だ！」

「…………」

「…………」

　なんだか虚むなしくなってしまい、黙だまり込んでしまう俺と里奈。一石二鳥どころか一石マイナス千鳥くらいの気分である。

「え、えっと、悠人くん！　私カードのこととかよくわからないから、どういうものか実際にここでやってみてほしいな！」

　この空気をどうにかしなければと思ったのか、美雪が俺にこんな提案をしてきた。

「……よし。特訓の成果を見せてやろうじゃないか。里奈、ちょっと相手を頼たのむ」

「え、アタシ？」

「小学生の頃ころお前もちょっとやってたじゃんか。ルールくらいは覚えてるだろ？」

「まあ、微かすかにだけど……」

　こうして俺と里奈はカードの束を二つに分けて対戦することになった。

「ば、馬ば鹿かな……！」

　が、開始三分で俺は窮きゆう地ちに立たされてしまった。

「わあ！　里奈ちゃん強いね！」

「悠人、特訓の成果（笑）はどうしたの？」

「（笑）とか言うな！」

　だが特訓をしてきたと豪ごう語ごした俺が（まだ一日だけど）苦戦しているというのは正直かなり恥はずかしい。里奈にとってもデュエルするのは数年振ぶりのはずなのに……これがセンスの差ってやつか。

「さあ、悠人のターンよ。このままだと本当にアタシが勝っちゃうわよ？」

　カードを団扇うちわ代わりにして余よ裕ゆうの表情を見せる里奈。ここで負けるわけにはいかない。カード達よ、俺に力を貸してくれ！

「俺のターン、ドロー!!」

　きた！　このカードなら今の状じよう況きようを打破することができる！

「ククク。どうやらカードが俺の想おもいに応こたえてくれたようだな！」

　俺は椅子から立ち上がり、カードを天てん井じように向かって掲かかげた。

「これで勝利の方程式は完成した。さあ里奈よ、地じ獄ごくに堕おちる覚かく悟ごはできたか！」

「は？」

「天空に住まいし魔まの龍りゆうよ、今ここに舞まい降りて愚おろかな人間共に裁きの鉄てつ槌ついを下すがいい！　顕けん現げんせよ、深しん淵えん龍りゆうデストローガ!!　ハハハハ!!　この俺に戦いを挑いどんだことを後こう悔かいするが──はっ!?」

　ふと我に返ると、女子三人が完全に引いているのがわかった。しまった、ついアニメに出てきた敵キャラの台詞せりふが──

「悠人くん……」

「今のはちょっと有り得ない」

「悠人って昔からなんでもすぐ影えい響きようされちゃうのよね……」

　中学生の頃もそうだった、という里奈の心の声が聞こえてくる。

「……すみませんでした」

　重い空気の中、俺はただ頭を下げることしかできなかった。







　第三章　廃はい部ぶの危機!?







　翌日、月曜日の放課後。俺達四人は本日の偽ぎ装そう状じよう況きようを報告しながら偽装部の部室に向かっていた。

「美み雪ゆきは今日の偽装はどうだった？　昨日に言ってたことは実じつ践せんできたか？」

「うーん、以前よりも名めい探たん偵ていっぽくはなったと思うんだけど、その分恥はずかしさが増した気がする……」

「まあそうだろうな……」

　結局美雪は俺から貰った鹿しか撃うち帽ぼうを被かぶることになった。なんだか昔の自分を見てる気がして胸が痛む。

「愛あい香かはどうだった？　以前より不良らしいことはできたか？」

「もちろん。今日だけで三回のカツアゲに成功した」

「結局やっちゃったのかよ!?」

「冗じよう談だん。そんなことをしたらマッポにパクられる」

「冗談かよ……。で、そのマッポとかパクられるとかは何だ？　それも不良用語か？」

「その通り。マッポは警察、パクられるは逮たい捕ほされるという意味がある。よって今のは警察に逮捕される、という文章になる」

「へえ……」

　既すでに不良用語を自在に使えるレベルにまで達したのか。愛香は飲み込みが早いな。

「里り奈なはどうだ？」

「……アタシは今までと変わらないわ」

　力なく答える里奈。そういや昨日の「今よりリア充じゆうっぽく見せるにはどうしたらいいか」という里奈の悩なやみは結局解消されないままだったな。

「気をつけろよ。今よりリア充に磨みがきをかけないと弱よわ味みをバラされることになるぞ」

「い、言われなくてもわかってるわよ！　それより悠ゆう人とはどうなのよ!?」

「うーん、実は俺も人のことは言えなくてな。誰とも戦ったりしてないし……」

　決闘者デユエリストである以上は誰かとデュエルしなければならないという根本的なことに気づいた俺だったが、今のところ俺が戦ったのは里奈一人だけ。これじゃ何の為ためにアニメを全話観て特訓までしたのかわからない。一応デュエルディスクを常時装着していつでも挑ちよう戦せんＯＫですよというアピールはしてるんだけども、当然ながら誰も寄ってこない。

「大だい丈じよう夫ぶなの？　決闘者デユエリストがデュエルしないんじゃ話にならないじゃない」

「そ、それは百も承知だけどデュエルする相手がいないんだからしょうがないだろ！　この際だから昨日のように里奈が相手をしてくれよ！」

「なんでアタシがアンタのお遊びに付き合わないといけないのよ！　アタシは自分のことでいっぱいいっぱいなの！」

「お遊びだと!?　俺は少しでも決闘者デユエリストに見せようと必死なんだぞ！　このデュエルディスクだって結構重いしずっとつけてると腕うでが疲つかれるしで大変なんだからな！」

　そんな生産性のない言い合いをしている内に、俺達は偽装部の部室の前に着いた。俺は鍵かぎを差し込み、部室のドアを開けた。

「ん？」

　すると部室に先客がいることに気づいた。正確には客ではなく、等身大の美少女フィギュアが行ぎよう儀ぎ良く椅い子すに腰こし掛かけていたのである。何だこれ？

「悠人、アンタなんて物を持ち込んでるのよ……」

「俺って決めつけんなよ！　そりゃ俺は偽装部の唯ゆい一いつの男子だから疑いたくなる気持ちもわかるけど俺じゃねーよ！」

「じゃあ誰がこんな物を……？」

　首を傾かしげる美雪。そこで一人の人物が静かに手を挙げた。愛香だ。

「私から悠人への誕生日プレゼント」

「犯人お前かよ!?　いらねえよこんなもん!!　そもそも俺の誕生日は三か月以上も先だっつーの！」

「悠人がカードゲームの対戦相手に困っているようだったから持ってきてあげた。これでその問題は解決したも同然」

「人形とデュエルしろと!?　それじゃ一人でやってるのと変わんないだろーが！　いいから持って帰れ！」

「悠人の為を思ってやったのに、酷ひどい。シクシク」

　愛香が両手で顔を覆おおう。当然泣き真似まねである。

「愛香ちゃん、これ悠人くんの為に買ってあげたの？　結構高そうだけど……」

　美雪の質問に、愛香は首を横に振ふる。

「この間のトランプで手に入れた町内会の福引き券を使ってみたら二等が当たって、それがこの巨きよ大だいフィギュアだった」

「えっ！　アタシが景品に出した福引き券で当たったの!?」

「そう。でもハッキリ言ってこれはいらない。一等の最新型パソコンを狙ねらっていたのに、残念」

　要するに処分に困ったから俺に押しつけたってことかよ。つーかこんな物を二等の景品にする町内会って一体……。

「それじゃ里奈に返してやったらどうだ。福引き券の元々の持ち主は里奈なんだし」

「アタシだっていらないわよこんなの！　どうせ悠人は彼女もいないんだしちょうどいいじゃない」

「フィギュアを彼女にするほど追い詰つめられとらんわ！　それに彼女くらい俺にだって──」

「え？」

　その時、まるでリモコンの停止ボタンを押されたかのように、里奈の動きがピタリと止まった。

「……彼女、いるの？」

「は？」

「彼女いるの!?　いないの!?　どーなのよ!!」

「うおっ、ちょっ、やめろ！」

　里奈が俺の両りよう肩かたを摑つかんで前後左右に大きく揺ゆらしてくる。

「急にどうしたんだよ!?」

「いいから答えて！　彼女いるの!?」

「い、いないって！　今のは『彼女くらい俺にだっていつか必ずできる』って言おうとしたんだよ！」

　すると里奈はパッと俺の肩かたから手を離はなした。

「そ、そう？　ならいいけど……」

　ったく何なんだよ。あー目が回る……。

「ふふっ。里奈ちゃん可愛かわいいね」

「なんとまあわかり易やすい」

「な、何よ二人とも！　そんなニヤニヤした顔でこっち見ないで！」

　もしかして里奈の奴やつ、俺に彼女がいるかもしれないと思って焦あせったのか？　そして焦るということはつまり──いや、それはないか。俺はもう里奈にフラれてるんだ。変な期待をするのはよそう。

　結局フィギュアをどうするかは保留となり、俺達はそれぞれの椅子に腰こしを下ろした。

「それじゃ偽ぎ装そう部の活動を始めるわよ！　まずは昨日の続きから！　どうすればアタシは今よりリア充っぽくなれるのか、皆みんなで考えてほしいの！」

「うーん……」

「リア充……」

「そう言われてもなあ……」

「ちょ、ちょっと！　真ま面じ目めに考えてくれてる!?　皆が自分の偽装で大変なのは十分承知してるけど、こういう時こそ皆の知ち恵えを貸してほしいのよ！」

　必死に俺達に訴うつたえる里奈。自分の弱味がバラされるかどうかが懸かかってるのだから無理もない。そりゃ里奈の気持ちはわかるし、俺だって里奈の力になりたい。だけどやはりリア充経験のない俺にとってリア充というのはピンとこない。泳いだこともないのに泳ぎ方を教えてほしいと言われてるようなものだ。

「思ったんだけど、どうすれば今よりリア充っぽくなれるかを考えるより、どうすればプリンの正体を暴あばけるかを考えた方がいいんじゃないか？　プリンさえ捕つかまえることができれば俺達が偽装する必要もなくなるわけだし」

「それはそうだけどプリンの手て掛がかりが何もないんだからしょうがないじゃない！　プリンの正体を暴く方法は今まで散々考えてきたけど何も出なかったでしょ!?」

「うっ。それはそうだけど……」

「だから今はアタシの偽装の方が優先！　ねえお願い、皆何か良い案出して！　どうすればリア充っぽくなれると思う!?」

「うーん……」

　それからいくつか案は出たものの、どれもしっくりこないものばかりだった。

「とりあえず、トランプでもしながら考えないか？」

「……そうね」

　結局いつものようにポーカーや大だい富ふ豪ごうで時間を潰つぶす俺達。なんか最近トランプをやる為だけに集まってるような気がする。本当にこんな調子で今の高校生活から抜ぬけ出せるのだろうかと不安になってしまう。

「ん？」

　トランプを始めて十分が経たった頃ころ。部室のドアを二回ほどノックする音がした。

「誰だれかしら？」

「偽装部への入部希望者だと予想」

「んなわけあるか。俺が出るよ」

　愛香にツッコミを入れつつ、俺は席を立った。前にも話した通り、この部活は表向き将しよう棋ぎ部として活動しているので俺達以外の生徒は誰も偽装部の名前すら知らない。有り得るとしたら将棋部の入部希望だが……。

「えっ!?」

　俺はドアを開けると思わず声を上げてしまった。そこに立っていたのはなんと、この学校の現生徒会長、日ひ空そら恵めぐ美み先せん輩ぱいだったのである。

「活動中失礼。少しお邪じや魔まさせてもらう」

　思わず聞き惚ほれてしまいそうになる凛りんとした声。まだ就任して間もないとは言え、既に生徒会長オーラがビンビン出ている。

「あらあら。生徒会長様がこんな所に一体何の御ご用ようでしょうか？」

　里奈が頰ほおをピクピクと引きつらせ、日空先輩を睨にらみつける。実を言うと里奈はあることが原因で日空先輩に個人的な恨うらみを抱いだいている。そう、あれは高校に入学してすぐ、まだ俺達が偽装していなかった頃のこと──




「悠人！　アタシ生徒会長に立候補しようと思うの！」

　午前の授業が終わった直後、里奈が突とつ然ぜんこんなことを言ってきた。

「今なんと？」

「だーかーら！　生徒会長に立候補するの！」

「……なんで？」

「なんとなく！」

　なんという素す晴ばらしい動機だ。他ほかの立候補者は良い迷めい惑わくだろうな。ちなみに生徒会選挙というのは通常秋頃ごろに行われるものだが、新しい生徒会長が急病のため辞職し、急きゆう遽きよこの四月に行われることになったらしい。

「あのなあ、生徒会長って普ふ通つう一年生がやるものじゃないだろ。一応立候補はできるだろうけど、入学したての一年生に票が集まるとは思えんぞ」

　まあ里奈の場合は容姿のアドバンテージはありそうだけど、それを加味しても厳しいことに変わりはないだろう。

「だからこそやり甲が斐いがあるというものよ！　一年生であるこのアタシが生徒会長になったらきっとこの学校の歴史に大きく名が刻まれるに違ちがいないわ！」

「ふーん……」

　正直どうでもいい。俺には関係のない話だしな。

「それじゃ早さつ速そく選挙活動を始めるわよ！　もちろん悠人にも手伝ってもらうから！」

「はあ!?　なんで俺まで!?　しかも今から!?」

「当たり前でしょ？　選挙は一週間後、時間はいくらあっても足りないんだから！　ほら行くわよ！」

「ちょっ、昼ご飯くらい食わせろよ！」

　こうして俺は一週間、里奈の選挙活動を手伝わされる羽目になった。

　そしていよいよ生徒会選挙当日。全校生徒およそ五百人が体育館に集まり、これから立候補者による所信表明演説が行われる。自分が役員になった時何をしたいか、どういうことをするのかを発表する場だ。この演説が得票数を大きく左右すると言ってもいい。立候補者は五名、当然ながら里奈以外は全員三年生である。

　司会者による選挙の説明や立候補者の簡単な紹しよう介かいなどを経た後、演説がスタート。一番手は生徒会長最有力候補の日空先輩。彼女はマイクの前に立つと、流りゆう暢ちような口調で自分の意志を生徒らに伝えていく。人の上に立つことに慣れているのか、緊きん張ちようしてる様子は微み塵じんもない。

「やっぱ選ばれた人間は違うな」

「説得力もすごくあったよね」

「他の候補者はやりづらいだろうなー」

　日空先輩の演説が終わると同時に、生徒らの間でこんな声が聞こえてきた。この時点で日空先輩の当選はほぼ確定したと言ってもいいだろう。

　続く三人の立候補者もそれぞれの演説を終え、最後に里奈の名前が呼ばれた。里奈はマイクの前に立ち、生徒らに向かって一礼する。

「へー、一年生なんて珍めずらしいな」

「応おう援えんしたくなるよね」

「しかもめっちゃ可愛い……」

　一年生の立候補者というインパクトも相まって、第一印象はなかなかのもの。不本意とはいえ俺も手伝ったんだし、里奈には頑がん張ばってもらいたいところだ。

「一年Ｅ組の春はる色いろ里奈です。入学したばかりの一年生に生徒会長が務まるのか、と思う人は多いと思いますが、そんなことはありません。やる気は誰にも負けない自信があります。日本の政治家を見てください、年ねん齢れいが上の人ほど優すぐれているというわけではないですよね。生徒会にも同じことが言えると思います。もし私が生徒会長に当選したら、校内に文ぶん房ぼう具ぐ専用の売店を設置する他──」

　日空先輩にも負けず劣おとらずのハキハキとした口調で演説する里奈。生徒全員がシンと静まり返って里奈の声に耳を傾かたむけている。

「これで演説を終わります。ご静せい聴ちようありがとうございました！」

　同時に体育館内が盛大な拍はく手しゆに包まれる。これはジャイアントキリングに期待してもいいかもしれない。俺がそう思っていた矢先──

「ではこれより皆みな様さまにとっておきのダジャレを披ひ露ろうしたいと思います！」

　生徒達の間から「え？」の声。この後体育館内の空気がどうなったのか、それは説明するまでもないだろう。

　その後の投票で、日空先輩が２２３票を獲かく得とくして生徒会長に当選した。ちなみに里奈は僅わずか５票。当然の結果だな……。




　里奈が日空先輩に恨みを抱くようになった理由は以上。要はただの逆さか恨うらみである。

「もしかして落選したアタシを笑いに来たんですか？」

　さらに日空先輩に突つっかかる里奈。日空先輩は里奈の方に目をやると、眉まゆを少しばかり上に動かした。

「おお。どこかで見た顔だと思ったら、選挙の時に随ずい分ぶんと面おも白しろい芸を披露してくれた一年生じゃないか」

「面白い芸って何ですか！　アタシは本気だったんです！」

　普通の人は本気でダジャレを言ったりはしない。

「はは、それは悪かった。えーっと、確か名前は……」

「春色里奈です！」

「そうそう、春色だ。選挙の結果は残念だったな」

　これが嫌いや味みに聞こえたのか、里奈の額にピキピキと青筋が生じる。

「うるさいですよ！　終わったことをいちいち蒸むし返さないでください！」

「ん、すまん。そんなつもりはなかったんだが」

「そんなことより質問に答えてください。ここに一体何の用ですか？」

「私は今、生徒会長として部室を一つずつ見て回っている。ちゃんと部の活動を行っているかどうかをチェックしているんだ」

「ふーん。早速職権乱用というわけですか。いいですねー生徒会長は。ところで全校生徒の頂点に立った気分はどうですか？　やっぱり快感ですか？」

　偽装のことでストレスが溜たまっているせいもあってか、里奈の態度がどんどんエスカレートしている。生徒会長がどうとかいう以前に三年生相手にその態度は失礼すぎる。

「どうした、さっきからやけに苛いら立だっているようだが。私に何か恨みでもあるのか？」

「当たり前じゃないですか！　アナタがいなければ今いま頃ごろはアタシが生徒会長になってたんですから恨むのは当然です！」

　それは一〇〇パーセントないと断言しよう。

「里奈、落ち着いて」

「そうだよ里奈ちゃん、相手は三年生だよ？」

　さすがにまずいと思ったのか、愛香と美雪が里奈を宥なだめに入る。ひとまず大人しくなったものの、相変わらず里奈は番犬のような鋭するどい目つきで日空先輩を睨んでいた。まあ、それはそれとして。

（みんな、偽ぎ装そうすること忘れてないか？）

　俺の言葉にハッとする三人。プリンからの指示は他の生徒達の前で偽装をすること。それは日空先輩が相手でも例外ではない。プリンがいつどこで俺達を監かん視ししてるかわからない以上、この指示に従わないのは些いささか危険が伴ともなう。

「アタシを蹴け落おとした罪は重いわよ！　百人いるアタシの彼氏と二百人いるアタシの友達が黙だまっちゃいないんだから！」

「落ち着け里奈コラァ！　その口閉じねえとジャムパンするぞコラァ！」

「に、忍耐力の欠如は、時として人間の思考に多大な影響を与えてしまうのである……（『シャーロック・ホームズの泉』より引用）」

　とは言えいきなりキャラを変えるのは不自然でしかないな……。ちなみに後から聞いたがジャムパンとは小石を口に詰つめ込んで上から殴なぐるという意味らしい。怖ろしい不良用語もあったものだ。

「「「…………」」」

　すると三人がジッと俺を見ていることに気づいた。あれ、これ俺もやる流れ？

「日空先輩、デュエルです！　俺が勝ったら里奈の無礼は許してやってください！」

　俺はデュエルディスクを装着して日空先輩の前に立った。どうだこれで満足か！

「うわ、何言ってんの悠人……」

「それはない」

「悠人くん空気読んで！」

　なんで俺だけこんなに冷たいんだ!?

「……急にどうしたんだ君達？」

「すみません、今のは忘れてください」

　結果としてただ日空先輩を困こん惑わくさせるだけになってしまった。まあさすがにプリンも部室の中までは監視してないだろうし、ここでなら偽装はしなくても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「……それでは話を戻もどすが、ここは将しよう棋ぎ部ということでいいんだよな？」

「あ、はい」

　俺が代表として返事をする。

「見たところ将しよう棋ぎ盤ばんどころか駒こまの一つも見当たらないが、本当に君達は将棋部としての活動はしているのか？」

「うっ！　そ、それは……」

　この部室を使うことになった時にそういった物は全部撤てつ去きよしてしまった。こういう時のことを想定して机の上に将棋盤を置いたり棚たなに将棋の本を飾かざったり、いかにも将棋部っぽくカモフラージュしておくべきだった。

「将棋部としての活動はしてない、ということでいいな？」

「……はい」

　ごまかすこともできそうにないので、俺は正直に頷うなずいた。

「部活動である以上は部費も出ているんだ。まともに活動していない部の存続を認めるわけにはいかない」

「え？　それって……」

「そうだ。今月末をもってこの部は廃はい部ぶとする」

「廃部!?」

　まずい。まずいぞこれは。廃部ってことは「偽装部が廃部になる」[image: →]「プリンの二つ目の指示に従わないことになる」[image: →]「俺達の弱よわ味みがバラされる」という最悪の式が成り立ってしまうではないか！

「ちょっとなに勝手なこと言ってるんですか!!」

　我が慢まんできなくなったのか、再び里奈が叫さけんだ。

「いきなり廃部とかまったく意味がわからないんですけど！　一体何の権限があってそんなことを命じてるんですか！」

「生徒会長には部活の新設及および解散させる権限が与あたえられてる。生徒手帳にも記き載さいされてあるから読んでおくとよい」

「ぐっ……！　ちょっと生徒会長になったからって調子に乗りすぎじゃないですか!?　確か選挙の時は１００票くらいしか集まってませんでしたよね!?」

「２２３票だ」

「ぐぐっ……！　ふ、ふん。２２３票ってことは全校生徒の過半数以下じゃないですか！　ということはつまりアナタは半分以上の生徒に嫌きらわれてるってことですよ！」

「その理り屈くつなら君は五人を除く生徒全員に嫌われてるということになるな」

「ぐぐぐっ……！　う……うわあああああああああん！」

　ついに耐たえきれなくなった里奈は俺の胸に飛びついて泣き始めた。里奈はこう見えて精神攻こう撃げきに意外と弱かったりする。

「まあそういうことだ。今月末をもってこの部は廃部とする。それまでに部室の片づけを済ませておくといい」

　そう言い残し、日空先せん輩ぱいは部室から立ち去っていった。




「あーもーホントむかつくわ!!」

　ようやく泣きやんだかと思えば、今度は頭を抱かかえて喚わめき始める里奈。

「アタシから生徒会長の座を奪うばっただけじゃ飽あき足らず、今度は部活を廃部にしようだなんて絶対に許せないわあの女!!」

　生徒会長うんぬんは里奈の完全な私し怨えんだからスルーするとして、偽装部が廃部になるのは非常にまずい。そうなったらプリンによって俺達の弱味が全校生徒に公開されることになってしまう。それだけは絶対に避さけなければ。

「そうだ！　アタシに良い考えがあるわ！」

　しばらくして里奈が勢いよく椅い子すから立ち上がった。

「良い考えって、どんな？」

「フッフッフ。聞いて驚おどろきなさい悠人。我が偽装部の廃部を免まぬかれる為ためには、ズバリ！」

　里奈が明後日あさつての方向を指差す。そしてこう言った。

「あの女の弱味を握にぎることよ！」

「……は？」

　キョトンとする俺達。

「どういう意味だよ、それ」

「どういう意味ってそのままの意味よ。弱味を握って廃部を取り消すよう無む理り矢や理り言う事を聞かせればいいってこと！」

「……つまり俺達が今プリンにされているようなことを、そのまま日空先輩にしてやろうってことか？」

「そういうことになるわね。弱味を握られることの辛つらさは皆みんなも嫌いやというほど味わってるでしょ？」

　俺達は大きく頷いた。

「だからこそあの女にもアタシ達と同じ思い、いやそれ以上の苦しみを味わってもらおうってわけよ。どうこの素す晴ばらしいアイデア！」

　そこそこある胸を自信満々に張る里奈。要するにタダのパクリじゃないか。

「なんか色々と間ま違ちがってないか？　そんなことしたら俺達はプリンと同レベルになると思うんだけど」

「そんなことないわよ。プリンはただアタシ達を弄もてあそんでるだけ。一方アタシ達は居場所を守るっていう至し極ごく真っ当な目的があるじゃない」

「うーん、そうだとしてもやめた方がいいと思うぞ、そういうやり方は……」

「じゃあ悠人は何か廃部を逃のがれる為の良いアイデアでもあるの？」

「それは……ないけど」

「でしょ？　今は手段を選んでる場合じゃないの。というわけでまずはあの女の弱味を握ることから始めるわよ！　フフフ、見てなさい。このアタシをコケにしたことを後こう悔かいさせてやるんだから！」

　メラメラとやる気を見せる里奈。これ絶対里奈の個人的な憎ぞう悪おも入ってるよな。日空先輩が気の毒でしょうがない。




　　☆




　というわけで翌日の放課後、生徒会長の弱味を握ろう大作戦（里奈命名）がスタートした。現在俺達は個別に学校中を歩き回り、情報収集に勤いそしんでいる。一番手っ取り早い方法は聞き込みという結論を出した俺は、とりあえず三年生の階まで行って聞き込みを始めることにした。よし、まずはあの優やさしそうな先輩に聞いてみよう。

「さあ、俺とデュエルだ。俺が勝ったら生徒会長に関して貴女あなたの知っていることをすべて話してもらう！」

「え、なにこの人……」

　まさにゴミを見るような視線を向けられ、その人は早足で離はなれていった。

　ガクリと頭を垂れる俺。まあ、こうなることはある程度予想できていた。この偽装という名の枷かせは聞き込みとあまりにも相あい性しようが悪すぎる。きっと他ほかの皆も苦労していることだろう。そもそもあの日空先輩に弱味なんて存在するのか……？

　早々に聞き込みを諦あきらめてトボトボと歩いていると、いつの間にか俺は生徒会室の前まで来ていた。そうだ、生徒会長ならこの時間に生徒会室にいる可能性は十分ある。とは言え生徒会室というだけあって中は覗のぞけない仕様になってるし、いたところで俺にはどうしようもない。もうすぐ下校時刻だし今日はもう諦めるか……。

「！」

　とその時、生徒会室のドアが開いた。俺は反射的に廊ろう下かの柱の陰かげに隠かくれる。中から出てきたのは日空先輩だった。どうやら俺の存在には気づいていないようだ。

　日空先輩はドアの鍵かぎを閉め、階段の方へと歩いていく。この時間まで一人で生徒会室に残ってたのか。生徒会長だし何かと仕事が多いんだろう。

　そして日空先輩は階段を上っていく。ってあれ、帰るんじゃないのか？　それにこの階の上って屋上だよな。こんな時間に屋上に一体何の用だろう。

「……怪あやしい」

　俺は少し時間を置いて、屋上までの階段を上っていく。俺の勘かんが正しければ、きっと魔ま法ほう少女のコスプレとか宇宙人との交信を試みたりとか、人には見られたくないようなことを屋上でやってるに違ちがいない。罪悪感はあるが、それで日空先輩の弱味を握ることができれば……!!

「……ん？」

　階段を上っている途と中ちゆう、上の方から一つの声が聞こえてきて、俺は足を止めた。思わず聞き惚ほれてしまいそうになる、心の奥底まで響ひびくような凛りんとした声だ。

　屋上の扉とびらを開ける。案の定そこには日空先輩がいた。何やら白い本を手に持ち、夕日に向かって声を発している。一体何をやってるんだ……？

「ん……？　おおっ!?」

　俺の気配を感じたのか、日空先輩がこちらに顔を向けた。そして驚いた顔で持っていた冊子をコンクリートの床ゆかに落とした。

「す、すみません、驚かせてしまいましたか？」

「ああ、ビックリしたぞ。まさか見ている生徒がいたとは。恥はずかしいところを見られてしまったな」

　照れ笑いを浮うかべる日空先輩。彼女のような人でもこんな顔するんだな。なんだか少し得した気分だ。

「そういえば君の顔、つい最近どこかで見たような……ああ思い出した。昨日私にカードゲーム勝負を挑いどんできた男子生徒か」

　なんか変な覚え方されてる！

「えっと、それはそうと、日空先輩はこんな所で何をしてたんですか？」

「……演劇の練習だよ」

「演劇、ですか？」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、そう言われて納なつ得とくした。さっき日空先輩が持っていた白い本は演劇の台本だったんだな。

「もしかして文化祭でやる演劇ですか？　あ、でもこの学校の文化祭は秋にやるって聞いたような……」

「いいや、学校行事の為じゃない。これは私が一人でやっていることだ」

「一人で？　何の為に？」

「……そうだな。別に隠すことでもないから教えよう。私が演劇の練習をしているのはズバリ、演劇部に入ろうと考えているからだ」

「え、演劇部ですか!?」

「そうだ。変か？」

「いえ、変ではないですけど……ってあれ？　そういえばこの学校って演劇部ありましたっけ？」

　確か部活動紹しよう介かいの時も演劇部の名前はなかったはずだ。

「そう、今この学校に演劇部はない。だから近々私の手で演劇部を創設するつもりだ」

「な、なるほど……」

　生徒会長をやりながら演劇部ってかなり大変そうだが、この人なら平然とこなせそうな気がする。俺には絶対に無理だな。

「でもどうして今になって演劇部をやろうと思ったんですか？　日空先輩って三年生ですよね？」

「時期は関係ない。やりたいと思ったからやる、それだけだ」

「おお……」

　なんとも男らしい発言だ。男じゃないけど。

「ところで君は屋上に何をしに来たんだ？」

「……あっ」

　そう言われて俺は思い出した。そうだ、俺は日空先輩の弱よわ味みを握る為にここに来たんだった。でも今の話を聞いた後だと、そんなことをやろうとした自分がなんとも愚おろかに思えてくる。誰だれだよ魔法少女のコスプレだの宇宙人との交信だのほざいてた奴やつは。しかしだからと言って偽ぎ装そう部を廃はい部ぶにされるわけにはいかないし……。

「どうした、急に黙だまり込んで」

「いえ、あの……。俺達の部活を廃部にしないでくださいお願いします！」

　深く頭を下げる俺。結局ただお願いすることしかできなかった。

「なるほど、やはりその件か。だが私の答えは変わらない。生徒会長として、まともに活動していない部の存続を認めるわけにはいかないんだ」

「そこをなんとか！　廃部になったら大変なことになるんです！」

「大変なこととは何だ？」

「うっ。それは……」

　偽装部が廃部になったらプリンによって俺達の弱味がバラされてしまう、なんてことは言えるわけがない。一体どうすればいい……!?

「とにかくお願いします！　俺でよければなんでもしますから！」

　すると日空先せん輩ぱいの眉まゆがピクリと動いた。

「なんでもする、か。その言葉に二言はないな？」

「え？　はい……」

　日空先輩の口角が僅わずかに上がる。

「ならばこうしよう。今から君達に一つの〝課題〟を与あたえる。その課題をクリアすることができたなら、廃部は撤てつ回かいしてあげよう」

「本当ですか!?　それでその課題って……？」

「ああ。少し待ってくれ」

　日空先輩は携けい帯たいを取り出すと、何やら画面の操作を始めた。

　課題、か。おそらく厳しい試練になるだろうけど、偽装部の廃部を取り消してもらえるのならなんだってやってやる。

「待たせたな。これを見てほしい」

　日空先輩が携帯の画面を見せた。それは隣となりの市の地図だった。

「この場所に私の姉が働いている〝ハッピートイ〟というオモチャ屋がある。君達には一週間の間、そこでアルバイトをしてもらおうと思う」

「バイト……それが課題ですか？」

「ああ。最近どうも人員が不足してるらしくてな。私からの推すい薦せんということで面接その他は省いてもらうから、早さつ速そく明日から始めてほしい。そして一週間何事もなく働き続けることができたなら、お望み通り偽装部の廃部を取り消そう」

「あ、ありがとうございます！」

　とんでもない課題を与えられるのではないかとヒヤヒヤしたが、思ったより簡単な課題で安心した。一週間バイトをするだけで偽装部の廃部が取り消されるのなら喜んで引き受けよう。

「だけどバイトと言ってもお金を貰もらえたりはしないですよね？」

「いや、タダ働きをさせるつもりはない。働いた分の給料はちゃんと出るし、そのお金を何に使うかは君達の自由だ」

　なんと、バイト代まで出るらしい。偽装部の廃部を阻そ止しできる上に小こ遣づかい稼かせぎもできるなんて、まさに一石二鳥じゃないか。

「おや、なんだか拍ひよう子し抜ぬけしたような顔だな」

「あ、いえ、そんなことは……。だけど厳しい課題を想像していたので、少しホッとしたのは事実です」

「ふふっ、そうか。一つ忠告しておくが、一ひと筋すじ縄なわではいかないアルバイトだから覚かく悟ごしておくように」

「えっ、どういうことですか？　オモチャ屋って普ふ通つうのオモチャ屋ですよね？」

「どうだろうな。ま、それは行ってみたらわかるだろう」

　意味深に微笑ほほえむ日空先輩。なんとも引っ掛かかる言い方だが、廃部を阻止するにはそれしか方法はないのだからやるしかない。

「おっと、もうこんな時間か。下校時刻も過ぎたし、私はそろそろ帰るとしよう。それでは明日から宜よろしく頼たのむ」

「あ、はい」

　日空先輩は屋上から去っていった。最初はどうなることかと思ったが、なんとか偽装部の廃部は阻止できそうだ。俺は一息つくと、先さき程ほどからずっとポケットの中で震ふるえ続けている携帯を取り出し画面を見た。ああ、やっぱり里奈か。

『悠人!!　今どこで何してるの!?　もう百時間くらい待ってるんだけど！』

　通話ボタンを押すと同時に、里奈のけたたましい声が響いてきた。

「悪い悪い。さっき話が終わったところだ。今からそっちに戻もどるよ」

『どうだった!?　廃部は阻止できた!?　こんだけ待たせておいて何の成果もなかったら足の小指をタンスの角にぶつけてもらうわよ！』

「想像するだけで痛いな……それについては部室に戻ってから話すよ」

　里奈との通話を切る。さて、早いとこ部室に──

「ん？」

　俺は日空先輩の台本が目の前に落ちていることに気づいた。あの時驚おどろいた拍ひよう子しに台本を落として、そのまま拾わずに帰ってしまったらしい。日空先輩も案外抜ぬけてるところがあるんだな。

　俺はその台本を手に取る。さて、どうしたものか。今から走って日空先輩に届けてもいいが、これ以上皆みんなを待たせたら里奈がブチ切れそうだしなあ。この台本は明日学校で届けることにするか。俺はそう決めて、早足で部室へと向かった。







　第四章　バイトでコスプレ!?







　翌日。学校が終わると、そのまま俺達四人はバスを使って隣の市までやってきた。今いるバス停から南西方向に少し歩けば、例の〝ハッピートイ〟というオモチャ屋があるらしい。

「まったく勝手にバイトとか決めて……。そういうのはまずアタシ達に相談してからにしなさいよ！　何か用事とかあったらどうすんのよ！」

「だから悪かったって何度も言ってるだろ。それにどうせ用事なんて何もないだろ？」

「うっ……」

「でも一週間バイトをするだけで廃部を取り消してくれるのなら、やるしかないよね」

「美み雪ゆきの言う通り」

「ま、まあ、ちゃんと成果をあげてきたことは褒ほめてあげるわ！　約束通りご褒ほう美びとして後で〝うまい棒〟を買ってあげる！」

「俺の成果安すぎないか!?」

「そういえばこれからバイトするお店って、日ひ空そら先輩のお姉さんが働いてるんだよね。どんな人なんだろ？」

「そりゃあの日空先輩の姉上様だからな。きっとすごく厳しい人だと思うぞ」

「や、やっぱりそうなのかな……」

「ほんの少しでもミスをしたら長時間正座をさせたり、作業が遅おそかったら鞭むちで背中を叩たたいたりする鬼おに教官だと予想する」

「それはさすがにないとは思いたい……」

　だが日空先輩の「一筋縄ではいかない」発言が妙みように気になる。それが自分の姉のことを指していたのだとしたら、愛あい香かの言うような鬼教官って可能性もなくはない。

「ふん！　ただ一つ言えるのはあの女の姉なわけだから、ロクでもない人間ってことね！」

「まだ根に持ってんのか……。お、ここみたいだな」

　色々と喋しやべっている内に俺達は〝ハッピートイ〟に到とう着ちやくした。それなりに大きな店であり、クリスマスのイルミネーションのような装そう飾しよくが建物のあちこちに施ほどこされている。ここで一週間バイトをするわけか。

「な、なんだか緊きん張ちようしてきた……」

　隣では美雪が小刻みに震えていた。俺もバイトは初めての経験なので多少なりとも緊張している。それはおそらく里り奈なや愛香も同じだろう。

「！」

　すると店のドアが開き、そこから一人の背の高い女性が出てきた。長い黒くろ髪かみに、大和やまと撫子なでしこを彷ほう彿ふつとさせる顔立ち。ハッキリ言ってかなりの美人さんである。服装からしてこの店の従業員だろう。

「……あら、もしかして今日からのバイトの子達かしら？」

「えっと、はい」

　俺が代表で返事をすると、彼女は嬉うれしそうに両手を合わせた。

「まあまあ、よく来てくれたわね。うん、恵めぐ美みが紹しよう介かいしてくれただけあって、みんな真ま面じ目めで良い子そうね」

　癒いやし効果全開の笑え顔がおを浮うかべる彼女。なんか見ているこっちまで笑顔になってしまいそうに──ん？　ちょっと待て、この人今「恵美が紹介してくれた」って言ったよな。恵美って確か日空先輩の下の名前だったはず……。

「あの、もしかして日空先輩のお姉さんですか？」

「そうよ。日空恵美の姉、日空幸さち恵えです。幸恵って呼んでね」
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「ええー!?」

　俺を含ふくめた全員が驚いた。この人が日空先輩のお姉さん!?

「店長は怪け我がで療りよう養よう中だから、今は私が店長の代理をしています。皆よろしくね」

「あ、いえ。こちらこそ……」

　なんか想像してたのと全然違ちがう。いやしかしそう言われてみると、目の辺りとかどことなく日空先輩に似ているような気がする。そんなことを思っていると、幸恵さんは「あら？」と首を傾かしげた。

「おかしいわねえ。恵美からはバイトの子は五人って聞いてたんだけど……」

「五人、ですか？」

「ええ。あと一人はお休みかしら？」

「いえ、最初から四人のはずですけど……」

　知っての通り、偽ぎ装そう部の部員は里奈、愛香、美雪、俺の四人だけだ。日空先輩の伝達ミスだろうか。

「もしかして部室に置いてあったフィギュアを部員と勘かん違ちがいしたんじゃないかな？」

「ああ、あれか……」

　美雪の言葉に俺は納なつ得とくした。愛香が部室に持ち込んだ巨きよ大だい美少女フィギュアを五人目にカウントしちゃったのだろうか。日空先せん輩ぱいが部室に来たのはあの一回だけだし、最近のフィギュアはよくできてるから人間と見み間ま違ちがえても不思議じゃないかもしれない。それより早いとこ愛香に持って帰らせなければ……。

「まあいいわ、四人もいれば十分だから。それじゃスタッフルームに案内するから、私についてきて」

「あ、はい」

　俺達は幸恵さんに続いて店の中に入る。店内も至って普通のオモチャ屋である。

「よかったあ、とっても優やさしそうな人で。愛香ちゃんがあんなこと言うからビクビクしてたよ……」

「本当よね。まったく誰だれよ、ロクでもない人間とか言ってたのは！」

「お前だお前！」

　でもこうなると日空先輩の「一筋縄ではいかない」発言がますます謎なぞだ。自分の姉のことを指しているものではないとすれば、何について言ったんだろうか。実は日空先輩のハッタリでしたというオチが一番だけども。

「おおっ……」

　スタッフルームへとやってくると、思わず俺は声を洩もらした。そこには五百を超こえるであろう様々なコスプレ用の衣装が飾かざってあったのである。最近のオモチャ屋はこんな物まで売ってるのか。おそらくこのスタッフルームは在庫置き場も兼かねているのだろう。

「それじゃ皆には早さつ速そく着き替がえてもらうわね」

「あ、はい。それで従業員用の制服はどこにあるんですか？」

　俺の質問に、幸恵さんは不思議そうに首を傾げた。

「どこって、目の前にあるでしょう？」

「……え？」

　俺達は改めてそのコスプレ衣装の方に目をやった。

「まさかとは思いますが、これが制服だったりしませんよね？」

「え？　その通りだけど……」

「えええええええ─────!?」

　絶ぜつ叫きようする俺達。これが制服だって!?　噓うそだろ!?

「ウチの店では午後五時から〝コスプレタイム〟というのを実じつ施ししていて、従業員は全員アニメのキャラクターのコスプレをすることになってるの。恵美から事前に聞いてると思ってたけど……」

「ちょっ、聞いてないわよそんなの！　一体どういうことなの悠ゆう人と!?」

「俺だって初耳だよ！　日空先輩はそんなこと一言も──あっ!?」

　その時俺の脳のう裏りに日空先輩の言葉がよぎった。もしかして一ひと筋すじ縄なわではいかないってこのことだったのか!?

「こ、こんなのを着ながら働かないといけないなんて……」

　美雪の顔が真っ青になっている。人生初のバイトってだけで落ち着かないのに、その上コスプレまでしないといけないなんてハードルが高すぎる。だけど今いま更さらやめるなんて言えないし、やめたら偽装部は廃はい部ぶだ。

「最近はどこのお店も不景気だからねー。こんなことでもしないとお客さんが入ってこないのよ。これを取り入れてからお客さんは増えたんだけど、何故なぜか従業員は減っちゃったのよね。どうしてかしら？」

　間ま違ちがいなくコスプレが嫌いやで逃にげ出したんだろう。

「色々と不安もあるだろうけど、みんな若いからすぐに慣れると思うわ。それじゃ自分の着たい衣装を選んだら隣となりにある更こう衣い室で着替えてきてね。男の子は左の部屋、女の子は右の部屋だから」

　そう言って幸恵さんはスタッフルームを出た。しばらく俺達はその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「ねえ悠人、どうする？」

「どうするって、やるしかないだろ。やらなかったら俺達は終わりだぞ」

「そうよね……はあ」

　全員暗い表情でコスプレ衣装と向き合う。自分の着たい衣装と言われても、これだけ数が多いと一体どれを着ればいいのかわからなくなってしまう。

「私から一つ提案がある」

　皆みなが衣装選びに苦戦していると、愛香が言った。

「なんだ愛香？」

「この際だから、私達が普ふ段だん学校でやっている偽装をここでもやるというのはどう？」

「えっ!?」

　愛香の発案に里奈と美雪が驚おどろいた顔をする。

「そうすれば自分が着るべき衣装も自おのずと決まるし、それに──」

「何言ってんの愛香!?　学校での偽装ですらウンザリしてるのに、どうしてこんな所でまで偽装しなくちゃいけないのよ！　まずやる必要性がないでしょ!?」

「そ、そうだよ愛香ちゃん。学校の外でくらい偽装のことは忘れたいよ……」

「悠人もそう思うでしょ!?」

「…………」

　俺はしばらく考える。そして。

「いや、俺も愛香の意見に賛成だ」

「はあ!?　悠人まで何言ってんのよ!?」

「よく考えてみろよ。最近は廃部を回かい避ひすることで頭がいっぱいだったけど、今以上の偽装をしないと俺達の弱よわ味みはバラされることになるんだぞ。だったらバイトの時間を利用して偽装に磨みがきをかけるというのは悪くない考えじゃないか？　偽装部を守っても弱味がバラされたんじゃ何の意味もないからな」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「それにここは学校とは違う。お客さんもほとんどは子供だろうし、相手が子供なら偽装も恥はずかしくないんじゃないか？」

「うーん、まあ……」

「愛香もそういうことを言おうとしたんだよな？」

　愛香はコクリと頷うなずいた。

「……そうよね。仕事という名目なら偽装も不自然じゃないだろうし、やってみてもいいかも」

「美雪はどうだ？」

「う、うーん、皆がやって私がやらないのは変だよね……。それにコスプレはどうせしなきゃいけないんだし……」

「決まりだな。それじゃ衣装を選ぼう」

　こうして俺達はそれぞれの偽装設定に合ったコスプレをすることにした。俺は決闘者デユエリストだから選ぶのは当然、カードゲームアニメの主人公だ。問題はそのキャラクターの衣装があるかどうかだけど……。

　お、あった。もしなかったらどうしようかと思っていたところだ。俺はその衣装を手に取り、別室の男子更衣室に移動した。

「……こんなもんかな」

　数十分後。意外と手間取った着替えを終えて、俺は鏡に映った自分と対面した。コスプレというのは生まれて初めての経験だけど、やっぱり恥ずかしいな。自分が自分じゃないみたいだ。

「あらあら、よく似合ってるわねえ」

　男子更衣室を出ると、そこにはさっきまでと同じ服装の幸恵さんが微笑ほほえみながら立っていた。

「……幸恵さんはコスプレしなくていいんですか？」

「私は発注業務などの裏方仕事が中心だから、店の中にはほとんど入らないのよ。だからコスプレをする必要はないの」

「な、なるほど……」

　なんかちょっとズルいなと思う俺であった。

「そうそう。女の子達はもう着替え終わったそうよ。今は更衣室の中で待ってるわ」

「あ、そうですか」

　結構早かったな、俺は割と時間かかったのに。三人いるから着替えも協力したりできるんだろうな。そんなことを思いながら、俺は女子更衣室のドアを開けた。

「みんなコスプレはどんな感じに…………え？」

　俺はその場で硬こう直ちよくした。そこには下着姿で絶賛着替え中の女子三人の姿があったのである。三人とも上下は同じ色であり、愛香は青、美雪は白、そして里奈はピンク──

「きゃああああああああああ─────!!」

「ご、ごめん!!」

　俺は慌あわてて更衣室を出た。どういうことだ!?　着替え終わったんじゃなかったのか!?

「ふふっ。まさに青春って感じねえ」

「幸恵さん!?　もしかしてワザと女子更衣室に入らせました!?」

「さあ、どうかしらね」

　妖よう艶えんな笑えみを見せる幸恵さん。ワザとだ……この顔は絶対ワザとだ！　つーかこの人本当にあの日空先輩のお姉さんなのか!?　性格が真逆すぎる！

「でも正直嬉うれしかったでしょう？」

「うっ!?　それは…………えっと…………その…………」

　まあ、俺も思春期の男子なわけで。密ひそかに幸恵さんに感謝している自分がいた。
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　それから待つこと数分、今度こそコスプレが完かん了りようした三人が更衣室から出てきた。じっと俺の顔を見ながら。

「……この変態」

「ほ、本当ごめん！　でも俺は悪くないぞ!?　あれは幸恵さんが着替え終わったとか言ったから──」

「人のせいにしてんじゃないわよ！　見たのは事実でしょ!?　そもそも部屋に入る前にはノックくらいするのが常識じゃないの!?」

「ごもっともです……」

　返す言葉もない。普ふ通つうなら俺もノックくらいするんだけど、実はまだ着替え中だったらいいなという俺の潜せん在ざい的な願望が無意識に行動に反映されてしまったのかもしれない。

「うう……恥ずかしくて死にそうだよ……」

「ご、ごめんな美雪。愛香も悪かった」

「まったくその通り。こっちにも心の準備というものがあるし、いきなり覗のぞかれるのは困る。見たいなら見たいと直接言ってほしかった」

「ちょっと愛香!?　アタシ達はそういうことを言いたいんじゃないのよ!?」

「ま、まあ、美雪と愛香はともかく、里奈とは小学生の頃ころまでは何度も風ふ呂ろに入ったりしてたわけだし、今更下着姿を見られたくらいじゃ別に──」

「小学生と高校生じゃ全然話が違ちがうでしょーが！」

「……だよな」

　どうやったら里奈をなだめられるかと悩なやんでいたところ、俺と里奈の間に幸恵さんが入り込んできた。

「まあまあ里奈さん、怒おこるのはもうそれくらいにしてあげたら？　悠人くんだってワザと覗いたわけじゃないんだし、あんまり責めると可哀かわい想そうよ？」

　なんか良い感じのことを言ってるけど元げん凶きようは貴方ですよね!?

「そ、そうね。不ふ可か抗こう力りよくだったのなら特別に許してあげないこともないわ」

「うん。悠人くんに悪気はなかったみたいだし……」

「私達は悠人になら下着姿までは許容できるから大だい丈じよう夫ぶ」

「私達って何!?　アタシと美雪まで含ふくめないでくれる!?」

「はは……」

　とりあえず許してくれるみたいだ。俺はホッと胸を撫なで下ろす。

　それから改めて俺は三人のコスプレ姿を見てみた。名めい探たん偵ていに偽ぎ装そうしている美雪は黄土色のインバネスコートを、不良に偽装している愛香は薄うす汚よごれた学ランを着ている。まさにそれぞれの偽装にピッタリの衣装だ。

「里奈は……王おう妃ひのコスプレ？　リア充じゆうのコスプレじゃないのか？」

「何言ってんのよ！　王妃は王の第一夫人でお金沢たく山さん持っててお手伝いさんも大勢いて人生の勝ち組、まさにリア充そのものでしょ！」

「……まあいいけど」

　それにしてもこの王妃の衣装、かなり色気があるな。なんかこう、男心にグッとくるものがあるというか……。

「どうしたの悠人？　なんかアタシの方ばかり見てるけど」

「えっ!?　そ、そんなことないぞ!?」

　慌てて里奈から目を逸そらす。思わず見とれてしまったなんて言えない。でも里奈の場合こういう目立つ衣装は躊躇ためらいそうな気がするけど、今は満まん更ざらでもなさそうな様子である。

「ん？」

　愛香が俺の肩かたをちょんちょんと突つついていた。そして俺の耳元に顔を近づけてくる。

「衣装選びの時『どの服が一番悠人をドキドキさせられるかな……』と里奈が呟つぶやいてるのが聞こえ──」

「わああああああああああ─────!!」

　光の速さで里奈が愛香の口を塞ふさいだ。

「あは、あはははは！　まったくこの子ったら何を言ってるのかしら！　アタシがそんなこと言うわけないじゃない！　信じちゃダメよ悠人！」

「あ、ああ。わかってるよ」

　いつもの愛香お得意の冗じよう談だんだろう。里奈もそんなに慌てることないだろうに。まあドキドキしたのは事実だけど。

「それじゃあ皆さん。もうすぐ時間なので店内の方に行きましょうか」

「あ、はい。ところで俺達は何をすればいいんですか？」

「店内に大きなキッズルームがあるから、そこで子供達と遊んでもらうつもりよ」

「えっ……そんなことでいいんですか？」

「ええ。働いてもらうのは一週間って約束だから、あれこれ業務を覚えさせてもしょうがないしね。皆みなバイトは初めてみたいだし、レジ打ちとかやらせてもできないでしょう？」

「それはそうですけど……本当に遊んでるだけでいいんですか？」

「ウチの店ではそれも立派なお仕事よ。子供達とのコミュニケーションも集客に欠かせない要素の一つだから。ただし子供達を泣かせるようなことは絶対しないこと。これだけは守ってね」

「……だそうだ里奈」

「なんでアタシに言うのよ!?」

「だってお前、子供相手に年とし甲が斐いもなくキレたりしそうだしなあ……」

「失礼ね！　アタシが子供大好きなの知ってるでしょ!?　そんな心配は無用よ！」

「……そういやそうだったな」

　意外かもしれないが里奈は大の子供好きだ。確か小学生の頃の文集にも「将来の夢は保育園の先生になることです！」と書いてあった気がする。

「それよりも愛香の心配をした方がいいと思うわよ」

「私の心配？　何故なぜ？」

「だって愛香の偽装って不良でしょ？　子供達が怖こわがって泣いちゃうんじゃない？」

　言われてみると確かにそうだ。すると愛香は少し考える様子を見せた後、何かを思いついたようにポンと手を打った。

「ならば『荒あれていた時期もあったけどある出来事をキッカケに野球を始めることになりチームメート達と充じゆう実じつした日々を送る内に自分のしていたことの愚おろかさに気づき更こう生せいしかけている不良』という設定にする。これなら多分怖がられない」

「なげえよ！」

　なんだそのいかにも野球漫まん画がにありそうなストーリーは。つーかそんな細かい設定が子供達に伝わるわけがない。本当に大丈夫か？

「そうそう、皆に重要なことを伝え忘れてたわ」

「重要なこと？」

「ええ。皆にはこれを見てほしいの」

　先さき程ほどまでより少し真しん剣けんな面おも持もちで、幸恵さんは一枚の写真を俺達に見せてきた。そこには見た目四十代くらいの太った男が写っていた。

「誰だれですかこれ？」

「最近この辺りに出しゆつ没ぼつしている万引き犯らしいの。既すでに何なん軒けんものお店が被ひ害がいに遭あったと聞いているわ」

「万引き犯ですか……」

　そう言われると確かに、いかにも怪あやしそうな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「悠人、自首するなら今の内」

「お前にはこれが俺に見えるのか!?　ええ!?」

「そんな、悠人くんが万引き犯だったなんて……」

「それは冗談で言ってるんだよな美雪」

　にしても万引き犯か。小売業にとっては最大の敵だろう。

「このお店に来る可能性はそんなに高くないと思うけど、一応注意してほしいの。万が一来店したら速すみやかに報告してね」

「……わかりました」

　まあ子供向けのお店にこんな怪しげな男が入ってきたら思いっきり目立つし、まず来ることはないだろう……などと高をくくってる時に限って来るんだよなこういうのって。なんにせよ里奈達が危険な目に遭うようなことは絶対にあってはならないし、十分気をつけなければ。




　キッズルームに入ると、純真無む垢くな目を輝かがやかせた子供達がワッと寄ってきた。俺達は幸恵さんに言われた通り、しばらく子供達とのじゃれ合いを楽しむことにした。

「ねーねーお兄ちゃん、肩かた車ぐるまして肩車！」

「ああ、いいよ」

「わたしもわたしも！」

「ちょっと待って順番──って痛い痛い！　髪かみの毛引っ張るな！」

　やっぱり子供って元気だなー。こうして遊んでいると俺も幼少時代に返ったような気分になる。だけど十年前は俺もこんなに小さかったんだよな。なんだか随ずい分ぶん昔のことのように感じてしまう。

　さて、他ほかの皆は上手うまくやってるだろうか。まず俺は美雪の方を見てみた。

「おねえちゃん、さっきのもう一回言って！」

「わたしも聞きたい！」

「しょ、しょうがないなあ。じゃあ言うね。難題に挑む人間の姿は、朧おぼろ月づきよりも遥かに美しく見えるものだ（『シャーロック・ホームズの泉』より引用）」

　おお、あの恥はずかしがり屋の美雪がちゃんと名探偵に偽装している。やっぱり子供達が相手だといくらか羞しゆう恥ち心しんも緩かん和わされるようだ。愛香はどんな感じだろうか。

「その時オレは気づかされたのさ。この手は人を殴なぐる為ためにあるんじゃない。ホームランを打つ為にあるんだってな……」

「おねえちゃんカッケー！」

「しびれるー！」

　なんか知らんけどめっちゃ子供にウケてる！　さっき言ってた野球と出会って更生うんぬんもしっかり実じつ践せんしてるし、流石さすがは愛香といったところか。性別を超ちよう越えつしちゃってるのが少し気になるけど、とりあえず美雪も愛香も子供達と上手くやってるみたいで安心した。さて、残るは里奈だけど──

「悠人……」

「うおっ!?」

　後ろを振ふり返ると、どんよりとした表情の里奈がそこに立っていた。

「び、びっくりした。どうしたんだよ、そんな世界の終わりみたいな顔して」

「……子供達が全然懐なついてくれないの」

「えっ、本当に？」

「うん。どうしてかしら……」

　溜ため息いきをつく里奈。子供好きの里奈にとってそれは辛つらいだろう。

「おかしいな。今の里奈はすごく可愛かわいいし、子供ウケは良さそ──あっ」

「えっ……!?」

　里奈の顔がみるみるうちに赤くなっていく。しまった、つい本音がポロリと……。

「かかか可愛いって何よ急に！　もしかしてさっき着き替がえを覗のぞいたことに対する罪つみ滅ほろぼしのつもり!?　それくらいじゃアタシは騙だまされないから！」

「い、いや、そんなつもりでは……」

　やばい、半はん端ぱなく恥ずかしい。女の子相手に正面からすごく可愛いとか、一体どこのプレイボーイだよ。

「そんなことよりアタシに子供が寄りつかない原因を考えてよ！」

「そ、そうだな。うーん……」

　原因、か。今の里奈の衣装は子供達には刺し激げきが強すぎるのだろうか。いや待てよ、もしかしたら……。

「里奈お前、最初に子供達にどんなことをした？」

「どんなことって、まずはダジャレで子供達の興味を引きつけようと──」

「やっぱりかよ!!　一〇〇パーそれが原因じゃねーか!!」

「は、はあ!?　ダジャレが原因って言いたいの!?」

「絶対そうだろ！　お前のダジャレがあまりにもつまらないから子供達が引いちゃったんだよ！」

「そんなはずないわ！　今日の為に徹てつ夜やで考えてきたダジャレなのよ!?　大ウケするに決まってるじゃない!!」

「大ウケしてたら子供達が寄りつかないはずないだろ！」

「うっ……」

　まったく、コミュニケーションの手段にダジャレを用いるなとあれほど言ってるのになんで聞かないのか。この欠点さえなければリア充じゆうになんて簡単になれるだろうに……。

　その後、決闘者デユエリストのコスプレをしている俺のもとに六歳くらいの男の子がやってきて、俺に対戦を挑いどんできた。俺は決闘者デユエリストらしく「その挑ちよう戦せん、受けて立とう！」みたいなノリで引き受けたわけだけど……。

「このカードでおにいちゃんにアタック！」

「うっ!?」

　この子、滅め茶ちや苦く茶ちや強い。最初は手加減してワザと負けてあげようなんて思っていたが、そんなことせずとも普ふ通つうに負けそうな状じよう況きようである。

「あはは、おにいちゃんよわーい」

「おにいちゃん負けちゃうよー？」

　周りの子供達にもこんなことを言われる始末。これはいかん。負けるのは別に構わないけど、このままいくと俺の決闘者デユエリストとしての威い厳げんが失われかねない。ちょっとは良いところも見せなければ。

「次はおにいちゃんのターンだよ」

「…………」

「おにいちゃん？」

　俺は大きく深呼吸。もはや相手を普ふ通つうの子供だと思ったらダメだ。この子の強さに敬意を表し、ここから先は俺も全力で行かせてもらう！

「俺のターン、ドロー！　くくく、やはり勝利の女め神がみは俺に味方している。少年よ、この俺を本気にさせたことをあの世で後こう悔かいするがいい！」

「え……？」

「天国と地じ獄ごくの狭はざ間まより生まれし大たい蛇じやよ、暗黒の業ごう火かを身に纏まといてこの世界を蹂じゆう躙りんせよ！　現れるがいい、黒こく蛇じや龍りゆう王おうアースオーラ!!　ふははははは！　我が僕しもべの恐おそろしさ、その身にとくと味わうが────あっ」

　しまったあああああ!!　またやっちまった！　いやしかし大だい丈じよう夫ぶ、子供達はこのような中二病台詞せりふはむしろ大好物のはずだ。きっと今のパフォーマンスで更に盛り上がってくれるはず……!!　という俺の予想に反し、子供達はまるで時が止まったかのようにシンとしていた。

「なんなの、この人……」

「いきなり叫さけび出すなんて怖こわい……」

「他の人の所に行こっか……」

　対戦していた男の子を含ふくめ全員の子供が俺のもとを去っていった。その場でガクリと膝ひざをつく俺。

「ふん、まったく情けないわね」

「里奈にだけは言われたくねーよ！」




　午後七時になると、俺達は幸恵さんから二十分の休きゆう憩けい時間を貰もらった。この店の営業時間は九時までだから、ちょうど半分が過ぎたわけか。残りの二時間も頑張ろう。

「さてと、外の空気でも吸いに行くかな」

　ただ店の外でこの格好を見られるのは色々とまずいし、かと言ってそのためだけにわざわざ着替えるのは億おつ劫くうなので、俺は店の裏口から外へ出ることにした。そこなら人目に触ふれる心配もないだろう。

「お、先客がいたか」

　裏口のドアを開けるとすぐ目の前に段差があり、そこには愛香が一人座っていた。

「隣となりいいか？」

「……どうぞ」

　許可が下りたので、俺は愛香から五十センチほど離はなれた所に腰こしを下ろした。

　それからなんとなく愛香の方をチラリと見てみる。愛香は夕日が沈んだばかりの西の空を静かに見つめていた。いつも愛香の言動には振り回されてばかりだけど、こうして見るとやっぱり可愛いよなあ。今の愛香の横顔はとても芸術的で、そしてなにより魅み力りよく的だった。

「……なんか、ごめんな」

「？　どうして謝るの？」

「いや、愛香から『悠人がバイトを引き受けなければこんなことには……』っていう心の声が聞こえた気がしたからさ。皆みんなを巻き込んだのは俺の責任だし」

「そんなこと思ってない。勝手に人の心を決めつけないでほしい」

「あ、すみません……」

　いつもと違ちがう強い口調で言い返されたので、俺は少し萎い縮しゆくしてしまった。

「むしろ悠人には感謝してる」

「感謝？　なんで？」

「……ずっと憧あこがれてたから」

　愛香が俺の方に顔を向ける。普ふ段だんの愛香は何を考えているかわからないような顔をしているが、この時ばかりは違っていた。

「こうして友達と一つの物事に取り組むことに、ずっと憧れてたから。だから悠人にはとても感謝してる。本当にありがとう」

「……!?」

　一体どうしたんだ愛香は。なんというか、すごく女の子っぽく見える。いやまあ元から女の子なんだけど、いつもの愛香ならこんなことは絶対口にしないはずだ。

「っ!?　おい愛香!?」

　いつの間にか俺と愛香の距きよ離りが十センチくらいに縮まっていた。更には俺の手にそっと自分の手を乗せてくる。表情もかなり色っぽく見える。

「ふふっ。悠人、動どう揺ようしてる」

「ど、動揺するだろそりゃ！　いいから離れろって！」

「……ちょっとだけ私と、大人っぽいことしてみる？」

「はあ!?　何言ってんだ!?」

「私とじゃ……嫌いや？」

「い、嫌とかそういう問題じゃないだろ!?　こんな所で、そんな……!!」

「大丈夫、今なら誰だれも見てない……」

　愛香の顔が更に近づいてくる。あと少しで唇くちびると唇が触れ合ってしまいそうな距離だ。俺の身体からだも言うことを聞いてくれないし、このままだと本当に──

「悠人くんと愛香さん、どこに行ったのかしら……」

　とその時、ドアの向こうから幸恵さんの声が聞こえてきた。やばいと思う暇ひまもなくドアが開く。

「あ、いたいた。二人にジュースの差し入れを──」

　俺達の状じよう況きようを目まの当たりにして、幸恵さんの動きが止まった。俺の全身から大量の汗あせが噴ふき出る。

「あの、これは、その……」

　思うように言葉も出せない。休憩時間とはいえ仕事の合間にこんなことをやってたらクビだけでは済まないだろう。すると幸恵さんはやんわりと微笑ほほえんだ。

「あらあら、お邪じや魔まだったみたいね。それではごゆっくりどうぞ」

「えええええ───!?　ちょっと待ってください止めないんですか!?　ていうか止めてくださいよ!!」

「だって二人ともまだ高校生だし、今が一番盛り上がってる時期でしょう？　これくらいは許してあげないとね」

「いや許したらダメですよね!?　そもそもそれは誤解であって俺達は幸恵さんが思ってるような関係でも何でもないんです！　なあ愛香!?」

「悠人に無む理り矢や理り外に連れ出されて、身体を求められました。私はやめた方がいいと言ったのに……」

「うおおおおおおおおおおい!!　よくそんな堂々と噓うそが吐つけるね君は!!」

「ふふっ。やっぱり悠人くんも男の子ねえ」

「だから違いますって！」

　とんでもない場面を見られてしまったが、目もく撃げき者が幸恵さんだったのは不幸中の幸いだったかもしれない。これが里奈だったらどうなっていたことか。

「だけどもうすぐ休憩時間も終わりだから、続きは仕事が終わってからにしてもらえると助かるわ。あ、ジュースはここに置いておくわね」

「だから違うって何度も──」

　パタンとドアが閉まる。ちゃんと誤解を解く前に行ってしまった。里奈や美雪に言いふらしたりしないか心配だ。まあそんな人には見えないけど……。

「何してるの悠人。私達も早く戻もどらないと」

「……お前なあ」

　愛香の顔は普段のミステリアスな雰ふん囲い気きに戻っていた。もしかしてまたからかわれていたのか俺は……。




　キッズルームに戻ると、そこには眉み間けんにシワを寄せた里奈が待ち構えていた。

「……休憩中どこで何してたのよ」

「す、少し外の空気を吸いに行ってただけだよ。それより美雪はどこにいるんだ？」

　追つい及きゆうされたらまずいと感じた俺は素す早ばやく別の話題を振ふった。

「美雪なら外の掃そう除じをしてるわよ」

「えっ、いいのかそんなことして？」

「ちゃんと幸恵さんの許可も貰ったそうよ。時間的に子供の数も減ってきたし、美雪も色々と疲つかれてたみたいだから」

「……そうか」

　やっぱり内気な美雪にとって名めい探たん偵ていに偽ぎ装そうしながら子供達の相手をするというのはキツかったのかもしれないな。まあ二時間も続けたんだし頑がん張ばった方だろう。

「あ！　愛香おねえちゃん戻ってきた！」

「また遊んで愛香おねえちゃん！」

　愛香のもとに大勢の子供達が集まってくる。凄すごい人気だな、ちゃっかり名前まで覚えられてるし。どうやら愛香の不良設定が子供達に上手うまいことはまったらしい。それにしても、こうして見てると愛香に友達がいなかったことが噓みたいに思えるな。

　一方俺と里奈の所には一人として子供が来ない。やはり先さき程ほどの失態の影えい響きようは相当大きかったようだ。

「ぐぐっ……どうして愛香のとこばかり……!!」

「はは、完全に嫌きらわれたみたいだな俺達。ま、しょうがないさ。バイトは明日以降もあるんだし、今日のところはもう諦あきらめて──」

「ダメよ！　だったらあと二時間は何をして過ごせばいいのよ!?　美雪みたいに外の掃除でもしてろっての!?　そんなのアタシのプライドが許さないわ！」

「そうは言ってもなあ……」

　ただ子供達の相手を愛香一人に任せるというのもどうかと思うのは確かだ。できれば俺もどうにかしたいけど……。

「見てなさい！　必ず子供達の信しん頼らいを取り戻してみせるわ！」

　そう言って里奈は一人の女の子の所に行き、そこにしゃがみ込んだ。それから積み木を手に持ってニコニコ笑ってみせる。

「ねえねえ、おねえちゃんと一いつ緒しよに積み木遊びしない？」

「えー、おねえちゃん面おも白しろくないからヤだ」

　ガーン!!　という効果音と共に、里奈は積み木をポロリと落とした。逃にげるように里奈から離れていく女の子。やはり里奈のダジャレは効果絶大だったようだ。

「うっ……うっ……」

　身体をプルプルと震ふるわせる里奈。今のはかなりのダメージだろうな。

「うわあーん!!　悠人ー!!」

「おーよしよし。元気出せ出せ」

　里奈が俺の胸に飛びついてきたので、俺は優やさしく頭を撫なでてやった。日空先せん輩ぱいからの精神攻こう撃げきを受けた時もそうだったけど、里奈って普段は強気なクセに意外と脆もろい一面もあるんだよな……。

「悠人！　里奈！」

　その時さっきまで子供達と遊んでいたはずの愛香が少し慌あわてた様子で駆かけ寄ってきた。里奈はハッとした顔で俺から離れる。

「どうした愛香、お前が慌てるなんて珍めずらしいな」

「……万引き犯が来た」

「えっ!?　万引き犯って、あの!?」

　愛香はコクリと頷うなずき、売り場の方に視線を向ける。その先には幸恵さんが見せてくれた写真の男とまったく同じ顔をした人物がいた。間ま違ちがいない、あの万引き犯だ。まさか本当に来るとは……！

「だからイチャイチャするのは後回し。今は万引き犯への対処が優先」

「べ、別にイチャイチャなんかしてないわよ！」

　その万引き犯はキョロキョロしたりそわそわしたりで怪あやしさ全開であり、今にも何かやらかしそうな雰囲気だ。これは完全に万引きをしに来たと判断していいだろう。

「でもなんでおもちゃ屋なんかに来たのかしら。そんなに高い商品もないのに……」

「万引き犯ってのは商品が目当てというより捕つかまるか捕まらないかというスリルを楽しんでる奴やつも多いからな。あの男もその類たぐいなんだろ」

「……なるほどね。それじゃ早さつ速そくとっ捕まえるわよ！」

「待たんかい」

　俺は今にも走り出そうとする里奈の頭にチョップをかました。

「痛い！　何すんのよ悠人！」

「こういうのは現行犯で捕まえないと駄だ目めなんだよ。あいつが未精算の商品を持ったまま店の外に出たら、それで初めて捕まえられるんだ」

「……そうなの？　てか、やけに万引きのことに詳くわしいのね」

「まさか悠人にも万引きの経験が……!?」

「ねえよ！」

　こういうことは名探偵時代に色々と勉強したからな。まさかそれを活いかせる日が来るなんて思ってなかったけど。

「それに相手は大人の男だ、女の子じゃ危険だろ。捕まえるのは俺に任せて、里奈と愛香はあいつが身体のどこに商品を隠かくすのかを注意深く見張っててくれ」

「……わ、わかったわよ」

「里奈の心の声を代弁する。『何よ、悠人って意外と頼たのもしいじゃない……』」

「そそそそんなこと微み塵じんも思ってないから!!」

　まあ俺もそんなに自分の腕わん力りよくに自信があるわけじゃないし、大人しく捕まってくれることを祈いのるしかない。

「あっ、通路を右に曲がったわ！　追うわよ愛香！」

「了りよう解かい」

「あっ、今度はあっちの方に行ったわ！　愛香ついてきて！」

「了解」

　俺は再び里奈の頭にチョップをかました。

「痛い！　なんでまた叩たたくのよ!?　注意深く見張ってろって言ったのアンタでしょ!?」

「二人で一緒に動いてたら目立って万引き犯に気づかれるかもしれないだろ。見張るならバラけて見張れよ」

「い、言われなくてもわかってるわよ！」

　俺、里奈、愛香は三方向から万引き犯の行動を監かん視しする。つーか今いま更さらだけど、俺達って絶賛コスプレ中なんだよな。こんな状態で見張ってたらどっちが不ふ審しん者かわからなくなりそうだ。着替えたいところだけどその間に取り逃がしたら本ほん末まつ転てん倒とうだし、このままいくしかない。

「あっ……！」

　万引き犯が入店して約十分が経過した頃ころ。万引き犯が陳ちん列れつ棚だなの前で立ち止まり、周囲を見回した後、商品の一つをポケットの中に素早く入れた。万引き確定だ。あとはあいつが店の外に出るのを待つだけ──

　しかしその時、あろうことか俺と万引き犯の目が合ってしまった。やばい、見張られていたことに気づいたか!?　すると万引き犯は商品をポケットに入れたまま出口に向かって走り出した。

「悠人、万引き犯が!!」

「里奈達はじっとしてろ！　俺が行く！」

　俺は犯人の後を追いかける。あのまま商品を元の棚たなに戻されたら打つ手はなかったが、これなら逆に好都合、現行犯で捕まえられる。相手は太ったおっさんだしすぐに追いつける──と思っていたのに追いつけない。万引き犯の足が速いのではなく、コスプレ衣装の重みで俺の足が遅おそくなっているのだ。どんどん離はなされていく距きよ離り。やはり無理だ、追いつけない。悔くやしいが諦めるしか──

　いやダメだ！　店の外では美雪が一人で掃除をしている！　もし美雪の身に何かあったらどうするんだ！

「うおおおおお!!」

　俺は残された力を振り絞しぼって万引き犯を追いかける。そのまま俺と万引き犯は店の外に飛び出した。

「よけろ美雪!!」

「……え？」

　万引き犯の走る先には箒ほうきで地面を掃はく美雪の姿があった。だが美雪が俺の声に気づいた時には、万引き犯は美雪のすぐ近くまで迫せまっていた。

「どけオラァ!!」

　万引き犯が美雪を突つき飛ばそうと腕うでを振り上げた、その直後だった。

「ぎゃあっ!?」

　一つの悲鳴。しかし美雪のものではない。そう、それは万引き犯の悲鳴だった。万引き犯はお腹なかを押さえて地面に膝ひざをつき、そのままドサリと倒たおれた。

「え……？」

　なんだ、一体何が起きたんだ？　ほんの一いつ瞬しゆんだったからわからなかった。だがその前にまず美雪の無事を確かく認にんしなければ。俺は美雪のもとに駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか美雪!?」

「う、うん。私はなんともないよ」

　本当になんともなさそうな様子で美雪は答える。俺はホッと安あん堵どの息をついた。

「それで悠人くん、この人は？」

「万引き犯だよ。商品をポケットに入れたまま走り出したから、現行犯で捕まえようと追いかけてたんだけど……どうして急に倒れたんだ？」

　俺は白目を剝むいて横たわっている万引き犯に目をやる。

「な、なんでだろうね！　不思議だね！」

「……もしかして、美雪がやったとか？」

「へっ!?　な、何言ってるの悠人くん!?　私にそんな力があると思う!?」

「……だよなあ」

　とてもじゃないがこの小さな身体からだに大人の男をノックアウトさせるだけの力があるとは思えない。なら一体何故なぜ……？

「きっと突とつ然ぜんの腹痛に襲おそわれちゃったんじゃないかな！」

「腹痛でこんな倒れ方すんの!?」

　どうもさっきから美雪の様子がおかしい気がする。やっぱり何か関係してるんじゃ──

「そこの君達！　一体何があった!?」
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　すると偶ぐう然ぜんにも近くを通りかかったらしい警察官が俺達のもとに駆け寄ってきた。よかった、１１０番する手間が省けた。まずは状じよう況きよう説明を──

「こ、この男の子が万引き犯を華か麗れいに成敗してくれたんです！」

「ちょっ、美雪!?」

　なに余計な噓うそついてるんだよ!?　俺はまったく手を下してないぞ！

「おお、万引き犯を捕まえてくれたのか。君の勇気ある行動に敬意を表したい」

「いえ、俺はその……」

「まあそれはそれとして……君のその格好はなんだね？　暴走族かなにかか？」

「へ？」

　警察官の目つきが訝いぶかしげなものに変わる。そうだった、万引き犯を追いかけるのに夢中ですっかり忘れてたが、俺は決闘者デユエリストのコスプレをした状態で外に出てるんだった。周囲を見回してみても、誰だれもが不審者を見るような目で俺を見ている。これじゃ俺が警察から取り調べを受けてるみたいだ。

「ち、違ちがうんです！　これは歴れつきとした仕事の格好なんです！」

「仕事？　噓をつくならもっとマシな噓をつきたまえ。万引き犯を捕まえてくれたことには感謝しているが、それとこれとは話が別だ。事情聴ちよう取しゆも兼かねてちょっと署まで来てもらおうか」

「えええええ!?　ちょっ、誰か！　誰か助けてー!!」

　程ほどなくしてパトカーが到とう着ちやくし、俺と万引き犯は警察署まで連行された。まあコスプレに関してはすぐに誤解だとわかってもらえて、いくつか聞き取りをされた後ですぐに解放してくれたわけだけど。何はともあれ、めでたしめでたしってことで。




　　☆




　あっという間に一週間が過ぎ、俺達四人はオモチャ屋での最後の勤めを終えた。初日は子供達との交流に失敗した俺だったけど、二日目以降はあのような醜しゆう態たいを晒さらすことなく普ふ通つうに子供達と接することができた。

「結局アタシ、子供達と全然仲良くなれなかった……」

　ただまあ、里奈だけは違ったみたいだけど。その原因は火を見るより明らかだった。

「レベル１からレベル５までのありとあらゆるダジャレで攻せめたのに、どうして誰も心を開いてくれなかったの!?」

「…………」

　俺はもう突っ込むのをやめた。ダジャレにレベルとかあるのかよ。

「みんな一週間お疲つかれ様。はい、これが一週間分のバイト代ね」

　俺達は幸恵さんから封ふう筒とうを受け取った。が、そこで俺達はあることに気づく。

「あの、これ何も入ってませんよ？」

　いくらぐらい入ってるだろうかと中を覗のぞいてみたところ、そこにはお札どころか小こ銭ぜに一枚も入ってなかったのである。

「ここで得られた経験こそが、お金には代えがたい何よりの報ほう酬しゆうだったのである……」

　ナレーション風に言う幸恵さん。絶句する俺達。

「なんてね、冗じよう談だんよ。はい、今度こそバイト代ね」

　今のはやる必要あったのかと思いつつ、俺達は改めて封筒を受け取った。

「みんな本当にありがとう。お金に困った時はまた来ていいからね。私はいつでも大だい歓かん迎げいだから」

「はい。こちらこそありがとうございました」

　俺達は幸恵さんに頭を下げる。何だかんだでこの一週間は結構楽しかったな。幸恵さんは優やさしいし、時給もそんなに悪くないし。夏休み辺りに時間ができたらまた働きに来るというのもいいかもしれない。

　とにかくこれで日空先せん輩ぱいから与あたえられた課題は達成できた。つまり偽ぎ装そう部の廃はい部ぶはなくなったわけだ。とりあえず一安心だな……。

「それじゃ収入もあったことだし、お疲れ様の意味を込めてこれから皆みんなでファミレスにでも行かない？」

「いいね！　私お腹ペコペコだよ！」

「里奈の意見に大賛成」

　どうやらファミレスに行く流れになりそうだ。そういやこの四人でどっかに食べに行くのって初めてだな。

「あ、悠人くんはちょっと待って」

「え？」

　幸恵さんに呼ばれ、俺は足を止めた。

「万引き犯の件でまだちゃんとお礼を言ってなかったから言っておこうと思って。ありがとう悠人くん」

「あ、いえ……」

　そういや万引き犯が突とつ然ぜん倒たおれた理由は結局わからないままだったな。まあどうしても解決しないといけない謎なぞってわけでもないし、別にいいんだけど。

「だけどね、悠人くん」

「？」

　幸恵さんが俺の額にデコピンをした。どうしてそんなことをされたのかもわからず、俺は手で額を押さえる。

「万引き犯を見つけたら速すみやかに報告してって言ったでしょう？　どうして報告しなかったの？」

「あっ……」

「そういう時は自分達の力だけでなんとかしようとしちゃダメ。悠人くん達はまだ高校生なのよ？　何かあったらどうするの？」

「……ごめんなさい」

　幸恵さんの表情は、この一週間で一回も見たことがないような真しん剣けんな顔つきだった。そうだ、結果的には何事もなかったけど、もしかしたら誰かが怪け我がを負わされたり人ひと質じちに取られたりしたかもしれないんだ。現に美雪は万引き犯に突き飛ばされる寸前だった。すぐ側そばには車が通っていたし、あのまま車道に突き飛ばされていたらと思うとゾッとする。

「……むぐっ!?」

　すると幸恵さんがいきなり俺の頭を自分の胸に引き寄せてきた。俺の顔が二つのお山の間に挟はさまれる。

「ごめんね。一応叱しかっておかないと、大人としての立場がなくなっちゃうから。おでこ痛かったでしょう？」

「い、いえ……」

　なんという柔やわらかさ。これは思春期男子にとっては抜ばつ群ぐんの破は壊かい力である。こういうことをしてくれるんだったらデコピンの一発や二発は余よ裕ゆうで耐たえられる。それにしても幸恵さんって本当に優しいな……。

「ふふっ、赤くなっちゃって可愛かわいい。仕事もすごく頑がん張ばってくれてたし、悠人くんだけは強制的にずっとここで働かせちゃおうかな？」

「……そ、それは困ります！」

　俺は慌あわてて幸恵さんの胸から離はなれた。正直あと少しで誘ゆう惑わくに負けてたけど。

「なんというか、意外でした。日空先輩がとても厳しい感じの人だったので、そのお姉さんも負けず劣おとらず厳しい人なんだろうなって思ってましたから」

「あら、恵美は本当はとても優しい子よ。それこそ少し前までは姉妹そっくりってよく言われてたんだから」

「……そうなんですか？」

「ええ。ただ、最近の恵美はどこか思い詰つめた顔をするようになっちゃって。高校の生徒会長になってからも、ずっと何かに追われてるような様子でね……」

「何かに追われてる、ですか……」

　やっぱり生徒会長としてのプレッシャーとかあるんだろうか。でもあの人ならプレッシャーはむしろ糧かてにしそうなイメージがあるけど。

「でも、わかってるの。恵美をそうさせてしまった原因が、私にあるってこと……」

「……どういう意味ですか？」

　少し暗い顔を見せる幸恵さん。が、すぐに元の明るい顔に戻もどった。

「ふふっ、なんてね。こういう展開って漫まん画がとかでよくあるでしょう？」

「なんですかそれ！」

　一いつ瞬しゆん本気で何かあるんじゃないかと思ってしまった。愛香ほどではないかもしれないけど、この人も誰かをからかったりするのが好きなんだろうな……。

「ほら、外で三人のガールフレンドが待ってるみたいだし、早く行ってあげないと」

「ガールフレンドじゃありません！」

　クスクスと笑いながら、背中を向ける幸恵さん。その時俺は、幸恵さんの足首に何かが巻かれていることに気づいた。あれは……包帯？

「どうかした悠人くん？」

「あ、いえ……」

　再び幸恵さんの足首がズボンの裾すそに隠かくれる。今のは気のせい……？

　俺は改めて幸恵さんにお礼を言い、店の外に出た。そこにはいかにも不ふ機き嫌げんそうな里奈の顔があった。

「遅おそい！　一体何してたのよ！」

「すまん、ちょっと幸恵さんと世間話をしててな」

「……本当にそれだけ？」

「そ、そうだよ。それよりファミレスに行くんだろ？　俺もお腹なか空いたし早く行こう」

　幸恵さんの胸に顔を埋うずめてました、なんて言えるわけないからな。ここは追つい及きゆうされる前に話題を切り替かえるのが賢けん明めいだ。

「ところで悠人、さっきチラッと店の中を覗いたら幸恵さんの胸に顔を埋めてる悠人が見えたけど、あれは何をしてたの？」

「ブーッ!?」

　愛香に見られてたあああああ!!

「そんな、不ふ埒らちだよ悠人くん……」

「違ちがうんだ美雪！　そうなったのにはちゃんとした事情が──ひっ!?」

　背後から尋じん常じようじゃない気配を感じ、俺は恐おそる恐る振ふり返る。そこには全身からどす黒いオーラを滲にじみ出させる里奈の姿があった。

「へえ……一体どういうことなのかキチンと説明してもらおうかしら……!!」

「あ……いや……その……」

　その後俺は里奈の前で土下座をして許しを乞こう羽目になったのであった。




　　☆




　次の日、偽装部の部室へ足を運んでみると、ドアに「約束通り廃部は取り消すものとする。生徒会長、日空恵美」と書かれた貼はり紙がしてあった。おそらく幸恵さんが日空先輩に俺達のことを報告してくれたのだろう。俺達は偽装部を守れたことにひとまず安あん堵どした。

　だが喜んでばかりはいられない。偽装はこれからも続けていかないといけないし、しかも偽装に手を抜ぬいたら俺達の弱よわ味みがバラされる。バイトでの経験を活いかして偽装のレベルを上げつつ、プリンの手て掛がかりを探さなければ。そしていずれ必ず尻尾しつぽを摑つかんでやる。俺は改めて決意した。







　第五章　突とつ然ぜんの転校生!?







「あ、アタシの彼氏になって！」

　バイトの任務を終えてから数日が過ぎた。朝、いつものように里り奈なと二人で通学路を歩いていると、顔を真っ赤にした里奈が突然こんなことを言い出した。当然ながら俺は困こん惑わくしてしまう。

「い、今、なんと……？」

「だーかーら！　アタシの彼氏になってって言ったの！　何度も言わせないで！」

「…………」

　俺が、里奈の、彼氏……!?

「えっと、それはつまり告白──」

「違ちがうわよなに勘かん違ちがいしてるの!?　正確には彼氏のフリをしてってお願いしてるの！」

「……フリ？」

　すると里奈はコホンと小さく咳せき払ばらいをした。

「悠ゆう人とに問題。リア充じゆうに一番必要なもの、それは一体何だと思う？」

「はあ？　なんだよ急に……」

「いいから答えて！」

「んーと、大勢の友達？」

「違う！」

「恵めぐまれた才能？」

「それも違う！」

「えっと、他ほかには……」

「ああもう時間切れ！　答えは彼氏よ彼氏！」

「……なるほど、彼氏か。確かに見落としてたな。一番かどうかは別として、リア充に必要な要素ってことは間ま違ちがいないだろうな」

「一番に決まってるでしょ！　成績トップで友達百人いても彼氏がいないんじゃリア充とは呼べないわ！」

「それは過言な気が……」

　ここで俺はようやく里奈の意図を理解した。

「だから俺に彼氏のフリをしろと？」

「そういうこと！　彼氏がいるように見せかけてリア充度をアップさせるって話よ！」

「……なるほど」

　俺は心の中で大きな溜ため息いきをついた。一瞬本当に告白されたと思ったじゃないか……。

「でも、そんなこと急に言われてもなあ……」

「……やっぱり嫌いや？」

　不安そうな表情で俺を見つめる里奈。そんな目で見つめられたら断るわけにはいかないじゃないか。普ふ段だん強気なだけにギャップが凄すごい。

「わかった、引き受けるよ」

「ほ、ホントに？」

「ああ」

　それにたとえフリでも里奈の彼氏になれるのは俺としても嬉うれしい。これが本当の彼氏だったら最高なんだけどな……。

「ありがと！　それじゃ今日からアタシは悠人の彼女ってことかー。ふふっ」

「……随ずい分ぶん嬉しそうだな？」

「は、はあ!?　これのどこが嬉しそうなのよ!!　言っておくけど本当はすっごおおおおおく嫌なんだから!!　リア充度を上げる為ために仕方なくお願いしたの！　アンタを彼氏にするのはゴキブリを彼氏にするのと同じくらい屈くつ辱じよくなんだから！」

「おいそれはあんまりだろ！　俺はゴキブリと同レベルって言いたいのか!?」

「そうよ！　アンタなんか冷蔵庫の裏でカサコソしてればいいわ！」

　普ふ通つうに傷つくんだけど。なんか泣きたくなってきた。わかっていたことだけど、やっぱり里奈にとっての俺はその程度の存在ってことか……。

「そんなに俺を彼氏にするのが嫌なら、誰だれか他の奴やつを選べばいいじゃんか。里奈の彼氏になりたい奴は結構いると思うぞ」

「なっ……!?　ダメよ！」

「どうして？」

「えっと、それは……あっ！　な、なんでそんなお願いをするのか理由を聞かれたら困るじゃない！　他の人にアタシ達の事情を知られるわけにはいかないし。だから適任者は悠人しかいないのよ！」

「……そう言われるとそうかもな」

「でしょ？　わかればいいのよ、わかれば」

　しょうがない、里奈のリア充度アップの為に一ひと肌はだ脱ぬぐとするか。

「ふう。なんとかごまかせた……」

「何をごまかしたんだ？」

「な、なんでもない！　それじゃ早さつ速そくカップルっぽいことをするわよ！」

「は？　カップルっぽいってなん──」

　だ、と言う前に、里奈が俺の方に身体からだを寄せてきた。さらには俺の腕うでにギュッと強くしがみついてくる。

「ちょっ！　何やってんだ!?」

　あまりに突然すぎる里奈の行動に、俺は戸と惑まどいを隠せない。それなりに成長した里奈の胸が俺の腕に押しつけられる。

「だ、だから言ったでしょ、カップルっぽいことって！　本当はアンタの身体にくっつくのなんて死よりも耐たえ難がたいことだけど！」

「カップルっぽいことと言っても、これはちょっとやりすぎなんじゃ……」

　そりゃ好きな女の子からこういうことされるのは嬉しいことこの上ないんだけど、それでもやはり戸惑ってしまう。俺の理性がいつまで保もつかという不安もあるし……。

「朝から大だい胆たんだね、二人とも……」

「っ!?　美み雪ゆき!?」

　いつの間にか俺達の後ろに美雪が立っていた。慌あわてて俺の腕から離はなれる里奈。

「ごめんね、二人があまりにもラブラブしてたから、声をかけるタイミングが摑めなくて……」

「ち、違うの美雪！　これには深い事情があるの！」

　こうなった経けい緯いを美雪に説明する里奈。

「そっか、里奈ちゃんは悠人くんに彼氏のフリをお願いしたんだね」

「そう！　彼氏はリア充に欠かせない要素でしょ!?　だから仕方なーく悠人にアタシの彼氏になるようお願いしたってわけ！　本当はすっごく嫌だけどね！」

「彼氏かー。確かにそれは盲もう点てんだったよね。なんだか悠人くんと里奈ちゃんって既すでにカップルみたいな感じだったから逆に気づかなかったよ」

「は、はあ!?　ちょっとそれどういう意味よ！」

「でもそういうことなら私はお邪じや魔まだろうし、先に行ってるね！　それじゃ二人とも頑がん張ばって！」

　そう言って美雪は小走りで俺達のもとから去っていった。

「まったく、美雪ったら何言ってんのかしら。アタシと悠人が、か、カップルとか。もしかして他の人達にもそう見えてたのかしら……」

「もしそうなら、既に〝俺が里奈の彼氏のフリをする〟というのは達成してたことになるな。だから無理して俺にくっついたりしなくてもいいんじゃないか？」

「そ、そんなことないわ！　本当にカップルに見えてるかどうかなんてわからないし、ここは念には念を入れるべきよ！」

「え……でも俺の身体にくっつくのは死よりも耐え難いんだろ？」

「ええそうよ！　だけど我が慢まんしてでもやるしかないの！　ほらさっきの続き！」

「うっ!?」

　再び俺の腕に抱だきつく里奈。ああダメだ、この感かん触しよくが俺の判断能力を大きく狂くるわせてしまう。しばらくこのままでいいや……。

　そんな状態のまま、俺と里奈は学校まであと数百メートルの所まで来た。ここまで来ると当然他の生徒達の目にも触ふれてくる。

「お、おい里奈、みんなこっち見てるぞ」

「そんなのわかってるわよ！　でも他の人に見られないと偽ぎ装そうの意味がないでしょ!?」

「それはそうだけど……」

　周囲からの視線を痛いほど感じる。人の視線に殺傷能力があったとしたら俺はとっくに死んでるだろう。

「おいなんだあいつら。朝から見せつけやがって……」

「なんかパッとしない彼氏だな。女子の方はスッゲー可愛かわいいのに」

「クソ、あの男が憎にくい……」

「後でアイツの靴くつに画が鋲びようを入れとくか」

「お、それ賛成」

　その上こんなヒソヒソ声まで聞こえてくる。無理もない、幼おさな馴な染じみの欲よく目めを差し引いても里奈の容姿やスタイルはかなりのものだし、逆の立場だったら俺だって嫉しつ妬と全開になってるだろう。でも靴に画鋲はマジで勘かん弁べんしてくれ、シャレにならないから。

「あら、何かしらあれ」

　校門前まで来た時、そこに野や郎ろう共の人だかりができていることに気づいた。その中心には神しん海かい高校のものではない制服を着た一人の女の子が立っていた。

「可愛いなあ……」

「俺にもあんな彼女がいたら……」

　野郎共の呟つぶやきに、俺は心の中で頷うなずいた。セミロングで少し茶色っぽい髪かみに、パッチリとした目、丸くて小さな顔。確かにものすごく可愛い。

「……なに見とれてんのよ」

「は!?　別に見とれてなんかないけど!?」

「……ふん」

　面おも白しろくなさそうな顔で、里奈は俺の腕から離れた。ホッとしたような、残念なような……。それにしてもあの子、あんな所で何をしてるんだろう。制服が違ちがうので他の高校の生徒なんだろうけど、誰かを待ってるのか？

「ん？」

　その時、彼女と目が合った。偶ぐう然ぜんかと思いきや、そのまま彼女は俺の方を見つめてくる。なんだ、どうして俺を見てるんだ？

　直後、彼女の顔が太陽のように輝かがやき出した。一体どうしたんだと俺が戸惑っていると、何を思ったのか彼女は人だかりから離れて俺のもとに駆かけ寄ってきた。

「ゆーちゃん！」

　ゆーちゃん？

　さらに彼女は心底嬉しそうな表情で俺の手を握にぎってきた。その場にいた全員が驚おどろいた顔で俺に注目する。しかし一番驚いているのは紛まぎれもない俺自身である。

「お久ひさし振ぶりです。やっぱりこの高校だったんですね。会いたかった……」

「……は？」

　待て待て待て。落ち着いて頭の中を整理しろ。久し振り？　俺の記き憶おくが正しければ彼女と会うのは今日が初めてのはずだ。いや、そういえば「ゆーちゃん」って、昔誰かが俺のことをそう呼んでいたような──

「な、何よアナタいきなり!?　あっ、もしかして悠人、アタシの知らないところでこの子に手を出したんじゃ──」

「そんなことするか!!」

　すると彼女は俺の手を離し、今度は里奈の手を握りしめた。

「りーちゃんもお久し振りです。ふふ、りーちゃんは相変わらずですね」

「……へっ？」

　ポカンとした顔の里奈。しかし間もなくハッと何かに気づいた顔に変わった。

「もしかして……真ま紀き？」

「はあ!?　真紀だって!?」

　以前からちょくちょく話の中に出てきたが、真紀は小学生の頃ころに転校してしまった俺のもう一人の幼馴染みの名だ。そうだ、確かに真紀は俺のことを「ゆーちゃん」と呼んでいた。いやしかし、目の前にいる人物は俺の知ってる真紀とは似ても似つかない。昔の真紀はもっと地味で、眼鏡めがねをかけていて、正直こんなに可愛くなかったはずだ。

「と、とりあえず場所を変えよう。ここは色々まずい」

　俺は生徒達の視線をかいくぐりながら、二人を人目のつかない所まで連れてきた。俺は一いつ旦たん深呼吸をし、改めてその女の子と向かい合った。

「えーっと……とりあえず確かく認にんしたい。君は俺達の幼馴染みの、中なか野の真紀本人ってことでいいのか？」

　俺の問いに、彼女はニッコリ微笑ほほえむ。

「はい、そうです」

「本当に……？」

「証しよう拠こを見せましょうか？　ほら、ここを見てください」

「うおっ!?」

　彼女はスカートの裾すそを少しだけめくり、左太ふと股ももの内側にある二つのホクロを指差した。思わず口から変な声が出る。

「このホクロ、覚えてるでしょう？　ゆーちゃんが最初に見つけたんですよ」

「いや、その……」

　確かにそうだった気もするが、そんな色っぽい行動をされたら記憶を辿たどるどころの話じゃない。目のやり場に困るというか……。

「悠人？」

　里奈がギロリと俺を睨にらむ。「なにエロイ目で見てるのこの変態！」という心の声がひしひしと伝わってくる。だが俺も男だ、これはもうどうしようもない。

「二人の好きな食べ物と嫌きらいな食べ物もちゃんと覚えていますよ。ゆーちゃんの好きな物はたこ焼き、嫌いな物はもやし。りーちゃんの好きな物はカルボナーラ、嫌いな物は納なつ豆とう、でしたよね？」

「おお……」

「大正解ね……」

　ここまで的確に当てられるとなると、これは真紀本人と見て間ま違ちがいない。

「いやー、久し振りだな真紀。疑って悪かったな」

「別にいいですよ、気にしてないですから」

「五年振りくらいよね。それにしても驚いたわ、人間ってここまで変わるものなのね」

　里奈の言葉に心底同意した。もはや別人の領域だもんな。真紀の方から声をかけてきてくれなかったらおそらく永遠に気づくことはなかっただろう。

「でもどうしてわざわざアタシ達に会いに来てくれたの？」

「ふふっ。実は私、今日この学校に転校してきたんです」
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「「えっ!?」」

　真紀の発言に、俺と里奈は同時に声を上げた。

「転校!?　ホントに!?」

「はい。色々あって、またこっちに戻もどってくることができました。制服の注文が遅おくれちゃったので今はまだ前の高校の制服ですけど」

「そうか、真紀が俺達の高校に……！」

「また昔みたいに一いつ緒しよに遊べるわね！」

「はい！」

　真紀は心底嬉うれしそうな笑え顔がおを見せた。

「クラスはもう決まってるの？」

「はい、Ｄ組です」

「Ｄかー。俺達はＥ組だから教室は別だな」

「そうですか……。でもお二人と一緒の高校というだけで十分嬉しいです。ゆーちゃんもりーちゃんも相変わらず元気そうですし」

「ま、元気すぎてもっと大人しくしてくれと思う奴やつが約一名いるけど」

「ふーん。それはアタシのことかしら？」

「痛い痛い痛い！　腕うでを抓つねるな！　誰だれも里奈のこととは言ってないだろ！」

「どう考えてもアタシのことでしょーが！」

　そんな俺達を見て、真紀は口に手を当てて小さく笑った。

「ふふっ。二人とも昔から変わってませんね。なんだかホッとします」

「そ、それは良かった……」

　里奈に抓られた所を右手で撫なでながら言った。

「でも本当に驚いたわ。ここまで自分を変えるのって凄すごく大変だったでしょ？」

「はい、それはもう。ありとあらゆる努力を重ねました。一番効果的だったのは、やっぱりラジオ体操でしょうか」

　ラジオ体操にそんな力が!?

「でもどうして自分を変えようと思ったんだ？　何か理由があったりするのか？」

「えっ！　そ、それは、その……」

　すると何故なぜか真紀は恥はずかしそうにモジモジし始めた。

「ん、どうした真紀？」

「…………」

　しかししばらくすると、真紀は真しん剣けんな眼まな差ざしで俺を見つめてきた。

「実は私、小学生の時ゆーちゃんに言えなかったことがあったんです」

「え、俺に？」

「はい。あの時の私は自分に自信がなくて、ゆーちゃんに伝えることができないまま転校してしまいました。だけど今の私なら、自信を持って言えると思います」

　真紀は大きく深呼吸をし、そして改めて俺を見つめてくる。

「わ、私！　ずっと前から、ゆーちゃんのこと──」

「わああああああああああ!!」

　突とつ然ぜん奇き声せいを上げ始める里奈。さらに里奈は真紀の口を両手で覆おおってしまった。

「お、おい、どうしたんだ里奈」

「ダメ！　それはダメえええ！」

　なんだか知らないが里奈が暴れている。口を塞ふさがれた真紀は里奈から逃のがれようと一いつ生しよう懸けん命めいに藻も搔がく。

「どうして止めるんですかりーちゃん！　りーちゃんは私の気持ち知ってるはずです！　小学生の時に話しましたよね!?」

「そ、そりゃ知ってるけど！　そういうのはほら、もっとタイミングを選ぶべきでしょ!?」

「そんなの関係ありません！　私は今すぐ伝えたいんです！」

「とにかく今はダメ！　えーっとほら、伝えるのは悠人に新しくなった自分をもっと知ってもらってからの方がいいと思うの！」

「…………」

　間もなく真紀は藻搔くのをやめた。里奈も真紀の口から手を離はなす。

「りーちゃんの言うことにも一理ありますね。わかりました、今はやめておきます」

　ふぅ、と安心したように息を吐はく里奈。

「だけどりーちゃんがここまで必死になって止めてくるなんて思わなかったです。でもその気持ちはわかります。だってりーちゃんもゆーちゃんの──」

「わああああああああああ!!」

　再び里奈が大声で真紀の言葉を遮さえぎった。

「ふふっ。ホント、りーちゃんは変わらないですね。でも今日から私とりーちゃんは再びライバル同士です。五年のハンデはありますけど、それでも負けません！」

「はあっ!?　ら、ライバル!?　意味がわからないんだけど！」

「……なあ二人とも、さっきから何の話をしてるんだ？」

　俺がそう言うと、二人は同時に俺の方に顔を向けた。そして呆あきれたように溜ため息いきをつく。

「一番変わってないのは、ゆーちゃんかもしれませんね……」

「昔からまったく成長してないのよね……」

　なんだかよくわからないけど、鼻につく言い方だな。




　同日の放課後。いつものように部室に集まる偽ぎ装そう部のメンバー。

「えっ！　それじゃ今日Ｄ組に来た転校生って、悠人くんと里奈ちゃんの幼おさな馴な染じみだったの!?」

　里奈から今朝けさの出来事について話を聞き、美雪は驚おどろいた顔をした。

「そうなのよ。もうホントびっくりしちゃった。ねえ悠人」

「そうだな。ここ数年で一番の衝しよう撃げきだったと思う」

「……ふむ。これは修しゆ羅ら場ばの予感」

「ちょっと愛あい香か、なんでアタシを見るのよ！」

「別に見てない」

　窓の外に目を移し、知らんぷりを決め込む愛香。

「それはそうと愛香、あれいつ持って帰るんだよ」

　俺は部屋の隅すみに座らされている例の美少女フィギュアを指差した。もはやすっかり風景の一部として溶とけ込んでしまっているが、そろそろ撤てつ去きよしないと色んな意味でやばい。

「それはこっちの台詞せりふ。悠人はいつあれを持って帰るつもり？」

「だから要いらないって言ってるだろ！　愛香が持って帰らないのなら俺が捨てるぞ！」

「そ、それはあんまりだよ悠人くん！　愛香ちゃんが可哀かわい想そう！」

「そうよ！　愛香の気持ちを無む駄だにするつもりなの!?」

「シクシク、シクシク」

「お前らなあ……」

　俺が頭を抱かかえ込んでいたその時。部室のドアを二回、ノックする音がした。

「あら、誰かしら？」

「偽装部の入部希望者だと予想」

「またそれか。一〇〇パーセントないって言ってるだろ」

「あ、じゃあ私が出るね」

　一番ドアに近かった美雪が席を立ち、そのドアを開ける。そこに立っていたのは──

「あの、すみません。偽装部はここで合ってるでしょうか……？」

　なんと真紀だった。俺と里奈は同時に椅い子すから立ち上がる。

「ま、真紀!?」

「どうしたんだ真紀、こんな所に！」

「え……あっ！　ゆーちゃんとりーちゃん！」

　俺達の姿を見て、真紀の顔がパァッと明るくなる。

「もしかして二人もここの部員なんですか？」

「あ、ああ。そうだけど……」

「ていうかどういうこと!?　どうして真紀が偽装部のこと知ってるわけ!?」

　そう、問題はそこだ。どうして俺達以外誰も知らないはずの偽装部の存在を真紀が知っている？　どこからか秘密が漏もれたのか？　もしそうなら非常事態だが……。

「それがその、帰ろうとして靴くつ箱ばこを開けたら、中にこんな物が入っていまして……」

　真紀が学生鞄かばんから取り出した一枚の紙。それはプリンが俺達のもとへ送りつけてきた手紙に酷こく似じしていた。その紙はまさか……！

「真紀、その紙には何が書かれてあったんだ？」

「えっと、差出人はプリンって人で、〝貴方あなたは今日から偽装部の部員として活動してください〟とか〝この指示を破った場合、貴方の弱よわ味みを公表します〟とか。あと弱味の証しよう拠こ写真も入ってました」

　やはりプリンの仕し業わざだったか。俺達四人だけじゃ飽あき足らず、転校生の真紀まで標的にしやがったのか。なんて卑ひ劣れつな奴だ。

「絶対にこの弱味をバラされるわけにはいかないので、偽装部に入部するしか道はなかったんです。ゆーちゃんとりーちゃんは、どうしてこの部活に？」

「アタシ達も同じよ。そのプリンって奴に弱味を握にぎられて、仕方なくここにいるの」

「あ……そうだったんですか」

「にしても真紀の弱味と言ったら……ねえ？」

「まあ、普ふ通つうに考えたら〝アレ〟のことだよな……」

　俺と里奈は顔を見合わせた。幼馴染みであるが故ゆえに大体の見当はつく。

「あの、そこのお二人も部員さんですか？」

　真紀が愛香と美雪の方に目を向ける。

「あ、えっと、一年Ｅ組の冬ふゆ空ぞら美雪です」

「同じく一年Ｅ組、赤あか月つき愛香。気軽に〝愛香様〟と呼んでくれて構わない」

「〝様〟のどこか気軽なんだよ！」

「冗じよう談だん。好きに呼んでいい」

　二人の自己紹しよう介かいを受け、真紀はやんわりと微笑ほほえんだ。

「本日一年Ｄ組に転校してきた中野真紀です。美雪さん、愛香様、これからどうぞよろしくお願いします」

　丁てい寧ねいに頭を下げる真紀。愛香様って呼ぶのかよ。

「でも転校して早々こんな目に遭あうなんて、真紀も気の毒ね……」

「はい。でもゆーちゃんとりーちゃんがいるなら安心です。むしろこんな目に遭って良かったかもしれません」

　いやあ、良くはないだろ良くは。

「あの、それでその、早さつ速そくゆーちゃんにお願いがあるのですが……」

「俺に？」

「はい。えっと……」

　しばらくモジモジした後、上うわ目め遣づかいで真紀は言った。

「わ、私のパンツ、見てもらえませんか？」

「……は？」

　あまりにも唐とう突とつな真紀の発言に、部室内の空気が一いつ瞬しゆんにして凍こおりつく。

「見たくない、ですか？」

「いや、それは……」

　真紀がほんのり顔を赤くし、上目遣いで俺を見つめてくる。真紀のような可愛かわいい女の子のパンツ、見たいかと尋たずねられたら、それはもう答えは決まっている。

「うん……見たい」

「本当ですか？　良かったです。では、いきますよ？　三つ数えたら捲めくりますから……」

　スカートの裾すそを摑つかむ真紀。ゴクリ、と俺の喉のどが鳴る。

「さん……に……いち……」

「ストオオオオオオオオオオップ！」

　ゼロがカウントされる直前、俺と真紀の間に里奈が割り込んできた。

「ちょっ、里奈!?　何してんだよ！」

「それはこっちの台詞よ！　女の子のパンツを見ようとするなんて一体どういう神経してんの！　この変態！　スケベ！」

「いやその、真紀が見せてくれるって言うから見ようとしただけで……」

「真紀も真紀よ！　自分からパンツを見せようとするなんてどうしちゃったの!?　小学生の頃ころはそんなキャラじゃなかったでしょ!?」

「だ、だって、こうしないと私の弱味がバラされますので……」

「……えっ？」

　里奈が目をパチクリとさせる。

「ど、どういうことなの？」

「実は、送られてきた手紙には他ほかにも指示があって、学校にいる間は偽装がバレないようにしてください、とか……」

　その場にいた全員がハッとした表情をする。そうだ、プリンから送られてきた手紙である以上、真紀も俺達と同じように何かに偽装するように命じられているはずだ。そのことをすっかり失念していた。

「それで一体何に偽装しろって書かれてあったんだ？」

「……痴ち女じよです」

「えっ？」

「痴女に偽装してください、と書かれてありました」

「はあ!?」

　痴女に偽装しろだって!?　そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！

　しかしこれで真紀が俺にパンツを見せようとしてきた理由がわかった。あれは痴女のつもりだったんだな。それにしても惜おしかった、あと少しで真紀のパンツを……。里奈め、余計な真似まねをしてくれた。

「ですから、ゆーちゃんにはどうしても私のパンツを見てもらう必要があるんです。ちょ、ちょっと恥はずかしいですけど、ゆーちゃんに見られるのなら、私……」
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「おおっ!?」

　もう一度真紀がスカートの裾を摑む。再びチャンス到とう来らい!?　よし今度こそ──

「そりゃあ!!」

　里奈が俺の頭に紙かみ袋ぶくろを被かぶせてきた。真っ暗になる視界。

「おおい何すんだよ里奈！　これじゃ何も見えないだろ！　言っておくが俺は何も疚やましいことは考えてないからな!?」

「寝ね言ごとは寝ねて言いなさいよ！　いかにもイヤらしいこと考えてる顔してたクセに！」

「うっ……！」

　そりゃまあ、この場合イヤらしいことを考えるなと言う方が無理だし。可愛い女の子から「パンツを見てほしい」と言われて無心でいられる男なんてもはや男じゃない。

「真紀も！　ここでは偽装する必要なんてないの！　アタシ達が偽装するのは他の生徒がいる時だけでいいんだから！」

「そ、そうですか……」

　俺が紙袋を外した時には、真紀はスカートから手を離はなしていた。ああ、結局見ることはできず終じまいか……。

「ちなみに今日の私のパンツは花はな柄がらの水色です」

「うわああああああああああ!!」

　やめろやめてくれ！　そんなこと言われたらますます見たくなるだろ!!

「少し黙だまって真紀！　そんな情報いらないから！」

「私は無地の黄色」

「愛香も乗っかるんじゃない!!」

「えっ、これ、もしかして全員言っていく流れなの？　そんな、今日は水色と白色の縞しま模も様ようだなんて恥ずかしくて言えないよう……」

「言っちゃってるから!!　皆みんなちょっとは自重して！　男子が聞いてるのよ!?」

「りーちゃんはどんなの穿はいてるんですか？」

「はあっ!?」

「あと言ってないのは里奈ちゃんだけだよ？」

「里奈、空気読んで」

「うっ……ぐっ……なんでそんなっ……!!」

　部室内が静まり返り、全員が里奈の方を注目する。

「あっ。もしかしてりーちゃん、穿いてないんですか？」

「えっ！　ほ、ホントなの里奈ちゃん!?」

「里奈、なかなか大だい胆たん」

「そんなわけないでしょーが!!」

「じゃあどんなのを穿いてるんですか？」

「い、言わない！　というか言う必要性がまったくな──」

　ピラリ。愛香が忍にん者じやのような動きで里奈の背後に回り、スカートを捲った。

「ふむ。水玉模様のピンク」

「ふふっ。りーちゃんは昔から水玉が好きですよね」

「…………!!」

　顔を真っ赤にして、プルプルと身体からだを震ふるわせる里奈。

「いい加減に……いい加減に……いい加減にしなさあああああああああああい!!」

　そしてとうとうブチ切れたのであった。







　第六章　歓かん迎げいパーティ!?







「それでは真ま紀きとアタシ達の再会アンド真紀の偽ぎ装そう部入部を祝って！　カンパーイ！」

「「「「カンパーイー！」」」」

　真紀が転校してきて初の日曜日。偽装部の部員五人が部室に集まり、真紀の歓かん迎げいパーティが始まった。俺達との再会はともかく偽装部への入部はあまりめでたいとはいえないけど……まあいいだろう。

　テーブルの上には様々な料理やお菓か子し、飲み物が並べられている。先生に見つかったらただじゃ済まないだろうな。

「皆みなさん、今日はこんな私の為ためにパーティを開いてくれて、本当にありがとうございます。もう私、嬉うれしくて嬉しくて。この飾かざりつけも凄すごく苦労したでしょう？　なんとお礼を言ったらいいか……」

「いいわよお礼なんて。これくらいどうってことないわ！」

　昨日はみんなで丸一日かけて部室の飾りつけにいそしんだ。結構大変だったが真紀も喜んでくれてるし、頑がん張ばった甲か斐いがあったな。

「このパーティを企き画かくしてくれたのはりーちゃんですか？」

「そうよ！」

「本来ならサプライズパーティにする予定だったんだけどな。里り奈ながパーティに関するメールを間ま違ちがえて真紀に送ったりするから……」

「う、うるさいわよ悠ゆう人と！　高校生にもなってサプライズパーティなんてやっても寒いだけだから別にいいの！」

「はあ……まあいいけど」

　それから俺達は料理やお菓子を食べつつ、モノマネ大会をやったりビンゴゲームをしたり、時が経たつのを忘れるくらい楽しんだ。

「それじゃ次のイベントに移るわよ！　みんな自分のアルバムは持ってきてるわね？」

「ああ。お前から必ず持ってこいってメールがあったからな。で、アルバムで何をするつもりなんだ？」

「だいたい想像つくでしょ。みんなでアルバムを見せ合いっこするの。題して『過去の自分をさらけ出して更さらに交流を深めよう大会』よ！」

「わー、面白そうです！」

　パチパチと手を叩く真紀。過去をさらけ出す、か。そうは言っても俺の中学時代の黒歴史は絶対さらけ出すわけにはいかない。アルバムは持ってきたものの、少しでも名めい探たん偵ていヴァールハイトを連想させるような写真は予あらかじめ取り除いてある。

（俺の過去を知っていながらこんな提案するなんて、良い性格してるな里奈は）

（別にいいじゃない。この際だしみんなにも悠人の中学時代のこと知ってもらったら？）

（ふざけんじゃねえ！）

（ふふっ、冗談よ。中学時代の写真は抜いてきたんでしょ？　なら問題ないじゃない）

（ったく……）

　他ほかの三人に聞こえないように小声で里奈と会話する。まあいい、準備は万ばん全ぜんだ。俺の黒歴史が露あらわになることは絶対にないと言い切れる。

「それじゃ全員、アルバム出して！」

　皆それぞれ鞄からアルバムを取り出し、適当に回していく。

「わあ！　幼よう稚ち園えんの頃ころの美み雪ゆきさん、とっても可愛いですね！」

「そ、そうかな？　ありがとう……」

「身長はこの頃ころから五センチくらいしか伸のびてないように見える」

「あんまりだよ愛あい香かちゃん!?」

「あら、真紀の写真少ないわね？」

「小さい頃の私は極度の引っ込み思案で、写真を撮とられるのも嫌いやがってたので……」

「ああ、そう言えばそうだったわね」

「へー、愛香の小さい頃ってこんなんだったんだな」

「それは私の双ふた子ごの姉」

「えっ、愛香って姉妹いたのかよ!?　じゃあお前はどれなんだ!?」

「冗談。私は生きつ粋すいの一人っ子」

「……意味のない噓うそをつくのはやめないか」

　こんな感じで、アルバム披ひ露ろう大会はまずまずの盛り上がりを見せる。

「ふふっ」

　すると俺のアルバムを見ていた美雪が小さな笑えみをこぼした。

「なに笑ってるんだ美雪？」

「里奈ちゃんと悠人くんって本当に仲が良いんだなー、と思って。ほとんどの写真に二人が写ってるんだもん」

「えっ!?」

　里奈が動どう揺ようする一方、俺は「なんだそんなことか」と安あん堵どしていた。一いつ瞬しゆん俺の名探偵時代の写真が残っていたのかと焦あせってしまった。まあアルバムは軽く十回は見直したし、そんなことは有り得ないんだけども。

「美雪、私にも見せて」

「私も見たいです！」

「うん、はい」

　美雪が皆みなに見えるように俺のアルバムをテーブルの上に広げた。里奈と一いつ緒しよに宿題をしてる写真、公園で遊んでる写真、車の中ではしゃいでいる写真。美雪の言う通り、必ずと言っていいほど俺と里奈は一緒に写っていた。

「さすが、幼おさな馴な染じみ」

「どの里奈ちゃんも凄すごく楽しそうだね」

　皆が俺のアルバムに注目する中、里奈がズイッと俺に顔を近づけてきた。

（ちょっと悠人！　どうせならアタシが写ってる写真も一緒に外しなさいよ！　なんか恥はずかしいでしょ!?）

（別にいいだろあれくらい。つーかそれ全部外したら皆に見せる写真が無くなるっての）

　それほどまでに俺単体の写真は少ないのである。

「あ、この写真には真紀ちゃんも写ってるね。これは何をしてる写真なの？」

　美雪が指差した写真には、俺、里奈、真紀の三人が写っており、何やら派手な格好でステージに立っていた。

「えーっと……あれ、何の写真だろ？　俺にもわからん」

「忘れたの？　小学四年生にやった劇の写真でしょ」

「ああ！　そういやそんなことやったなー。よく覚えてるな里奈」

「忘れる方がどうかしてるわよ。アタシ達三人とも主役だったじゃない」

「確か全学年のクラスがそれぞれ劇をやって、どの劇が一番か競きそってましたよね」

「そうそう！　それでアタシ達のクラスが一位を獲とったのよね！」

「懐なつかしいですね。この頃の私は引っ込み思案でしたけど、この時ばかりは全力で取り組んだことを覚えています」

「真紀の演技、凄く上手だったもんね」

「りーちゃん程ほどじゃありませんよ。私達のクラスが一位を獲れたのだってりーちゃんの演技力のおかげと言っても過言ではありませんでしたし」

「や、やめてよ、照れるじゃない」

　劇の話で盛り上がる二人。俺はぼんやりとしか覚えてないので微妙に参加できない。

「あ、劇といえば私も一度だけ主役をやったことあるよ」

「私もある」

「え、美雪と愛香も？」

　すごい偶ぐう然ぜんだな。部員の全員が劇の主役を経験したことがあるというのは演劇部でもなかなかないだろう。まさかプリンが俺達五人に目をつけたことに何か関係が……？　いや、さすがに考えすぎか。

「きゃっ……」

　すると俺のアルバムの続きを見ていた美雪が、突とつ然ぜん小さな悲鳴を上げて両手で自分の目を覆おおった。

「どうした美雪？」

「こ、この写真が、ちょっと過激で……」

　美雪が指差した写真──それは里奈が俺の身体に思いっきり抱だきついて、ほっぺにキスをしてる写真だった。

「きゃあああああ!!　な、何よこれ!?　アタシこんなことした覚えない!!」

　俺は覚えてるけどな……。確か小学校五年生の頃だろう。さすがにこれは取り除いておくべきだったかもしれない。

「これは、えっと、そう、合成写真よ！　一体いつこんなの作ったの悠人!?　悪あく趣しゆ味みにも程があるわ！」

「俺にそんな技術力ねーよ！」

「とにかくこんなものは没ぼつ収しゆうよ、没収！」

　里奈はアルバムからその写真を抜ぬき取り、自分のポケットの中に入れてしまった。

「小さい頃のりーちゃんはゆーちゃんが側そばにいないとすぐ泣いてましたもんね。寝ねる時はりーちゃんはゆーちゃんの家に毎日泊とまって、ゆーちゃんの布ふ団とんに潜もぐり込んだり……」

「真紀！　捏ねつ造ぞうするのはやめなさい！」

「私は噓はついてないですよ？」

「そっか。この頃から里奈ちゃんは悠人くんにベッタリだったんだね」

「ちょっ……その言い方はやめてよ美雪！　まるで今でもアタシが悠人にベッタリしてるみたいじゃない！」

　この里奈の発言に、女子三人が「え？」という顔をした。

「りーちゃん、自覚なかったんですか？」

「なっ!?　ど、どういう意味よ!!」

「ふふっ。里奈ちゃん、すごく顔赤いよ？」

「これはその、部屋が暑くて……」

「里奈、往おう生じよう際ぎわが悪い」

「っ……!!」

　皆にいじられまくり、わなわなと身体を震わせる里奈。

「誰だれが……誰が……!!　誰がこんな奴やつ──!!」

「あ、おい!?」

　この場にいることに耐たえられなくなったのか、里奈は凄い勢いで部室から飛び出していった。が、三十秒くらいでまた戻もどってきた。

「あーもう走ったら喉のど渇かわいた！」

　里奈はまだ誰も手をつけていないペットボトルの蓋ふたを開け、紙コップの中になみなみと注いでいく。叫さけんだり走ったり、色々と忙いそがしいな。

「悠人」

「ん、なんだ愛香」

「私の幼い頃の写真を見て感想を一言」

「感想？　んー……」

　なんでそんなこと聞くんだと思いつつ、俺は改めて愛香のアルバムに目を通す。

「そうだな、日本人形みたいで可愛かわいいと思うぞ」

「……あまり褒ほめられてる気がしない」

「そう言うなって。あと思ったことは……一人で写ってる写真が多いな」

　俺のアルバムとは対照的に、愛香のアルバムは誰かと写ってる写真というものがほとんど存在しなかった。

「私は小さい頃から誰かと接するというのが凄く苦手だった。だから一緒に写真に写ってくれる友達もあまりいなかった」

「あっ……」

　いかん、なんか触ふれてはいけないところに触れてしまったような……。

「す、すまん愛香」

「謝る必要なんてない。昔の話。それに……」

　室内を見回す愛香。

「今が楽しければ、それでいい」

「……！」

　微笑ほほえむ愛香を見て、俺も釣つられて頰ほおが緩ゆるんでしまう。そうだよな、大切なのは今だ。

「ん？　これは……」

　美雪のアルバムを見ていた俺は、とある写真の裏にもう一枚別の写真が挟はさまっていることに気づいた。なんだか気になったので、俺はそれを取り出してみる。

「えっ!?」

　一瞬自分の目を疑った。その写真には不良にしか見えない男女が大勢写っており、なんとその中心には美雪本人と思われる人物がいたからだ。

「きゃあああああ!!」

　悲鳴を上げながら、俺からその写真を取り上げる美雪。そんな美雪に全員が注目する。

「どうしたんですか美雪さん、いきなり叫んだりして……」

「えと、その……。ゆ、悠人くんちょっと！」

「あ、おい!?」

　美雪は俺の腕うでを摑つかむと、信じられない勢いで部室の外へ飛び出す。そのまま俺は屋上まで連行された。

「うう、全部処分したはずなのに、まだ残ってたなんて……」

　俺の目の前で恥ずかしそうに顔を覆う美雪。

「美雪、今の写真は？　ただのコスプレには見えなかったけど」

「そ、それは……」

「言っておくが合成写真とか双ふた子ごの姉とかいう言い訳はナシだからな」

「…………」

　俯うつむく美雪。しばらくして美雪はどこか諦あきらめた表情で顔を上げた。

「実は私、中学生の頃ころ、不良グループのリーダーだった時期があったの」

「……へ？」

　美雪のこの言葉に、俺は間の抜けた声しか出せなかった。

「す、すまん美雪。もう一度言ってくれないか？」

「私ね、中学生の頃、不良グループのリーダーだった時期があったの」

　どうやら聞き間ま違ちがいではないらしい。

「不良!?　噓うそだろ!?」

　お菓か子しの国からやってきたと言われても違い和わ感かんのない雰ふん囲い気きの美雪が元不良!?　しかもリーダー!?

「で、でも自分から望んで不良になったわけじゃないよ？　中学に入学したばかりの頃に怖こわい人達に絡からまれちゃって、それで思わず倒たおしちゃったの。そしたら実はその中の一人が中学を仕切っている一番強い不良で、それから他ほかの不良の人達にやたら尊敬されるようになって、後は成り行きで……」

「美雪が不良を倒した？　はは、それはさすがに冗じよう談だんだろ」

　とてもじゃないが美雪にそんな力があるとは思えない。多分カメと喧けん嘩かしても負けるんじゃないだろうか。

「う、噓じゃないよ!?　本当だよ!?」

「じゃあ不良を倒せる程の力があるのか、見せてもらおうじゃないか」

　俺は内心馬ば鹿かにしつつ、美雪に右手を差し出した。

「試ためしに俺の手を全力で握にぎってみてくれ」

「……いいの？」

「ああ。遠えん慮りよはいらないからな」

「わ、わかった」

　メキメキメキメキ。

「ぎゃあああああああああああああああ!!」

　骨が!!　手の骨があああああ!!

「わあああっ!?　だだだ大だい丈じよう夫ぶ!?　悠人くんが全力で握ってって言ったから！」

「あ、ああ、大丈夫……」

　視界を涙なみだで滲にじませながら、手にフーフー息を吹ふきかける。なんつー握あく力りよくだ。こんだけの力があるなら不良を倒してもなんら不思議ではない。この見た目でこの力、なんというギャップだ。

「それじゃもしかして、この間の万引き犯を倒したのって美雪か？」

「……うん」

　そうだったのか。突然気を失うなんておかしいとは思っていたが、これであの時の謎なぞは解けた。あの時は美雪が万引き犯を……。

「どうして今まで隠かくしてたんだ？」

「だってこんな力があるなんて知られたら、絶対みんなから引かれちゃう……」

「そうか？　むしろ尊敬されると思うけどな、俺は」

　特に万引き犯を倒した時なんて、自分がやったと正直に言っていればみんなから褒め称たたえられただろうに。

「悠人くんは男の子だからそう思うんだよ……」

「……ま、そこらへんは難しい問題かもしれないな。それでさっきの話の続きは？」

「あ、うん。不良のリーダーにさせられた私だったけど、そんな学校生活に耐えられるわけもなくて、中学一年生の秋に他の学校に転校したの。だけどまた同じことの繰くり返しになるのは絶対嫌いやだったから、そこではできるだけ目立たないよう、皆と距きよ離りを置いて過ごすようにしてた。そんな生活をずっと続けてたら、人と普ふ通つうに接する方法までわからなくなっちゃって、段々人と話すのが苦手になって……」

　それで今の美雪が出来上がった、というわけか。

「それじゃ美雪がプリンに握られてる弱よわ味みというのも……」

「……うん」

　小さく頷うなずく美雪。美雪も俺と同じく中学時代に黒歴史を抱かかえているわけか。にしても美雪が元不良かあ。本人の口から聞いた今でも、未いまだに半信半疑な自分がいた。

「あっ！　こ、このことはみんなには内ない緒しよだからね!?」

「ああ、言われなくてもわかってる。それじゃ部室に戻るか」

　美雪の写真の処分洩もれというミスにより、俺は彼女の意外すぎる過去を知ることになった。俺のアルバムは大丈夫だよなという不安に駆かられつつ、俺は屋上を後にした。

「どこに行ってたんですかゆーちゃん！　大変なんです！」

　俺と美雪が部室に戻るやいなや、真紀が血相を変えて俺の所に駆け寄ってきた。

「どうした、何かあったのか？」

「りーちゃんが大変なんです！」

「里奈が？」

　テーブルの方に目をやると、そこには里奈が両りよう腕うでを枕まくらにしてテーブルに顔を伏ふせていた。

「さっきまで元気だったんですけど、突とつ然ぜん気絶したみたいになって……」

「はしゃぎ疲つかれて眠ねむってるだけなんじゃないか？」

「だといいんですけど……」

「おーい里奈、起きろー」

　里奈の頭をペチペチ叩たたいてみたものの、一いつ切さいの反応がない。美雪も不安そうな表情で里奈を見つめる。

「里奈ちゃん、大丈夫かな……」

「心配いらないだろ、なんせ里奈だし」

「とりあえず葬そう式しきの手配をしよう」

「愛香は気が早すぎだ！」

　俺の知る限りでは、里奈が風邪かぜを引いたり熱を出したりしたことは一度もない。まさに健康の塊かたまりみたいな女の子だ。日本にウイルスがバラ撒まかれたとしても里奈一人だけはケロッとしていることだろう。

「あっ」

　すると真紀が何かを思い出したように声を上げた。

「ゆーちゃん覚えてますか？　小学生の頃にゆーちゃんとりーちゃんが開いてくれた私の誕生日パーティのこと」

「ん？　そりゃ覚えてるけど」

「あの時にも、こんなことがあったような気が……」

「……あっ」

　俺にもその時の記き憶おくが呼び起こされる。それと同時に、俺の額からは嫌な汗あせが大量に噴ふき出てきた。いや、まさかな。そんなことあるはずがない。そう何度も自分に言い聞かせながら、俺は改めてテーブルの上に目を移した。

「げっ！」

　一本のペットボトルが目に入る。俺の嫌な予感は見事に的中していた。

「……なあ美雪」

「何？」

「確か飲み物担当は美雪だったよな……？」

「あ、うん。悠人くんから言われた通りのジュース類を買ってきたよ」

「じゃあ、これは何だ……？」

　俺は震ふるえる指先でそのペットボトルを指した。

「え？　ただのカロピスだよね？」

「いや違ちがう、これは〝カロピス〟じゃない。〝カロピスソーダ〟だ」

「……あ、本当だ。見た目がそっくりだから間ま違ちがえちゃった。あはは」

「あははじゃねーよ！　どうしてくれるんだ、取り返しのつかないことになっちまったじゃねーか！」

「え……？」

　頭上にクエスチョンマークを浮うかべる美雪と、その隣となりで首を傾かしげる愛香。カロピスソーダということは、この飲み物にはもれなく炭酸が入っている。ということはつまり……。

「ゆーちゃん、これはもしかして……」

「ああ……」

　幼おさな馴な染じみの俺と真紀しか知らない、里奈の特性。以前少しだけ里奈との会話の中に出てきたが、里奈は炭酸が含ふくまれた飲み物を口にすると──いや今は吞のん気きに説明してる場合じゃない。

「と、とにかくここから逃にげ──うおっ!?」

　ドン、と俺の脇わき腹ばらに何かがブツかってきた。里奈だ。いつの間にか意識を取り戻もどしていやがった。その衝しよう撃げきで俺は里奈と共に床ゆかに倒れ込む。

「えへへ……悠人……」

　酒に酔よっ払ぱらったような里奈が、俺の身体からだに抱だきついてくる。時既すでに遅おそしなので説明すると、里奈は炭酸を飲むと別人のように豹ひよう変へんしてしまう。だから美雪には炭酸の含まれていないジュースを指示していたわけだが……。

「お、おい！　離はなれろ里奈！」

「ん……ヤだ……」

　くっ、なんて力だ。抜ぬけられる気がしない。

　ちなみにこの状態の里奈を俺は「痴ち女じよモード」と呼んでいて、しかも毎回標的は何故なぜか俺。この里奈を見るのは小学生の頃に開いた真紀の誕生日パーティ以来だ。これも前に会話の中に出てきただろう。

「悠人……大好き……」

「うっ!?」

　里奈が少しずつ顔を近づけてくる。

「ねえ悠人……キスしていい……？」

「はあ!?」

「ほっぺとかじゃなくて……ちゃんと口に……」

「い、いや、ダメに決まってるだろ!?」

「ん……ダメって言われると余計にしたくなる……」

「ちょっ……！」

　冗談じゃないぞ、ファーストキスがこんな形になるなんていくら里奈でもゴメンだ！　しかし里奈が止まる気配は一切ない。おいおい噓うそだろ、このままだと本当に……。ああ、あと三センチ、二センチ、一センチ──

「そんなことはさせません!!」

　すかさず真紀が俺と里奈の間に向かって下した敷じきを投げた。

「んー……」

　下敷き越ごしに俺に唇くちびるを押しつける里奈。なんとか直接のキスは回かい避ひすることができた。グッジョブ真紀。だが状じよう況きようが好転したわけではない。

「これ以上の不ふ埒らちな行こう為いは私が許しません！　二人とも離れてください！」

　真紀が俺の腕うでを引っ張るが、それでも里奈は俺の身体に抱きついたまま。

「えへへ……悠人……」

「ちょっ、やめ……！」

　続いてスリスリと頰ほおずりをしてくる里奈。これが思いの外気持ちいいから困る。

「お、おいそこの二人！　傍ぼう観かんしてないで真紀を手伝えよ！」

「里奈、ファイト」

「頑がん張ばって里奈ちゃん！」

　なんで応おう援えんしてんだこいつら!?

「ん……なんか暑い……」

「うわっ!?」

　なんと今度は上着やシャツを脱ぬぎ始めた。間もなく露あらわになる里奈の水色のブラ。さらにはそのブラまでも外し始め──

「お、おいやめろ里奈！　これ以上は……うわあああああ!?」

　俺の目の前に、二つの柔やわらかそうな小山が現れた。それぞれの頂点には小さくて丸いピンク色のものが存在感を示している。里奈の、生の胸。この目で見るのは小学生以来。

「きゃああああああっ！　ゆーちゃん見ちゃダメです！」

　真紀が俺の目を両腕で覆おおい隠し、必然的に真紀の胸が俺の後頭部に押しつけられる。前にもおっぱい、後ろにもおっぱい。もうどうにかなりそうだ。

「ねえ悠人……アタシと……○○○○しよ……？」

　ピシッ。

　室内の空気に亀き裂れつが入る。とうとう飛び出してはいけない単語まで飛び出してしまった。

「…………」

　先さき程ほどまでこの状況をどうにかしようとしていた真紀だったが、里奈がこの単語を言い放った途と端たん、無言で俺のもとから離れた。

「お、おい真紀？　どうしたんだ？」

「……ごめんなさいゆーちゃん。私、これ以上はついていけません」

「え？」

　真紀が愛香と美雪の方に向き直る。

「愛香様、美雪さん、三人でどこかお出かけしませんか？」

「賛成」

「う、うん。ここに居ても邪じや魔まだろうし……」

「ちょっと待てそこの三人！　俺を助けようとは思わ──」

　バタン。部室のドアが閉まる。み、見捨てられたあああああ！

「悠人は……するのは初めてだよね……？」

「はあっ!?」

「アタシも初めてなの……お互たがいわからないこともあるだろうけど……そこは二人で探さぐり合いながら……」
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「な、何言ってんだ!?」

「ほら……悠人も早く……アタシそろそろ限界だから……」

　里奈が自分のハーフパンツに手をかける。やばい、やばいやばいやばい！

「目を覚ませ里奈あああああああああああ!!」

「…………！」

　俺の全身全ぜん霊れいを込めた叫さけびが届いたのか、ピタリと里奈の動きが止まる。その目も徐じよ々じよに本来の色を取り戻していった。

「あ、あれ？　アタシ、一体何を……？」

「おお、やっと正気に戻ったか！」

　良かった、本当に良かった。危あやうく童どう貞ていを卒業するところだった。

「え？　なに、これ？　なんでアタシ、上じよう半はん身しん裸はだか……」

　里奈が自分の今の姿と俺の顔を交こう互ごに見比べる。そしてみるみるうちに真っ赤になっていく里奈の顔。

「いやああああああああああ!!」

　里奈の叫び声が、学校中に響ひびき渡わたった。







　第七章　真紀とデート!?







　翌朝、月曜日。通学路を歩く俺と里り奈な。里奈は昨日のショックからまだ立ち直れないでいるようだった。

「大だい丈じよう夫ぶか、里奈」

「大丈夫なわけないじゃない。だって、アタシの胸が、悠ゆう人とに……」

「うっ……」

　昨日の出来事が思い起こされる。形、色、大きさ。そのすべてが鮮せん明めいに俺の脳内メモリーに保存されることになってしまった。

「ああ、恥はずかしくて死にそう……」

「言っておくけど、俺は何も悪くないからな？」

「そんなのわかってるわよ。悪いのはアタシの体質。ホント、なんで炭酸飲んだらああなっちゃうんだろ……」

　はあ、と溜ため息いきをつく里奈。ここまで落ち込んでる里奈は久々に見る。無理もないよな、女の子にとって男に胸を見られるというのはすごく屈くつ辱じよく的なことだろうから。

　反省点としては、俺も里奈もちゃんと飲み物に炭酸が含ふくまれていないか念入りにチェックしておくべきだった。ここ数年その「痴女モード」は発動していなかったので、今回はすっかり油断していた。

「ま、まあ元気出せって。里奈の胸、なかなかのものだったし……」

「フォローになってない！　セクハラで訴うつたえるわよ!?」

「……すみません」

「まあでも、不幸中の幸いだったかも……」

「ん、どういう意味だ？」

「見られたのが悠人で良かったってこと。もし他ほかの男子に見られてたらと考えると、ショックで死んでたかも……」

「えっ!?　それって俺になら見せても構わないってこと──」

「そんなわけないでしょこの変態！」

「ですよねー……」

「はあ。愛あい香かと美み雪ゆきにも見られちゃったし、もしこのことが広まったりしたら……」

「その点なら心配ないだろ。あの二人が人の秘密を言いふらすように見えるか？」

「それはわかってるんだけど……」

「一応メールでも釘くぎは刺さしておいたし大丈夫だって。あまり友達を疑うのは良くないぞ」

「そ、そんなこと言われるまでもないわよ！」

「そっか。ならいい」

　どこかきまりの悪い顔をする里奈を見て、俺は小さく笑った。

「ゆーちゃん！　りーちゃん！」

　すると背後から俺達を呼ぶ声がした。この呼び方をするのは一人しかいない。振ふり返ると、案の定真ま紀きがこちらに向かって走ってきていた。

「おはようございます」

「おう、おはよう」

「おはよう真紀」

　挨あい拶さつを交かわす俺達。ちなみに真紀は小学生の頃ころとは違ちがい、今は学校から数キロ離はなれたマンションで暮らしているそうだ。いつかお邪魔させてもらおうかな。

「その……あの後どうなりました？　やっぱり二人は一線を越こえて──」

「ないから！　何事もなかったってメールで伝えただろ!?」

「そ、そうよ！　誰だれがこんな奴やつと！」

「ふふ、ごめんなさい。もしかしたらメールでは噓うそをついてるんじゃないかと思って尋たずねてみたのですが、二人の反応を見る限り本当に何もなかったみたいですね。安心しました」

「ったく……」

「ところでゆーちゃん。早さつ速そくで悪いのですが……」

「ん？　なんだ──ってうおっ!?」

　真紀が突とつ然ぜん、俺の左ひだり腕うでに抱だきついてきた。口から心臓が飛び出しそうになる。

「ちょ、ちょっと真紀!?　いきなり何してんのよ!?」

「だって私、痴ち女じよに偽ぎ装そうしないといけないですし。こんなことをしたりすれば痴女っぽいかなと思いまして……」

　頰を赤らめながら、さらに身体からだを寄せてくる真紀。

「お、おい真紀、これ以上はやばいって……」

「あ、心配しないでくださいゆーちゃん。私はゆーちゃんの前だけ痴女になりますから。他の男の人にこんなことはしません。ゆーちゃん限定の痴女です」

　いやそんな心配してねえ！

「だ、ダメダメダメ！　二人とも離れて！」

「ごめんなさいりーちゃん、それはできません。私も弱よわ味みをバラされたくないのです」

「それでもダメ！　だって悠人はアタシの……か、彼氏なんだから！」

「……彼氏？」

　ピタリと真紀の足が止まる。

「もしかして、二人は付き合ってるんですか？」

「いや違うぞ!?　彼氏という設定！　里奈はリア充じゆうに偽装しないといけないから、リア充度を上げる為ために俺が彼氏役になってるんだよ！」

「ああ、そうだったのですね。ビックリしちゃいました」

　ホッと息を吐つく真紀。まったく里奈の奴、誤解を招くような言い方はやめろよな。

「設定なら別に問題ないですよね。それじゃゆーちゃん、このまま行きましょう」

「え!?　いやそれは……」

「うぐぐぐぐ……！　だ、だったらアタシも！」

　すると里奈が俺の右みぎ腕うでに抱きついてきた。

「里奈!?　お前まで何してるんだよ!?」

「別にいいじゃない！　この間だってしたでしょ!?　それとも何、真紀が抱きつくのはいいけどアタシはダメって言いたいの!?」

「そういうわけじゃ……」

「りーちゃん、離れてあげてください。ゆーちゃん困ってますよ？」

「嫌いやよ！　ていうかそれなら真紀が離れてあげればいいじゃない！」

「それはできません。先さき程ほども言いましたが、私は痴女に偽装しなければいけませんので」

「アタシもリア充で悠人の彼女なんだから抱きつく権利はあるわ！」

「だけど私の方が先にゆーちゃんに抱きつきました。早い者勝ちです」

「そんなの関係ないでしょ!?」

　二人から腕うでを引っ張られる俺。なんだろう、この嬉うれしいような苦しいような状じよう況きようは。すると周囲からヒソヒソ声が聞こえてきた。

「おい、なんだあれ」

「あいつ、一人じゃ飽あき足らず転校生にまで手を出したのか」

「うわ、最低ね」

「憎にくい……」

「後であいつの靴くつに小型爆ばく弾だんを仕し掛かけておくか」

　俺、今日死ぬかも……。




　波乱の登校を終え、俺は昇降口で靴を履はき替かえようとしていた。里奈と真紀はひとまず休戦ということになり、さっき二人で仲良くトイレに向かっていった。そこはさすが幼おさな馴な染じみ、争いから仲直りまでが異様に早い。

「……ん？」

　靴箱を開けると、そこに一枚の封ふう筒とうが入っていることに気づいた。これで四度目、プリンからの手紙だ。つーか毎回靴箱に入れるのやめてくれねーかな。頭ではラブレターじゃないとわかっていても一いつ瞬しゆんドキッとしちゃうんだよ。

　とりあえず俺は人目につかない場所まで移動し、その封筒を開ける。中には二枚の手紙が入っていた。




『大たい河が悠人くんへ。プリンです。どうやら未いまだに私の正体を暴あばくことはできていないようですね。正直ガッカリしました』




　最初に目に入ったのはこの文章。相変わらずむかつく野や郎ろうだが、実際その通りだった。今のところプリンの手て掛がかりは何も摑つかめていない。せめて向こうから何かヒントをくれればいいのだが、そんな馬ば鹿かなことはしないだろう。




『そこで私の正体に関する二つのヒントを授さずけたいと思います』




　はいはいヒントね──ってなにぃ!?　ヒントをくれるだと!?　何なんだコイツ、どうして自分が不利になるようなことを……!?

　だがまあいい。これをキッカケにこいつの正体を突つき止めることができればそれでいい。俺は二枚目の手紙に目を移した。




『ヒント１：陰いん部ぶと葬そう儀ぎ、逆転の発想が二つを結び、一つのズレが真実を導く』




　ふむふむ、一つのズレが真実を導く──って、これって俺の名めい探たん偵てい時代の決め台詞ぜりふじゃねーか!!　こんなもんをヒントに利用しやがって！　どこまで俺を侮ぶ辱じよくすれば気が済むんだこいつは……!!

　しかしこのヒント、ハッキリ言って意味不明だ。つーか陰部って何だよ、絶対ふざけてるだろコイツ。これは名探偵を名乗っていた俺を試ためしていると見ていいのか？

　まあいい、とりあえず二つ目も見てみよう。二つ目のヒントは……。




『ヒント２：私は偽装部の部員の中にいます』




「なっ……!?」

　これを目にした途と端たん、俺はハンマーで頭を打たれたかのような衝しよう撃げきに襲おそわれた。

「噓……だろ……」

　思わず膝ひざからくずおれそうになる。里奈、真紀、愛香、美雪。この四人の中に、俺達をこのような目に遭あわせて楽しんでいる張本人、プリンがいる……!?　以前俺が馬ば鹿か馬ば鹿かしいと切り捨てた推測は当たっていたというのか……!?




「…………」

　同日の夕方。学校から帰宅し、俺は部屋のベッドで仰あお向むけになっていた。そして改めて今朝けさの手紙に目を通してみる。

　俺達の中に犯人……。もしそれが本当だとしたら、皆みなでバイトをした時も、部室で真紀の歓かん迎げいパーティを開いた時も、そいつは表面では笑え顔がおを見せつつ、内心では俺達のことを嘲あざ笑わらっていたことになる。まさか、そんな……。

「……くそっ」

　何を考えてるんだ俺は。俺達の中にプリンがいる？　そんなことあるはずがない。今朝里奈に「友達を疑うのは良くない」と言ったばかりじゃないか。これはプリンが俺達を陥おとしいれるために仕組んだ罠わなだ。そうだ、そうに違いない。

　すると机の上で俺の携けい帯たいが震ふるえ出した。里奈が何か伝え忘れたのだろうかと思って携帯を開くと、真紀からの電話だった。

『もしもしゆーちゃん？　こんばんは』

「こんばんは。何か用か？」

『はい。えっと、ですね……』

「…………」

『きょ、今日は良い天気でしたね！』

「!?　おう……」

　確かに良い天気だったけども。

『知ってましたかゆーちゃん、人間って右脳より左脳の方が大きいらしいですよ！』

「!?　へえ……」

　確かに知らなかったけども。

「そんなことを言うためにわざわざ電話してきたのか？」

『い、いえ違います！　それが、えっと……』

「……？」

　なんかさっきから様子が変だな。声もどことなく緊きん張ちようしているような気がする。すると電話の向こうでスーハーと深呼吸をする音が聞こえてきた。

『明後日あさつての日曜日、時間空いてますか!?』

「うん、空いてるぞ」

『そ、それじゃ明後日、私と一いつ緒しよにお出かけしませんか!?』

「え？　ああ、別にいいけど」

　断る理由もないので俺はそう答えた。

『本当ですか!?　ああ、よかったです。断られたらどうしようとドキドキしちゃいました。あと少しで心臓が破は裂れつしてたと思います』

「そんなに!?」

　小さい頃ころはよく一緒に遊んだ仲だし、そこまで緊張することないのに。さっき様子がおかしかったのはこれが原因だったのか。

「あ、そうだ。後で里奈達にも声をかけとこうか？　大勢で遊んだ方が楽しいだろうし」

『それはダメです！』

「どうしてだ？」

『えっと、ゆ、ゆーちゃんと二人っきりじゃないとダメなんです』

「……？　そうか、わかった」

　真意はわからないが、真紀がそうしたいならそうしよう。それから時間と場所を話し合って決め、俺は携帯を閉じる。

　とりあえず日曜はプリンの手紙のことは一いつ切さい忘れて、真紀との時間を楽しむとしよう。俺はそう心に決めた。




　日曜日。昨日の夕方は雨だったのでどうなることやらと心配したが、本日は雲一つ無い青空が広がっていた。

　午前八時五十分、俺は待ち合わせ場所である駅前に着いた。まだ約束の時間の十分前だが、そこには既すでに真紀が来ていた。

「すまん真紀、待たせたか？」

「いえ、私も今来たところです」

「そうか、よかった……。ちなみにどれくらい待ってたんだ？」

「んーと、一時間くらいだと思います」

「全然今来たところじゃねえ！」

「一度言ってみたかったんです、私も今来たところって。定番でしょう？」

　今の意味を辞書で調べてくれと言いたい。

「にしても一時間前は早すぎじゃないか？　こちらとしてもなんだか申し訳ない気持ちになるというか……」

「ゆーちゃんと一秒でも早く会いたくて、気がついたら家を出ちゃってたんです」

「そ、そうか……」

　思わず顔が熱くなってしまう。建前で言ってるだけだとわかっていても、女の子からそんなことを言われたら勘かん違ちがいしそうになる。

「…………」

　俺は改めて真紀の姿を見てみる。胸むな元もとが大だい胆たんに開いたシャツに、思わず下着かと勘違いしそうになるくらい短いズボン。なんだか目のやり場に困ってしまう。

「どうしましたゆーちゃん？」

「あ、いや、随ずい分ぶん刺し激げき的な格好だなと思って」

「やっぱりそう思いますか？　このファッションは〝ある人〟のアドバイスを取り入れたものなんです。ちょっと恥はずかしいですけど、男の人と出で掛かけるならこれくらい露ろ出しゆつを増やさなきゃダメだって言われました」

　少しモジモジしながら話す真紀。

「変……ですか？」

「そんなことはない。凄すごく似合ってると思うぞ」

「本当ですか？　嬉うれしいです！」

　これはお世辞ではなく俺の素す直なおな本音だった。〝ある人〟が誰だれかはわからないが、その人にはグッジョブという言葉を贈おくらざるを得ないだろう。

「それじゃ、まずは適当に歩きませんか？」

「ああ、そうだな──ってうわっ!?」

　この間の登校時のように、真紀がピタリと俺の身体からだに寄り添そってきた。しかも今回は真紀の服装の関係でほぼダイレクトに胸が腕うでに押しつけられる。

「ちょっ、何してんだ真紀!?」

「理由はこの前と同じです。私は痴ち女じよという設定ですから、これくらいしないと……」

　頰ほおを赤らめつつ、上うわ目め遣づかいでそう言ってくる。ダメだ、可愛かわいい。

「ぎ、偽ぎ装そうするのは学校の生徒が見てる時だけでいいんだって」

「もしかしたら歩いてる途と中ちゆうにばったり会うかもしれないじゃないですか。そうでなくても普ふ段だんから練習しておかないと、いざという時にボロが出るかもしれませんし」

「それは、まあ……」

「というわけで、このまま行きましょう」

「……ああ」

　頼たのむから最後までもってくれよ、俺の理性と心臓。

「にしても本当に積極的になったよな、真紀は」

「自分を大きく変えなければ、りーちゃんには勝てないと思いましたので」

「……里奈と何か勝負でもしてたのか？」

「現在進行形で勝負中です。まだ決着はついてなくて、今のところ私の方がちょっと劣れつ勢せいですけど、最後には必ず勝ちたいと思っています」

「へえ……まあ頑がん張ばれよ。何の勝負をしてるのかはわからないけど」

「はい、頑張ります」

　その声にはいつもより力が入ってるような気がした。まあでも、積極的になるのはいいことだしな。

「そんじゃ、最初はどこに行こうか」

「そうですね……あっ、私行きたいお店があるんですけどいいですか？」

「ああ。真紀の行きたい所ならどこでもいいぞ」

「ふふっ。そう言ってもらえると嬉しいです」

　真紀の行きたい所、か。俺の予想が正しければ多分あの店だろう。

「痛っ……」

「ん？　どうかしたか真紀？」

「い、いえ！　なんでもないです！」

「……？」

　それから真紀に先導されること数十分。

「着きました、ここです！」

　目を星のように輝かがやかせる真紀。そこは俺の予想通り、トレーディングカードゲームやアニメのフィギュアなどを扱あつかってるお店、『ミラクルキングダム』だった。

　小学生の頃の真紀はオタクと呼ばれるほど大のカードゲーム好きで、俺も休みの日にはよく対戦に付き合わされていた。この店にも何度も足を運んだものだ。どうやら五年経たった今でもその趣しゆ味みは健在のようである。

「やっぱりまだ続けてたんだな、カード」

「もちろんです！　この五年間で私は大きく変わりましたけど、こればっかりは変えられません！　ちなみにデッキも持ってきました！」

　はは、今日一番のテンションだな。俺は苦にが笑わらいを浮うかべながら、真紀と一緒に『ミラクルキングダム』に足を踏ふみ入れた。

「ああ、とっても懐なつかしいです！」

「こっちに戻もどってきてからこの店に来るのは初めてなのか？」

「はい、最近は色々と忙いそがしかったのでなかなか時間がとれなかったんです。あ、見てくださいゆーちゃん！『深しん淵えん龍りゆうデストローガ』が六百円で売ってますよ！」

「そ、そうか」

　カードを見て興奮する高一女子（しかもかなり可愛い）という絵え面づらはなんとも言えないシュールさがある。真紀を知る人に見つかったら大変なことになりそうだ。

「おっ」

　奥の方は対戦スペースになっており、長いテーブルが三つ並べられていた。あそこは昔のままなんだな。俺と真紀が対戦して、それを里奈が隣となりで見物する。当時の情景が目の前に浮かび上がってくるようだ。懐かしいな……。

「ところでクラスの人達から聞いたんですけど、ゆーちゃんって今は決闘者デユエリストを名乗ってるんですよね？」

「え？」

「私お仲間が増えてとても嬉しいです！　しかもそれが幼おさな馴な染じみのゆーちゃんだなんて、これ以上の喜びはありません！」

「いや待て！　確かに俺は決闘者デユエリストだけどそれはあくまで設定の話！　本当は決闘者デユエリストでもなんでもないぞ!?」

「……へ？」

　キョトンとする真紀。

「ほら、真紀はプリンから痴女に偽装するよう強要されてるだろ？　それと同じように俺もプリンから決闘者デユエリストに偽装しろと指示されてるんだよ」

「えっ!?　じゃあゆーちゃんは自分から決闘者デユエリストになったわけじゃないんですか!?」

「まあ、そういうことだな」

「……あああっ！」

　真紀が両手で自らの顔を覆おおう。どうしたんだ一体。

「ご、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　私てっきりゆーちゃんもカードゲームにはまったと思い込んで最初にこの店を選んじゃいました！　せっかくのゆーちゃんとのお出かけなのに私はなんて自分勝手なこと……!!」

「え？　いや、俺は別に構わないぞ？」

「ごめんなさい、凄くつまらなかったでしょう？　悪気はなかったんです、ゆーちゃんも喜ぶと思ってこの店にしたんです。すぐに出ますから許してください！」

「あ、待てよ真紀！」

　慌あわてて店の入り口に向かおうとした真紀の腕を、俺はガッチリ摑つかむ。真紀は今にも泣きそうな表情で俺の方を振ふり返った。

「ゆ、ゆーちゃん……？」

「なんでいきなり帰ろうとするんだよ。俺はつまらないなんて一言も言ってないだろ？」

「で、ですけど、つまらないのは事実でしょう？　私だけ楽しんでも……」

「勝手に決めつけるなって。俺も小学生まではカードで遊んでたんだ、懐かしさとか色々感じながら楽しんでたんだけど」

「でも……」

「それに言っただろ、俺は真紀の行きたい所ならどこでもいいんだ。真紀はずっとここに来たかったんだろ？」

「も、もちろんそうですけど、私に気を遣ってそう言ってるのでしたら……」

　うーん、このままじゃ埒らちが明かないな。ならば。

「ああそうか、真紀は俺が楽しんでると知った上で、それでもここを出ようとしてるのか。酷ひどいな、そこまでして俺に楽しい思いをさせたくないんだな？」

「えっ!?　ち、違ちがいます！　そうじゃないんです！」

「まーしょうがないか。本当は出たくなかったんだけど、真紀がそこまで言うなら──」

「わわわわかりました！　もうしばらくここに居ましょう！」

「そっか。よかった」

　思った通りの流れになった。昔と変わったと言ってもやっぱり真紀は真紀だな。どういう性格か知ってるので会話のコントロールがしやすくて助かる。

「あ、これずっと欲しかったカードです！」

「へえ、そんなに強いカードなのか？」

「それはもう！　手札と場と墓地のカードを一枚ずつ除外するという強力効果を持っていながら素材に縛しばりがなく、しかも対象を取らない効果なんですよ！」

「……そ、そうか。確かに強いな」

　正直よくわからなかったがとりあえず同意しておいた。引き続き目を輝かせてショーケースの中を覗のぞき込む真紀。俺も一いつ緒しよに中を覗いてみる。

「本当にカードゲームが好きなんだな、真紀は」

「はい！　ただ一つ残念なのは、昔のゆーちゃんのような対戦相手が今はいないということでしょうか。カードゲームをやってることは秘密にしてますし……」

　まあ男子ならまだしも、女子が高校生になってもカードゲームをやってるなんて普ふ通つうは恥ずかしくて言えないよな。仮に言ったとしてもカードゲームに付き合ってくれる女子なんて皆かい無むに等しいだろう。

「ですから今は気に入ったカードをコレクションするだけにしてます。それはそれで楽しいですけど、やっぱりちょっと寂さびしいですね」

　と、力なく笑う真紀。

「ところで真紀がプリンに握にぎられてる弱よわ味みって、やっぱり……」

「あ、バレちゃいました？　そうです、手紙には『痴女に偽装しなければ貴女あなたの趣味を皆みなにバラします』って書いてありました」

　やはりそうだったか。薄うす々うす勘かんづいてはいた。

「もしこのことが皆にバレたら、恥はずかしくてもう学校に行けないです。かと言ってカードを切り捨てることも私にはできませんでした。ですから私は痴女として高校生活を歩む道を選んだんです」

　真紀の目には強い意志が込められていた。

「だけど今ではむしろそんな高校生活もいいかなって思えるようになってきました」

「へえ、どうして？」

「だって痴ち女じよという設定ならこうやってゆーちゃんに堂々とくっつけるわけですから！」

「ちょっ……おい!?」

　再び俺の腕に抱だきつく真紀。と同時に店内にいた他ほかの客達が一いつ斉せいに視線をこちらに向けた。いかん、こういった店に来る人間のほとんどは女の子と付き合うどころかロクに話したこともない連中だから、いつも以上の殺気を感じる。

「ま、真紀はもうちょっと羞しゆう恥ち心しんをだな……」

「羞恥心があったら痴女じゃなくなります。それにりーちゃんだって小学生の頃ころは結構ゆーちゃんに抱きついたりしてたじゃないですか。りーちゃんはよくて私はダメなんですか？」

「小学生と今じゃ事情が違うだろ！」

「あの頃ずっとりーちゃんが羨うらやましかったんです。私もりーちゃんのように気軽に抱きつくことができたらなーって。だからその分、今はこうさせてください」

「うっ……」

　一体どうしたらいいんだ、このままじゃ誰だれかに刺さされかねない。と言いつつも、この状じよう況きように喜びを感じている自分も間ま違ちがいなく存在していた。

「ほ、ほら真紀、あっちに対戦スペースがあるから俺とデュエルしないか？」

「えっ！　いいんですか!?」

「ああ。俺も一応、普ふ段だんからカードは持ち歩いてるからな。ずっと対戦相手が欲しかったんだろ？　俺で良ければ相手になるよ」

　俺はポケットからデッキを出して真紀に見せる。実を言うとカードショップに立ち寄ることを想定して念のため持ってきていたのである。ま、さすがにデュエルディスクは置いてきたけど。

「しますします！　うわあ、誰かとデュエルできるなんて夢みたいです！　ほらゆーちゃん早く来てください！」

「はは……はしゃぎすぎだろ」

　真紀は俺の腕うでから離はなれて対戦スペースに向かって飛んでいく。これでしばらく抱きついてこないだろう。一方でさっきまでの感かん触しよくに名残なごり惜おしさを感じてしまう俺であった。




　それから約二時間後。キリのいいところで対戦を切り上げ、俺と真紀はカードショップを出た。

「すみませんゆーちゃん、長いこと付き合わせちゃって……」

「いいって。つーかデュエルしようって言ったの俺だしな。機会があったらまたやろう」

「は、はい！　是ぜ非ひよろしくお願いします！」

　真紀は本当に嬉うれしそうに言った。この笑え顔がおを見ていると、決闘者デユエリストに偽ぎ装そうしていて良かったとちょっとだけ思ってしまった。

「ところで気になってたんですけど、ゆーちゃんが握られている弱味って何ですか？」

「うっ!?　そ、それに関しては触ふれないでいただけると助かる……」

「えー？　私は教えたのにゆーちゃんだけ秘密ってズルくないですか？」

「それとこれとは話が別っていうか……」

「むう。教えてくれないともっと抱きついちゃいますよ？」

「斬ざん新しんな脅おどし方だな……ん？」

　歩道を歩いている途と中ちゆう、少し先に水たまりがあるのが見えた。そして道路の向こうからは、一台の車が結構なスピードで走ってきている。うーむ、このままいくと……。俺はさりげなく、道路側に移動した。

「うおっ！」

　俺の読み通り、車は水たまりの水を盛大にはねていった。そして俺の身体からだにその水が見事にぶっかかる。

「きゃあっ！　だ、大だい丈じよう夫ぶですかゆーちゃん!?」

「はは、参ったなこりゃ。でも真紀に水がかからなくてよかった」

「そんなことより自分の心配してください！　ああ、こんなにビチャビチャ……」

　真紀がハンカチを取り出し、俺の身体を丁てい寧ねいに拭ふいてくれる。

「ごめんなさい、私を庇かばってくれたんですよね……」

「え？」

「とぼけないでください。ゆーちゃんはさりげなく道路側に移動したつもりだったんでしょうけどバレバレでしたよ？」

「……あー」

　バレてたか。これは格好悪い。

「優やさしいですね、ゆーちゃんは……」

「それはないな。今のが里奈だったら庇うどころか盾たてにしてただろうし」

「またそんなこと言って。りーちゃんにチクっちゃいますよ？」

「それはやめてくれ……」

「うーん、ハンカチだけじゃどうにもなりませんね……。ちょっとそこのコンビニでタオルを買ってくるので待っててください」

「いいよそこまでしなくて。今日は暑いしすぐ乾かわくだろ」

「で、でも……」

「それよりも、だ。真紀は俺に言わないといけないことがあるんじゃないか？」

「え？　言わないといけないことって……？」

　俺は真紀の足元を指差す。

「足、痛むんだろ？」

「えっ!?　ど、どうしてそれを！」

「……やっぱり痛むのか」

　カードショップに向かう時からおかしいと思っていた。

「今日の為ために張り切って新しい靴くつを買ったんですけど、ちょっと足に合わなくて……」

「どうして黙だまってたんだ？」

「ご、ごめんなさい。水を差したくなかったんです」

「ったく。ちょと足見せてみろよ」

　俺は真紀を近くのベンチに座らせ、靴と靴下を脱ぬいでもらう。思わず見とれてしまいそうなキレイな足だが、親指付近の皮が剝むけて赤く腫はれていた。

「うわ、見るからに痛そうだな。ちょっとここで待ってろ、絆ばん創そう膏こう買ってくるから」

「い、いいですよそんな！　今日は暑いしすぐ乾きます！」

「怪け我がは暑くても乾かないだろ!?　とにかく待ってろ！」

　駆かけ足でコンビニまで行き、絆創膏を購こう入にゆうして真紀のもとに戻もどる。それから腫れている部分に絆創膏を貼はってやった。

「よし、これで気休めにはなるだろ」

「あ、ありがとうございます。絆創膏いくらでした？　払はらいますから」

「そんな金はいらん。それよりもう痛まないか？」

「は、はい。おかげさまで……」

「よし、それじゃ早く次の所に行こう。久々の真紀とのお出かけなんだ、今は金より時間の方が惜おしい。ほら、立てるか？」

「あっ……」

　俺は真紀に手を差し出した。真紀は俺の手を握り、ゆっくりとベンチから立ち上がる。

「よし、それじゃ次はどこに行きたい？」

「…………」

「真紀？」

　真紀は頰ほおを赤く染めて、手を胸の所に当てていた。

「ど、どうした。他にもどっか痛むのか？」

「あ、ち、違ちがいます！　これは身体の痛みとかじゃなくて、胸が、その……」

「……？」

「とにかくなんでもないので心配しないでください！　そうですね、次はゆーちゃんの行きたいところでいいですよ！」

「そうか？　じゃあお腹なかも空いてきたし、そろそろ昼ご飯にするか」

「はい、そうしましょう！」

「…………」

　この時の真紀は何故なぜだか変なテンションだった。




　楽しい時間ほど早く過ぎるもので、いつの間にか腕うで時ど計けいの短針は９を指していた。

「今日は楽しかったな」

「はい。こんなに楽しかった日は生まれて初めてです」

「はは、大おお袈げ裟さだな……」

　俺と真紀は街中をゆったりと歩く。この時間になってくると、手を繫つないだり腕を組んだりして歩く男女がちらほらと見受けられるようになってきた。

「この辺はカップルが多いですね」

「……みたいだな」

「や、やっぱり私達も、周りからはカップルに見えてるんでしょうか？」

「うーん、どうだろ。俺なんかじゃ真紀とは不ふ釣つり合いだろうしなあ」

「ななな何を言ってるんですか！　むしろ私の方がゆーちゃんと釣り合いが取れてないと思います！」

「いや、それは絶対にない」

「あります！」

　なんだこの自信は。そんなに謙けん遜そんしなくてもいいだろうに。でも、カップルか。もし真紀が本当の彼女になってくれたらどんなに幸せだろうか──っていやいや、俺には既すでに好きな子がいるじゃないか……。

　でも一度フラれている以上、もう里奈への想おもいは断たち切った方がいいかもしれない。そう考えているのも事実だ。里奈もフッた相手にずっと想われるのは迷めい惑わくだろうし、ならばいっそのこと里奈のことは諦あきらめて、真紀との関係を進展させた方が──

　って、馬ば鹿かか俺は。真紀が俺のことをどう思ってるのかわからないのに、この考えは独りよがりにも程ほどがある。それに里奈がダメだったから真紀とだなんて、真紀に対しても失礼だ。一いつ瞬しゆんでもそんなことを考えてしまうなんて、最低だな俺は……。

「それじゃ真紀の親も心配してるだろうし、そろそろ帰るとするか」

「え……あっ」

「ん？　どうした？」

　真紀は何か言いたげな様子で、下を向いてモジモジとしていた。

「ゆ、ゆーちゃんの両親って、今でも家を空けることが多いんですか……？」

「ああ。最近更に忙しくなったみたいで、次に帰ってくるのは一か月後とかだろうな」

「…………」

「……真紀？」

　何かを察してほしいといった真紀の目。ここでようやく俺は、真紀が伝えようとしていることを理解した。

「ああ、そういうことか。わかったよ」

「えっ！　そ、それじゃ……」

「家まで送ってほしいんだろ？　俺も最初からそのつもりだったし」

「…………」

「暗い夜道を女の子一人で歩かせるほど俺は薄はく情じようじゃ……ん？」

　真紀の目が急速に冷え込んでいくのがわかった。あれ、俺何か間ま違ちがったか？

「そうですね。ではお言葉に甘えさせていただきます」

「お、おう……」

　何故か落ち込んだ顔の真紀を見て、俺はただ首を傾かしげるばかりだった。




「へー、ここが真紀の住んでるマンションか」

　それから数十分後、とある十階建てのマンションに着いた。豪ごう勢せいとも貧相とも言えない、つまりはごく普ふ通つうのマンションだ。学校からは三十分といったところか。毎日の通学に二時間以上かけている身としては羨うらやましい。

「それじゃ俺は家に帰るから。また明日あした、学校で」

「あっ……待ってください！」

　真紀に背中を向けて歩き出そうとしたところ、そこで呼び止められる。

「なんだ？」

「ほ、本当にこのまま、私を帰すつもりなんですか？」

「えっ？　だってもうマンションに着いたし……」

　すると真紀がいかにも不ふ機き嫌げんそうな顔をした。

「それでもゆーちゃんは健全な男の子なんですか!?　見み損そこないました！」

「ええっ!?」

　なんで怒おこられてるんだ俺は!?

「なあ真紀、さっきからなんかおかしくないか？」

「おかしいのはゆーちゃんの方です。ちょっとこっちに来てください」

「えっ？」

　真紀は俺の腕うでを摑つかむと、そのまま強ごう引いんに引っ張っていく。どんどんマンションから遠ざかる俺達。

「ちょっ、どこ連れていく気だよ!?　真紀の両親も心配してるぞ!?」

「さっき『帰りは少し遅おそくなります』とメールしたので大だい丈じよう夫ぶです。ウチの両親は門限に関してはあまり厳しくないですし」

「い、いつの間に……。でもこんな時間に一体どこに行く気なんだよ？」

「それは行けばわかります」

「……!?」

　こうして俺が連れてこられた場所は、さっきのマンションから数百メートルほど離はなれた公園だった。当然ながら人の気配はない。

「えーっと……ここで何を？　童心に返って遊びたいのか？」

　俺がそう言うと、真紀は呆あきれたように溜ため息いきをついた。

「まだわからないんですか？　もういいです、私がわからせてあげますから」

「え……？」

　さらに腕を引っ張られ、俺達は遊具の一つである大きなドームの中に入った。ドームの穴から眩まばゆい月の光が差し込み、幻げん想そう的な空間を作り出している。

「こんな所で一体何──うわっ!?」

　突とつ然ぜん、真紀が俺の身体からだに飛びついてきた。そのまま俺は真紀に押し倒たおされる。

「ゆーちゃん……」

　今まで見たことのないような、色っぽい顔の真紀。俺の身体を強く抱だき締しめ、虚うつろな目でじっと見つめてくる。ここでようやく俺は、自分が置かれている状じよう況きように気づいた。

　俺は今、真紀に襲おそわれようとしている。

「どどどうしたんだよ真紀!?　なんでこんな──」

「ごめんなさい、許してください。私もう、自分を抑おさえられそうにないんです……」

　少しずつ少しずつ、俺の身体の上を這はい、顔を近づけてくる真紀。

「だけど、ゆーちゃんも悪いんです。ゆーちゃんが私にあんなに優やさしくするから、欲よつ求きゆうがどうしようもなく沸わき上がってきて……」

「っ……!!」

　もはやまともに声も出せない。ああ、こうなったら真紀にすべてを委ゆだねよう。まさか初体験がこんな形になるとは思わなかったが、相手が幼おさな馴な染じみの真紀なら、それも悪くない、か……。

「ほう。これはなかなか面おも白しろいことになっているな」

　その時頭上で誰だれかの声がした。「ひゃあっ!?」と弾はじけるように俺の身体から離れる真紀。声の方に目をやると──

「えっ!?」

　ドームの穴から顔を覗のぞかせていたのは、我らが高校の生徒会長・日ひ空そら恵めぐ美み先せん輩ぱいだった。

「ど、どうして日空先輩が──」

「どうしてめぐちゃんがここにいるんですか!?」

　俺の声を遮さえぎるように、真紀が日空先輩に尋たずねる。っていうかめぐちゃんって何？　まさか日空先輩のことか？
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「真紀よ。確かにガンガン行けとは言ったが、正直ここまでするとは思ってなかったぞ」

　日空先輩はドームの穴に身体を通し、俺と真紀の間に華か麗れいな着地を決める。うまく状況が吞のみ込めないんだけど。

「えーっと……日空先輩はいつから見てたんですか？」

　様々な疑問が頭の中に浮うかんだが、俺が最初に口に出した質問はそれだった。

「最初から、と言いたいところだが、君達が真紀のマンションに着いたあたりからだ。それでこっそり二人のあとをつけてみた」

「い、意外に悪あく趣しゆ味みですね……」

「否定はしない。しかし驚おどろいたぞ、まさか真紀のデートの相手が君だったとはな」

「驚いたのはこっちなんですけど」

「にしてもまさか、真紀があそこまで大だい胆たんな行動に出るとはな。昔あんなに大人しかったのが噓うそのようだ」

「うっ……」

　誰かに見られるとは夢にも思ってなかったのだろう、暗くら闇やみの中でもハッキリわかるくらい、耳まで真っ赤にして俯うつむく真紀。ってあれ、なんで日空先輩が昔の真紀を知っているんだ？

「おっと、邪じや魔まして悪かった。それじゃ私はいないものとして考えて続きをやってくれ。私はここで見物するとしよう」

「できるわけないでしょ!?」

「はは、冗じよう談だんだ。だが私は嬉うれしいぞ。何に対しても消極的だった真紀がここまで自分を出せるようになったとはな。従姉妹いとことしてこれほど喜ばしいことはない」

「えっ……従姉妹ぉ!?」

　思わず俺は声を張り上げてしまった。

「ん、何をそんなに驚いている」

「驚きますよそりゃ！　真紀と日空先輩って従姉妹だったんですか!?」

「ああそうだ。ちなみに今回君をデートに誘さそうよう真紀を促うながしたのも、今日の真紀の服装を選んでやったのも私だ」

「そ、そうなのか!?」

「……はい」

　消え入りそうな声で頷うなずく真紀。真紀が言っていた〝ある人〟って日空先輩のことだったのかよ。真紀に従姉妹がいることは小学生の時から知っていたが、まさかそれが俺らの学校の現生徒会長だったとは……。世間は狭せまいな。

「今回だけじゃなく、転校の時にもめぐちゃんには随ずい分ぶんお世話になったんです。本当に色々と助けてもらいました」

「従姉妹だしな。助けない理由はないだろう」

「で、でも、私達のあとをつけたのは余計だったと思います！」

「スマンスマン。でも親しい人間が異性と歩いてるところを目もく撃げきしたらあとをつけたくなるのは仕方のないことだろう。それが従姉妹なら尚なお更さらだ」

「むう……」

　それでも納なつ得とくがいかないらしく、真紀はフグのように頰ほおを膨ふくらませる。なんというか、日空先輩って意外とお茶ちや目めな一面もあるんだな。姉の幸さち恵えさんとは全然似てないと思ってたけど、案外そうでもないかもしれない。

「そういえば、まだ君にアルバイトの件でちゃんとお礼を言ってなかったな。ありがとう、お姉ちゃ──姉も本当に助かったと言っていたぞ」

「あ、いえ。自分達の部活を守る為ためですから……」

　ていうか今、お姉ちゃんって言おうとした？

「それはそうと、だ」

　日空先輩は意味深に笑うと、俺の肩かたにポンと手を乗せた。

「部活のメンバーの内、今のところ何人と一線を越こえた？　さあ正直に答えろ」

「何を言ってるんですか!?」

「なに、まさか部員以外にも……!?　見かけによらずなかなかやるようだな」

「違ちがいますから！　誰とも何も越えてませんって！」

「ふふ、冗談だ冗談」

　その時俺は思った、やっぱりこの人は幸恵さんの妹だと。幸恵さんは人をからかうのが好きな人だったが、日空先輩も負けてない。なんか生徒会長をやってる時とはキャラが違うな……。

「さて、私はそろそろ帰るとするか。二人がこの後どうするかは知らないが、あまり帰りは遅くなりすぎないようにしろよ」

　手をヒラヒラ振ふりながら、日空先輩は公園から出ていった。何だったんだあの人は。

　一方、公園に残された俺と真紀。気まずい雰ふん囲い気きのまま、まともに目を合わせることもできず、しばらくその場に立ち続ける。

「……俺達も帰るか」

「は、はい。そうですね」

　ま、それが妥だ当とうだろう。日空先輩が搔かき乱していった空気は、これ以上俺達をこの場に留とどめておくことを許してはくれなかった。




　再び真紀をマンションまで送る。その間、俺達に会話は一いつ切さいなかった。

「……それじゃ、今度こそじゃあな。また明日学校で」

「あっ！　ま、待ってください！」

　帰ろうとした俺を真紀が呼び止める。今日二度目だなと思いつつ、俺は振り返った。

「なんだ？」

「あの、さっきはごめんなさい。私ちょっと、先を急ぎすぎたみたいです」

　申し訳なさそうに、真紀が深く頭を下げる。

「別にいいって、気にしてないから。若わか気げの至りってことで」

　まったく気にしてないと言ったら噓になるけども。先さき程ほどのドーム内での出来事が頭の中に浮かぶ。もし日空先輩が乱入してこなかったら、あの後どうなっていただろうか……。

「でも、これでもう気づかれちゃいましたよね、私の気持ち……」

「……そうだな」

　真紀が俺を押し倒し、襲おうとした理由──それはもう一つしかない。俺はとっくにそのことに気づいていた。

「……真紀」

「は、はい！」

　ビクッと肩を大きく揺ゆらし、キツく目を瞑つぶる真紀。俺は大きく深呼吸をし、言った。

「さっきのって、痴ち女じよの真似まね事ごとだったんだろ？」

「……へ？」

「やっぱりそうだったのか。普ふ段だんから痴女の練習をしとかないとって言ってたもんな。いやーいきなり押し倒されたからビックリしたよ」

「…………」

「でもいくら練習とはいえ、さっきのは少しやりすぎだったんじゃないか？　一時は本気で襲われるかもと──ん？」

　真紀が身体を震ふるわせ、涙なみだ目めで俺を睨にらみつける。一体どうしたんだ？

「ゆーちゃんの……ゆーちゃんの馬ば鹿かあああああ─────!!」

「あ、おい！」

　真紀は泣きながらマンションの中へと姿を消していった。俺は訳がわからず、しばらくその場に呆ぼう然ぜんと突つっ立っていた。







　第八章　犯人発覚!?







「うー……」

　翌朝。俺は額に手を添そえながら、里り奈なと一いつ緒しよに通学路を歩いていた。

「どうしたの悠ゆう人と、変な顔して。あ、元々変な顔だっけ？」

「余計なお世話だ！」

　昨日真ま紀きとあんなことがあったせいか、今朝けさは変な夢を見てしまった。どのような夢かはご想像にお任せするとしよう。

「待ってくださーい！」

　そこに背後から真紀の声がした。俺達は足を止め、真紀が追いつくのを待つ。

「おはよ真紀」

「おはようございますりーちゃん……あっ」

　真紀と俺の目が合う。すると思い出したかのように、真紀の顔が紅潮していった。

「どうしたの真紀？　顔が赤いわよ？」

「い、いえ。今朝ちょっと変な夢を見てしまいまして……」

「夢？」

　首を傾かしげる里奈。どうやら真紀も同じだったらしい。

「お、おはようございます、ゆーちゃん」

「ん、ああ。おはよう」

　ぎこちない挨あい拶さつを交かわす俺と真紀。昨日の今日だから無理もない。そんな俺達を、里奈が探さぐるような目で交こう互ごに見る。

「ちょっと、何よこの空気？　二人の間に何かあったの？」

　うっ。相変わらず変なところで鋭するどいな里奈は。

「べ、別に何もないぞ？」

「それって何かあった時の台詞せりふでしょ!?　何があったの、ちゃんと説明して！」

　里奈がグイグイ迫せまってくる。まずいな、こうなった時の里奈は非常に厄やつ介かいだ。どうしたものか……。

（任せてくださいゆーちゃん。私がうまくごまかします）

（え？　ああ……）

　何か良い考えでもあるのだろうか。とりあえずここは真紀に任せるとしよう。

「りーちゃん、耳を貸してください」

「え……？」

　真紀は里奈の耳元に顔を近づけると、何かを囁ささやいた。

「な……な……な……!!」

　すると間もなく里奈の身体からだが震え出し、顔も熟したトマトのように真っ赤になった。あれ、本当にちゃんとごまかしてくれたのか？

「真紀、一体なんて言ったんだ？」

　俺の問いに、ニッコリと笑え顔がおを浮うかべる真紀。

「昨日ゆーちゃんを狭く暗い場所に連れ込んで押し倒たおしたと言いました」

「何一つごまかしてないだろそれ!!」

　紛まごう事なき真実じゃねーか!!　騙だましたな!?

「こここ、これは一体どういうことなの悠人……!?」

　里奈が再び俺に迫ってくる。って、この場合悪いのは俺なのか!?

「落ち着け里奈！　確かに押し倒されたのは事実だけど！」

「事実なのね!?　押し倒されたのは事実なのね!?」

「そ、そうだけど、あくまで押し倒されただけであってその先は何も──」

「ししし信じられない!!　二人ともまだ高校一年生でしょ!?　どうしてそんなことしちゃうの意味わかんない!!」

「いやだから話を聞けって！」

「でもりーちゃん、最近じゃ高校生の間に済ませる人は珍めずらしくないみたいですよ？」

「おい真紀いい加減にしろ！」

「ああ……悠人と真紀がそんな……ああ……!!」

　よっぽど衝しよう撃げき的だったのか、里奈は逃にげるように電信柱の陰かげに身を潜ひそめると、頭を抱かかえてしゃがみ込んでしまった。

「……少しやりすぎじゃないか？」

「そ、そうですよね、すみません。ちょっと調子に乗ってしまいました」

「だけど里奈も里奈で、何もあそこまでショックを受けることはないような……」

「そんなことないと思いますよ？　私がりーちゃんの立場だったら、りーちゃんの倍はショックを受けてたと思いますし」

「そうなのか？」

　って、真紀はそれがわかった上で里奈にああ言ったのかよ。結構腹黒いとこあるな。この後真紀は里奈の所に歩み寄り、詳くわしい事情を説明した。

「えっ、じゃあ押し倒しただけでその先は何もしなかったの？」

「はい。驚おどろかせてしまってすみません」

「な、なんだ……」

　心から安あん堵どしたように息を吐はく里奈。とは言え押し倒しただけでも結構な事件だと思うんだが。

　まあ実際、日空先せん輩ぱいが登場しなかったら里奈の想像するようなことになっていたかもしれない。痴女を装っていただけとは言え、あの時の真紀は何かに取り憑つかれたみたいになってたからな……。

「でもりーちゃんのライバルとして忠告しておきますけど、ゆーちゃんが相手ならこれくらい積極的にいかないと厳しいと思います」

「な!?　だ、だからライバルってどういう意味よ!?」

「ふふっ、今いま更さら何言ってるんですか。ごまかそうとしても無む駄だですよ？」

「うっ……」

「知っての通り、ゆーちゃんは並なみ大たい抵ていのことでは相手の気持ちに気づきません。私が押し倒した時ですら『痴女の真似事だったんだろ？』と軽く流されてしまいました」

「そうなの!?　それは異常ね……」

「ですから今以上にこちらからガンガン攻せめていく必要があると思うんです。でないと一生気づいてもらえないかもしれません」

「確かに、一理あるかも……」

　なにやら真しん剣けんな顔で話をする二人。

「二人ともさっきから何の話をしてるんだ？」

「ほら、今の私達の会話を聞いてもこの反応です」

「……逆に清すが々すがしいわね。ワザとわからないフリしてるんじゃないかしら」

「いや、本当にわからないんだけど」

「はあ……もういいわ。こんな奴やつほっときましょ」

「ですね。なんだか私も腹が立ってきました。もうゆーちゃんのことなんて知りません」

「えっ!?」

　なんで二人ともそんなに怒おこってるんだ!?

「あっ。そういえば今日は私日直でした。先に行きますね」

「そっか。じゃあまた放課後の部室で」

　真紀は駆かけ足で俺達のもとから去っていった。

「……ところで悠人」

「ん、なんだ？」

「アンタ何か隠かくし事してるでしょ」

「……だ、だから真紀とは何もなかったんだって」

「そのことじゃなくて、それとは別に」

「…………」

　流石さすがは幼おさな馴な染じみ、見み抜ぬかれてしまったか。実はプリンから俺のもとにヒントが送られてきたことはまだ誰だれにも話していなかった。そして俺は未いまだにそのヒントが解けずに苦しんでいる。

「……いや、本当に何も隠してない」

　それでも俺は敢あえてこう答えた。ヒントを送りつけられたのは俺だけみたいだし、これ以上皆みなに余計な負担はかけたくなかった。

「……そう。ならいいけど」

　里奈は探るような目つきで俺をジッと見た後、そう言った。おそらく俺の心中を察してくれたのだろう。

「でも何か悩なやみがあったら相談しなさいよ？　このアタシが力になってあげるから」

「……ありがと。里奈は優やさしいな」

「なっ!?　べ、別にそんなこと言われても嬉うれしくないわよ！」

　おお、なんてわかり易やすいツンデレだ。

「ただ悠人って昔からなんでも一人で抱え込んじゃう癖くせがあるから心配なのよ」

「そうか？」

「そうよ。悠人は自覚ないのかもしれないけど。時には人に頼たよるのも大事よ？」

「…………」

　確かに里奈の言う通り、一人で抱え込むのは良くないかもしれない。ここは手紙のことを悟さとられない程度に、里奈の知ち恵えを借りてみることにしよう。

「なあ里奈、一つ聞きたいことがあるんだけどいいか？」

「何？」

「葬そう儀ぎ、って言われたらまず何を思い浮かべる？」

「……はあ？」

　訳がわからないといった顔で首を傾げる里奈。ま、いきなりこんなことを聞かれたら誰だってそうなるよな。だけどヒント１にあった〝陰いん部ぶ〟と〝葬儀〟の二つ、まずはこれらが何を意味しているのか解読する必要がある。本当なら〝陰部〟に関しても聞きたいところだが「陰部って言われたら何を連想する？」なんて聞いたらセクハラで訴うつたえられそうなのでやめておいた。

「なんでそんなこと聞くの？　あっ、まさかプリンから手紙でも送られて──」

「い、いや違ちがうぞ!?　ただなんとなく聞いてみただけだ！」

　なんという勘かんの鋭さ。思わず声を張り上げてしまった。

「ホントに？」

「本当だ！」

「ふーん……」

　明らかに疑いの目で俺を見つめる里奈。頼たのむ、これ以上は追つい及きゆうしないでくれ。

「そう。まあ別になんでもいいけど」

　そんな俺の気持ちを察してくれたのだろう、里奈は探るのをやめてそう言った。こういうところにも里奈の隠れた優しさを感じる。

「葬儀って、人の死を弔とむらうために行うものでしょ？」

「それはそうなんだけど、葬儀って言葉から何を連想するか聞きたいんだ」

「連想ねえ。通つ夜や、火か葬そう、出しゆつ棺かん、線せん香こう、お墓……こんな感じ？」

「うーん……」

　やはりどれもピンとこない。そもそも連想という考え自体が間ま違ちがってるのかもしれないけど。

「他ほかには何か浮かばないか？」

「そう言われてもねー。そうぎそうぎそうぎそうぎ……あっ！」

「おっ？　何か思いついたか？」

「葬儀って繰くり返し言ったら〝偽ぎ装そう〟になるわね。これはダジャレに応用できそう！」

「……あのなあ、俺は真ま面じ目めに聞いて──」

　いや待て、偽装？　これは果たして偶ぐう然ぜんなのか？　いや、俺達に偽装させているプリンが出したヒントなんだ。偶然であるわけがない。

　葬儀、偽装。葬儀の葬と儀を逆にすれば〝ぎそう〟と読める。そうか、〝逆転の発想〟ってこういうことだったのか。どうしてこんな簡単なことに気づかなかったんだ。あ、ということは〝陰部〟も──

「すまん里奈、先に行っててくれ！」

「えっ!?」

　いてもたってもいられなくなり、俺は全速力で走り出した。

「ちょっと待って悠人！　急にどうしたのよ!?」

「お前のおかげで謎なぞが解けそうだ！　サンキュー里奈！」

　数分後、俺は息を切らしつつ目に留まったファストフード店に入った。それから真っ直すぐ空いている席に向かい、鞄かばんから適当なノートを引っ張り出してテーブルの上に広げた。

　陰部の陰と部を逆にすれば〝ぶいん〟になる。これも偶然じゃないだろう。そして逆転の発想が二つを結ぶ。ヒント１の前半は部員と偽装を結べと言っているんだろう。部員は偽装部の部員のことで間違いない。そして偽装は、プリンが俺達に強要している偽装のことを指しているはずだ。俺は鞄からペンを取り出し、俺を含ふくむ偽装部の五人の名前と、それぞれが偽装している設定を書き出していく。

　皆を疑ってるわけではない。これは俺達の中に犯人がいないことを証明する為ためにやるんだ。俺はそう何度も自分に言い聞かせた。




　大たい河が悠人[image: →]決闘者デユエリスト

　冬ふゆ空ぞら美み雪ゆき[image: →]名めい探たん偵てい

　赤あか月つき愛あい香か[image: →]不良

　春はる色いろ里奈[image: →]リア充じゆう

　中なか野の真紀[image: →]痴ち女じよ




　とりあえず部員と偽装を結んでみる。ここまでは合っているはずだ。しかしヒント１の後半「一つのズレが真実を導く」の意味がわからず、ここでまた詰つまってしまった。あと少しで解けそうなのに……！

「！」

　その時ポケットの中で携けい帯たいの着信音が鳴った。里奈だ。

『ちょっと悠人！　急に走り出したりして一体どうしたのよ!?　今どこにいるの!?』

　通話ボタンを押すと同時に里奈の怒ど鳴なり声が鼓こ膜まくに響ひびく。

「ああ、えーっと……。すまん、急にトイレに行きたくなったんだ」

『トイレ？　だったら最初にそう言ってよ。ビックリしちゃったじゃない』

「悪いな、心配かけて」

『べ、別に心配なんかしてないわよ！』

　だったらなんで電話かけてきたんだと思ったが、そこは突つっ込まないことにした。

「とにかく里奈は先に行っててくれ、遅刻するといけないしな」

『……わかった、そうする。悠人も遅ち刻こくするんじゃないわよ？』

「ああ」

　携帯の通話を切り、改めてノートに書き出した自分の文字と向き合う。ここまできたんだ、これを解くまで絶対にここから動かない。その決心で俺はペンを握にぎりしめた。

「……ダメだ、わからない」

　それから十分が経過したが、進展はなし。一つのズレ、これがヒントを解く最後の鍵かぎだろう。だが一体何がズレているというんだ。一つのズレ、一つのズレ、一つのズレ──

「……あっ」

　俺は思わず、右手からペンを離はなしてしまった。ペンはテーブルを転がり床ゆかに落ちると、コロコロと音を立て、やがて止まった。




　わかった、犯人が。




　こんな偶然、あるわけがない。不良だのリア充だのは適当に割り振ふったものとばかり思っていたが、違った。すべては犯人の思おも惑わく通りだった。そして間違いなく、犯人は俺達五人の中にいた。でも、なんであいつが。こんなことするような奴じゃないだろ……。

　悔くやしさや悲しさ、様々な感情が俺の中で錯さく綜そうする。しかし不思議とその中に、怒いかりや憎にくしみの感情は存在しなかった。犯人には今まで散々な目に遭あわされてきたはずだったのに、自分でもよくわからない。それは俺達の中に犯人がいたというショックの方が大きいからか、それとも……。




　ファストフード店を出て、俺は一人、道を歩く。犯人はわかった。しかし俺は今、自分がどう行動したらいいのかわからなかった。犯人を呼び出し、ヒントの謎を明かし、犯行を認めさせる。だが、その後は？　その後はどうしたらいい？

　確かに弱よわ味みを突きつけて強制的に偽装させたことは、決して許されることではない。しかしそのおかげで俺達は、偽装部という環かん境きようの中で友情を育はぐくむことができた。皆でバイトしたり、パーティを開いたりもした。その時間は俺にとってかけがえのないものだったと、自信を持って言える。そしてそれは、皆にとっても同じだろう。

　だがここで俺が犯人を明らかにしてしまえば、偽装部の中で積み上げてきたものは壊こわれることになるだろう。正直、偽装部は居い心地ごこちが良かった。皆でトランプをしたり、たわいない話をしたり。犯人を早く見つけなければと思いつつ、こんな時間がずっと続けばいい、そう思っている自分もいた。

　最初の頃ころは偽装することに抵てい抗こうはあったが、次し第だいにそれにも慣れ、こんな高校生活も悪くないと思うようになった。皆からも以前ほどの「犯人を見つけ出す」という欲よつ求きゆうは感じられなくなった。だったらもう、このままでいいのではないだろうか。今の環境を壊すくらいなら、いっそのこと犯人を明らかにせず、このままずっと、偽装部でワイワイやってた方がいいのではないだろうか──

「……違う」

　俺はそう、声に出した。その考えを否定するように。

　ずっとこのままでいいなんて、そんなのダメに決まってる。犯人によって無む理り矢や理り作らされたコミュニティの中で育む友情なんて、真の友情とは言えない。そしてこれは俺の思い込みかもしれないが、犯人は俺に自分を見つけ出してほしいのではないだろうか。そうでなければ、こんな丁てい寧ねいにヒントを寄よ越こしたりしないはずだ。犯人は俺に助けを求めている。何の根こん拠きよもないけど、俺にはそんな気がしてならなかった。

「……よし！」

　一つの決断を下した俺は、携けい帯たい電話を取り出し、彼女にメールを送った。もう迷わない。彼女と一対一で向き合い、どうしてこんなことをしたのか、今何を感じているのか、そのすべてを聞き出そう。それが俺の、彼女の友達としての使命だ。







　第九章　犯人との対たい峙じ!?







　放課後、午後四時。生暖かい風が頰ほおを撫なでる中、俺は屋上で一人、彼女が来るのを待っていた。彼女と何を話そう、何を伝えよう、様々なことを考えながら。

「！」

　屋上の扉とびらが開き、彼女が姿を現した。

「急に呼び出して悪かったな」

　彼女は落ち着いた足取りで、俺のもとに歩いてくる。

「…………愛あい香か」

　俺は彼女の名前を口に出す。

　そう。俺が呼び出したのは、愛香だった。

「どうしたの悠ゆう人と、屋上に呼んだりして。自殺するから見届けてほしいの？」

「ちげーよ！」

「でも自殺するなら他ほかの方法がいいと思う。屋上からの飛び降りは先生や他の生徒にも迷めい惑わくがかかる」

「違ちがうって言ってるだろ！」

　つい普ふ段だんのノリで突っ込んでしまう。まったく、調子狂くるうなあ……。

「じゃあどうして呼び出したの？　もしかして、私に告白？」

「まあ似たようなものかな」

「えっ……!?　そんな、里り奈なと真ま紀きを攻こう略りやくしただけじゃ満足できず、今度は私を標的に？　待って、私にも心の準備というものがある」

「あのなあ……」

　そもそも俺がいつ里奈と真紀を攻略したんだよ。

「愛香」

「…………」

　俺は真っ直ぐ愛香の目を見る。ようやく俺の真ま面じ目めな雰ふん囲い気きが伝わったのか、愛香はふざけるのをやめ、黙だまって俺と目を合わせる。俺は深呼吸を一つし、口を開けた。

「お前が犯人だな？」

「……！」

　愛香の目の色が変わる。それからしばらく目を泳がせた後、顔を俯うつむかせる。俺は静かに、愛香の言葉を待った。

「……どうしてわかったの」

　少しばかり震ふるえた声で、愛香は言った。できれば「違う」と言ってほしかった。でも、やはりそうだったんだな……。

「お前がくれたヒントのおかげだよ」

　俺はポケットの中からノートの切れ端はしを取り出し、愛香に向かって広げる。




　大たい河が悠人[image: →]決闘者デユエリスト

　冬ふゆ空ぞら美み雪ゆき[image: →]名めい探たん偵てい

　赤あか月つき愛香[image: →]不良

　春はる色いろ里奈[image: →]リア充じゆう

　中なか野の真紀[image: →]痴ち女じよ




「陰いん部ぶと葬そう儀ぎ、逆転の発想が二つを結び、一つのズレが真実を導く。これが一つ目のヒントだ。逆転の発想とはそれぞれの漢字を逆にすることを意味していて、そうすると部員、偽ぎ装そうと読める。そしてその二つを結べばこのようになる」

　俺はヒントの謎なぞを淡たん々たんと説明していく。愛香は何も言わずに俺の声を聞く。

「後は一つのズレが真実を導く。これはさっき結んだ部員と偽装を一つズラすことを意味している。よって全員の名前を一つずつ左に移動させれば……」

　俺は二つ折りにしていた紙を広げる。




　中野真紀[image: →]決闘者デユエリスト

　大河悠人[image: →]名探偵

　冬空美雪[image: →]不良

　赤月愛香[image: →]リア充

　春色里奈[image: →]痴女




「……後は言わなくてもわかるな？」

　真紀は決闘者デユエリストと呼んでもいいくらいのカードゲーム好きだ。俺は知っての通り名探偵という黒歴史を抱かかえている。美雪はこの前かつて自分は不良だったと明かしてくれた。里奈は炭酸を含ふくんだ飲み物を飲んだら痴女に変へん貌ぼうする。これは俺達の過去や特とく徴ちようを表しているのである。

　だが、愛香だけは違う。俺の知る限り愛香には俺達以外に友達はおらず、勉強も普ふ通つう、スポーツも普通。容姿のレベルは高いが彼氏はおらず、とてもじゃないがリアルが充じゆう実じつしているとは言い難がたい。真紀の歓かん迎げいパーティの時に見せてもらったアルバムは一人で写っている写真ばかりで、リア充だった時期があったわけでもない。つまり愛香だけが、この〝法則〟から明らかに外れているのである。

「…………」

　しばらく無言のまま、視線を下に落とす愛香。俺は再び彼女の言葉を待った。

「……正直、悠人に解けるとは思ってなかった」

「驚おどろいただろ？　まあ解いた本人が一番驚いてるけどな。昔からクイズとか暗号とか苦手だったし、ある意味奇き跡せきだ」

「…………」

「で、なんでこんなことしたんだ」

「…………」

「何か理由があるんだろ？　教えてくれよ」

「……それは……」

　そこまで言って、愛香はまた黙り込んでしまう。

「長い間、俺達はお前にしたくもない偽装をさせられて辛つらい思いをしてきた。それはわかってるな？」

「……わかってる」

「でもな。俺はお前に感謝してることだってあるんだ」

「……感……謝？」

「ああ。偽装部がなかったら愛香や美雪と仲良くなることはなかっただろうし。お前達と友達になれたことは、俺の人生の中で間ま違ちがいなくプラスだと言える」

「……っ」

　愛香の顔が、泣きそうな表情に変わる。

「だから教えてくれ。どんな理由でも、俺は受け入れることができるから。皆みんなが苦しむ姿が見たかった、とかでもいいんだぞ？」

「そ、それは違う！」

　涙なみだ目めで声を荒あらげる愛香。俺は小さく笑えみをこぼす。

「だろうな。お前はそんな奴やつじゃない。お前は偽装部の中で誰だれよりも優やさしい女の子だ。お前と過ごした時間はまだそんなに長くないけど、それだけはわかってる」

「悠人……」

「それで改めて聞くけど、こんなことした理由は何だ？」

「…………」

　また黙り込んでしまった愛香を見て、俺は小さく溜ため息いきをついた。

「まあ、どうしても言いたくないのなら今はいい。愛香が話す気になったら、その時に聞かせてくれ」

「……ごめんなさい。その代わり、どんな仕打ちでも受け入れる」

「いや、別に俺はお前をどうこうするつもりはない」

「えっ……？」

「これからどうするかも考えてないしな。お前が犯人だったって皆みんなに言うかどうかもまだ迷ってるし」

「それは……言うべきだと思う」

「……いいのか？」

　コク、と愛香は小さく頷うなずく。

「正直、皆との関係が壊こわれることは辛い。でも私は皆に酷ひどいことをした。そんなことを言う資格は私にないし、それくらいの報むくいは受けて当然……」

「まだ皆との関係が壊れると決まったわけじゃないだろ？」

「皆が許してくれるはずがない」

「それは愛香が決めることじゃない、皆が決めることだ」

「…………」

　何度目かわからない沈ちん黙もくが訪おとずれる。グラウンドの方に目をやると、野球部が威い勢せいの良い声を出して走っているのが見えた。

「それじゃ、部活行くか」

「……うん」

　拒きよ否ひすることなく、愛香は頷いた。どうやって皆の弱よわ味みを入手したのか、どうして自分を巻き込んでまで俺達にこんな偽装をさせたのか、どうしてヒントを俺に与あたえたのか。知りたいことは他にも山ほどあったが、今は敢あえて聞かないことにした。

　愛香が俺に背を向けて歩き出したのを見て、俺も後に続く。もしかしたら、今日が最後の部活動になるかもしれない。これから皆に何を話すか、どのように話せばいいか、様々なことを考えながら、俺は歩く。

「…………」

　その時、頭痛にも似た感覚が俺に押し寄せてきた。

　なんだ、この違い和わ感かんは……？

　俺は右手で頭を押さえる。おかしい。何かおかしい。ヒントから浮うかび上がった人物は愛香で、本人も犯行を認めている以上、犯人は愛香で間違いないはずだ。じゃあ、この違和感は何なんだ？　愛香が犯人だとすると、何か矛む盾じゆんが生まれるのではないか？　もしかしたら俺は何か大事なことを見落としてるんじゃ──

「あっ……！」

　わかった、違和感の正体。思えば簡単なことだった。どうして今まで気づかなかったんだ。おそらくヒントの謎なぞ解ときに囚とらわれすぎていたせいだろう。俺は今にも屋上から出ようとしている愛香の所へと走り出した。

「待て愛香！」

　俺の声に愛香が振ふり返る。俺は両手を愛香の両りよう肩かたに乗せ、その目を真っ直すぐ見つめる。俺の突とつ然ぜんの行動に驚いたのか、愛香は身体からだをビクッと揺ゆらし、目を大きく見開く。

「愛香。一つだけ聞きたいことがあるんだが、いいか？」

「な、何……？」

「お前が真紀のことを初めて知ったのはいつだ？」

「えっ？　そんなの、真紀が転校してきた時に決まってる」

「それじゃ転校してくる前は、真紀のことはまったく知らなかったってことだな？」

「……うん」

　どうしてそんなことを聞くのかわからない、といった様子の愛香。だが、おかげで確信が持てた。この状じよう況きようで愛香が噓うそをつく理由もない。

「やっぱりそうか」

「……悠人？」

「おかしいんだよ、お前が犯人だと」

「えっ……？」

　首を傾かしげる愛香に、俺はさっきの紙をもう一度見せる。

「決闘者デユエリスト、名探偵、不良、リア充、痴女。この五つの項こう目もくはすべて俺達の過去や特徴からきている。それはさっき説明したよな？」

「……うん」

「そして『部員と偽装を結び、一つズラして法則から外れている者が犯人』というギミックを仕込む為ために、犯人は俺達に偽装設定を割り振った。つまり俺達五人の内誰か一人でも欠けていたら、このヒントは作ること自体できないんだ」

「それがどうし…………あっ」

　理解したのか、愛香が小さく声を上げた。

「そう。真紀がカード好きだということを知らなければ、俺に決闘者デユエリストという偽装内容を割り当てることはできない。俺に決闘者デユエリストが割り当てられたのは、真紀が転校してくるずっと前。つまり犯人は予あらかじめ真紀が転校してくることを知っていた人物ってことになる」

「…………」

　愛香が俺から目を逸そらす。俺はさらに愛香の肩かたを摑つかむ手に力を込める。

「本当のことを教えてくれ、愛香。犯人はお前じゃないんだろ？」

「っ……」

「愛香！」

　すると愛香の目から、涙がポロポロと零こぼれ落ち始めた。

「ごめん、悠人。私はただ、携けい帯たいに送られてきた指示に従ってただけ。本当の犯人は他ほかにいる……」

「やっぱりそうだったのか。で、そいつは誰なんだ？」

　愛香は黙だまって首を横に振る。

「わからない。携帯に送られてきたメールも非通知に設定されていた。手て掛がかりらしきものは何も……」

「……そうか」

　ということは、また振り出しか。俺は深々と嘆たん息そくする。

　だが俺は、愛香が自分の意志でやってなかった、それがわかっただけでも嬉うれしかった。

「でもどうしてそのことを黙ってたんだ？」

「そ、それは……」

　口を閉じる愛香。どうやらこれも言いたくないらしい。今は深追いするのはやめておくか。にしても真犯人は一体誰なん──

「あっ……」

　その時、俺の頭の中に一人の人物の顔が浮かび上がった。

　もしかしたら、あの人かもしれない。それならすべての辻つじ褄つまが合う。いやもしかしたらどころじゃない。今思えばあの人の言葉には所々おかしな部分があった。あの人が犯人である可能性は大いにある。

　こうしちゃいられない。俺は愛香のもとを離はなれ、屋上の扉とびらに向かって走り出した。

「悠人、どこ行くの!?」

　俺は一いつ旦たん足を止め、愛香の方を振り向むき、言った。

「真犯人の所だ！」







　第十章　真犯人は……!?







「はあっ……はあっ……はあっ……」

　肩で息いきをしつつ、俺は〝とある一室〟の前に着いた。が、ドアが開かない。どうやら中には誰だれもいないようだ。今の時間ならここだと思ったけど、違ちがったか。ならば図書室か？　それとも食堂か？　俺は手当たり次し第だいに校内を走り回る。

　しかし三十分探しても目的の人物は見つからない。ひょっとしてもう帰った後か？　もう一度最初の〝とある一室〟の前に戻もどってみたものの、やはりドアの鍵かぎはかかったまま。くそ、一秒でも早く話がしたいってのに──

「お、誰かと思えば悠ゆう人とじゃないか。どうしたんだ、生徒会室の前で」

「！」

　声の方に顔を向ける。そこには日ひ空そら先せん輩ぱいが目を丸くして立っていた。

「何の用で来たのかは知らないが、生徒会なら今日は活動していないぞ。悪いがまた日を改めてくれ」

「……いえ、生徒会に用があるんじゃないんです」

「ん？　じゃあ何故なぜこんな所にいるんだ？」

「日空先輩と話をしたくて来ました」

「私と話？」

「はい」

　やっと会えた、目的の人物に。

「…………」

　少しの間、何かを探さぐるような目で俺を見る日空先輩。

「そうか。それなら立ち話もなんだし、中で話を聞こうじゃないか。私もちょうど生徒会室に資料を取りに来たところだ」

「ありがとうございます」

　日空先輩はポケットから鍵を取り出し、生徒会室のドアを開ける。

「それじゃ適当な所に座って少し待っててくれ」

「はい」

　生徒会室には初めて足を踏ふみ入れたが、そこは想像してたよりもずっと狭せまかった。多分この学校の保健室と同じくらいの広さだろう。俺は椅い子すを一つ選び、そこに腰こしを下ろす。そして待っている間、俺は頭の中を整理していた。

「お、あったあった」

　日空先輩は棚たなからファイルを一冊抜ぬき取ると、それをテーブルの上に置き、俺の向かい側の席に座った。

「待たせたな。それで私に話とは何だ？」

「…………」

　俺は少しの間を置いて、口を開いた。

「単刀直入に聞きます。日空先輩が犯人ですか？」

「…………」

　いきなりこんな質問をされたら誰だって戸と惑まどう。だがこの俺の質問に日空先輩の口元が僅わずかに緩ゆるんだのを、俺は見み逃のがさなかった。これで日空先輩が犯人である確率は更さらに上じよう昇しようしたと言っていいだろう。

「犯人？　一体何のことだ？」

「愛あい香かを陰かげで操あやつって、俺達に手紙を送りつけたりリア充じゆうや不良に偽ぎ装そうさせたりした犯人は、日空先輩なのかと聞いているんです」

「手紙？　偽装？　何を言ってるのか正直わからないが……」

　とぼけたように日空先輩は言う。

「まあいい。仮に私がその犯人だとして、ちゃんと根こん拠きよはあるのか？」

「はい、あります」

「ほう。ならば聞かせてもらおうか」

　腕うでを組み、試ためすような目で俺を見る日空先輩。相手はこの学校の生徒会長。おそらく一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。

「詳くわしい説明は省きますが、犯人はずっと前から真ま紀きが転校してくることを知っていた人物ってところまで絞しぼり込めたんです」

「それで真紀の従姉妹いとこである私が犯人だと？　確かに真紀の転校のことは以前から知っていたが、それだけで私を犯人だと決めつけるのは早計じゃないか？」

「いえ、根拠はまだあります」

「……ほう？」

「俺達がオモチャ屋でバイトを始めた日、幸さち恵えさんは日空先輩からバイトの子は五人って聞いてたそうなんです。あの頃ころ部員はまだ四人だったのに、どうして五人って伝えていたんですか？」

　それに関して俺は、日空先輩が部室をチェックしに来た時、そこに置いてあった人形を五人目だと勘かん違ちがいしたものとばかり思っていた。だがよく考えたら人形を人間と間ま違ちがえるなんておかしい。

「日空先輩は最初から部員を五人にする計画を立てていた。その時それがうっかり口に出ちゃったんじゃないですか？」

　もっともこれも単なる数え間違いなどと、いくらでも言い訳ができる。この二つだけで日空先輩を犯人だとするのは少々無理がある。

「根拠はそれだけか？」

「いえ、最後に決定的なのがあります」

　ここで切り札を使う。果たして日空先輩がどう出るか。

「屋上で日空先輩が俺にバイトの課題を与あたえた時、日空先輩は『課題をクリアできたらお望み通り偽装部の廃はい部ぶを取り消そう』って言いましたよね？」

「ああ、言ったな」

「実は日空先輩が部室を訪おとずれた時、そして屋上で俺と話をした時、誰も〝偽装部〟という単語は一度も口に出していないんです」

「！」

「もっとも『偽装部のことをバラせば俺達の弱よわ味みを公開する』と犯人から脅おどされていたので、口に出したくても出せなかったわけですが。偽装部の名前を知ってるのは、俺達偽装部の部員と犯人以外にはいないんです」

「…………」

「日空先輩は一体どこで〝偽装部〟の存在を知ったんですか？」

「…………」

　静かに目を閉じる日空先輩。だいぶ追い詰つめたつもりだが、おそらくこの程度では犯行は認めないだろう。ここからが本当の勝負──

「……ふっ。くくっ」

　ん？

「くくっ……あっはっはっはっは！」

　何故か日空先輩は高らかに笑い始めた。

「あの、何がおかしいんですか？」

「いやー見事だ。まさかそれだけの情報でこの私まで辿たどり着くとはな。流石さすがは名めい探たん偵ていヴァールハイトと言ったところか」

「その名前で呼ぶのやめてください!!」

　ん？　ちょっと待て。俺の中学時代の二つ名を知ってるってことは──

「それじゃ、本当に日空先輩が……？」

「ああ、その通り。犯人は私だ」

「なっ……」

　あまりにもアッサリと認めたので、逆にどうしていいのかわからなくなってしまった。

「どうした、そんなに驚おどろいた顔をして。私が犯人だと推測してたんだろう？」

「それはそうですけど……。そ、そんなことより！　どうして日空先輩がこんな──」

　すると日空先輩は椅子から立ち上がり、俺のすぐ側そばで床ゆかに膝ひざをついた。

「すまなかった。君達に苦しく辛つらい思いをさせてしまったことは謝ろう」

「えっ……」

　土下座する日空先輩。それを見て俺は一いつ瞬しゆん言葉を失ってしまった。

「や、やめてください！　日空先輩は俺より二個も年上で、しかも生徒会長なのに、土下座なんて……」

　思わずそんなことを口に出してしまう。それから日空先輩は静かに顔を上げた。

「ふっ、とんだお人ひと好よしだな君は。私が君達に今まで何をしてきたかわかってるだろう？」

「そ、それはわかってますけど。でもどうして日空先輩がこんなこと……」

　自分で真犯人を暴あばいておいてこんなことを言うのもなんだが、俺は日空先輩が犯人だということはまだ半信半疑だった。

「それには深い理由がある」

「深い理由？」

「そうだ」

　日空先輩がこんなことをせざるを得なかった理由って一体……？

「屋上で話したと思うが、私が演劇部を立ち上げようとしているのは知っているな？」

「……はい」

「だが一つの部活を立ち上げるためには、当然私以外の部員も必要になってくる。そもそも演劇は一人じゃできないからな。だから私は生徒を何人か集めることにした。だがただの生徒では駄だ目めだ。演劇の才能を持った、演劇をやるにふさわしい生徒でなければならない。やるからには私も本気でやりたいからな」

「……それはわかるんですが、日空先輩が俺達にしていたことと一体何の関係が──」

　そこで俺はハッとする。

「ま……まさか……」

「気づいたようだな。そこで私は演劇の才能がありそうな、とある五人の生徒に白羽の矢を立てたんだ」

「な……！」

「だがもちろん、私の見立てだけで才能があると断定することはできない。そこで私はテストを行うことに決めた」

「な……な……！」

「後は言わなくてもわかるな？　私はその五人にそれぞれ本来の自分とは違ちがう人間に偽装するよう強要した。学校生活という名のステージでいかに自分を演じることができるかを観察することにしたんだ。訓練も兼かねてな」

「な……な……な……！」

「ん？　どうした、そんなに身体からだを震ふるわせて。私の崇すう高こうなる計画に感動したか？」

「なんじゃそりゃあああああ─────!!」

　俺の叫さけび声が、全世界にこだました瞬しゆん間かんだった。

「なんですかそれ!!　そんなことの為ために俺達をあんな目に遭あわせたんですか!?」

「そんなこととはなんだ。私の演劇に対する想おもいを軽く見られては困る」

「いやいやいやいや！　そうだとしても、どうしてそんな回りくどい歪ゆがんだ方法を選んだんですか!?　方法なら他にもいくらでもあるでしょ!?」

「そんなことはない。これが私の考え得うるベストな選せん択たくだ。日常生活に勝まさる舞ぶ台たいはないというのが私の持論だからな」

「な、なんですかそれ……」

　腰から力が抜け、思わず体勢を崩くずしそうになった。

「君達はこの数週間、誰だれにもバレることなく偽装を貫つらぬき通した。それは容易なことではない。やはり君達には演劇の才能があったわけだ。どうやら私の目に狂くるいはなかったみたいだな」

　褒ほめてくれてるようだが、あまり嬉うれしくない。

「……それじゃもしかして偽装部を一度廃部にしようとしたのも、俺達にオモチャ屋でコスプレのバイトをせざるを得ない状じよう況きようを作って、そこでも偽装をさせて俺達の演技力を上げる為だったんですか？」

「察しがいいな、その通りだ。ま、正直そこまで上手うまくいくとは思わなかったが」

　なんてこった。俺達は日空先せん輩ぱいの掌てのひらで踊おどらされていたというわけか。思えばバイトの時に偽装をしようと言い出したのは愛香だった。おそらく日空先輩から偽装の提案をするように指示を受けていたのだろう。

「じゃあ、どうして俺達に演劇の才能があると思ったんですか？」

「生徒会長の権限を活用して生徒一人一人の過去を調べたら、君達五人はそれぞれ過去に劇で優ゆう秀しゆうな成績を収めていたみたいだからな。もっともそれは理由の一つに過ぎないが」

「あっ……」

　それは真紀の歓かん迎げいパーティでアルバムを見せ合った時に俺達も知った。単なる偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだと思っていたが、今となってはあれは必然だったわけか。

「で、過去を調べていたら君達の面おも白しろい過去も一いつ緒しよになって出てきたものだから、どうせならそれも利用しようと考えたわけだ」

　日空先輩がイヤらしく微笑ほほえむ。悪あく魔まだよこの人。

「……日空先輩は愛香を使って俺達に手紙を送ったりしてたんですよね？」

「そうだ。携けい帯たいで私が指示を出し、それを紙に書かせていた」

「どうして愛香にそんなことをさせたんですか？　それに何故なぜ、俺達の中で愛香を選んだんですか？　教えてください」

　愛香はきっと俺達の中で一番辛い思いをしていた。なんせ部員仲間である俺達をずっと騙だまし続けなければならなかったのだから。愛香の胸中を考えると俺まで心が痛む。

　しばしの沈ちん黙もくの後、日空先輩は静かに口を開いた。

「私が生徒会長になって間もない頃ころ、目安箱に一通の投書が寄せられた」

「目安箱？」

「目安箱は原則的に匿とく名めいで出すものだろう？　しかしその紙には名前が書かれており、たった一言だけ書かれてあった。『友達が欲しいです』と」

「……！」

「名前を見た時は驚いたよ。偶然にもその時、劇の才能アリと目をつけていた生徒だったからな。目安箱に本名で投書するくらいだ、よっぽど悩なやんでいたのだろう。おそらく小学中学と、あまり友達に恵めぐまれなかったんだろうな」

　愛香が、そんなことを……。

「友達というのは自然にできていくものだ、他人がどうこうできる問題じゃない。だが生徒の悩みを解決するのも生徒会の務めだ。直接的な介かい入にゆうはできなくとも、その補助くらいならできる。そこで私は当時進めていた計画と、この生徒の悩みを合わせることはできないかと考えた」

「それでできたのが、偽ぎ装そう部ってことですか」

「その通り。部活というコミュニティの中でなら友情も芽生えやすい。偽装部を作るよう強制したのはその生徒の為だ。それでその見返りとして、私の代役をお願いしたというわけだ」

　どうして犯人にとって何のメリットもない偽装部なんてものを作らせたのかとずっと引っ掛かかっていたが、そういうことだったのか。日空先輩は愛香の為に……。

「本来なら目安箱に投書された内容は誰にも明かしてはいけないんだがな……。他の生徒には秘密だぞ？」

「はい……わかってます。でも生徒会長がこんなことをしてたってバレたらタダでは済まないんじゃないですか？」

「済まないだろうな。だが私は今度の全校集会で、自らの行いをすべて明かすつもりだ」

「えっ!?　そんなことをしたら日空先輩は……」

「間ま違ちがいなく生徒会長の職を追われることになるだろう。場合によってはそれ以上の罰ばつが下るかもしれないがな」

「い、いいんですか？」

「構わん。君達が今まで受けてきた屈くつ辱じよくに比べればどうということはない。それに私がやったことを公おおやけにすれば、君達に冷たい視線を向けていた生徒らの目も一新することだろう」

「…………」

「さて、それでは早さつ速そくで悪いが」

　日空先輩が一枚の紙を俺に差し出してきた。上の方には「入部届」と書いてある。

「ここにサインをしてくれ」

「するわけないでしょ!?」

「なに、何故だ!?　君達には間違いなく演劇の才能がある！　その才能を活いかさないまま高校生活を終えるつもりか!?」

「演劇の才能なんてありませんから！　仮にあったとしても無む理り矢や理りあんなことさせられたのに『はい入部します』なんて言うわけないでしょ!?」

「もちろんタダで入部してくれとは言わない。もし入部してくれたら様々な特典をつけようと思っている。ここに特典の内容が書かれた紙が──」

「あの、日空先輩」

　俺は日空先輩の言葉を遮さえぎるように言った。

「本当に、それだけなんですか？」

　ここまで様々な真相を聞かされたが、一つだけどうしても納得できないことがあった。

「それだけ、とは？」

「本当に俺達を演劇部に入れるためだけに、あんなことをさせたんですか？」

「…………」

「演劇部にふさわしい生徒を集めたい、それはわかります。でもハッキリ言って、それは生徒会長の職や自分の名めい誉よを懸かけてまでやる価値があるとは思えないんです」

「…………」

「上手く言えないですけど、日空先輩の目的にはもっと〝先〟があるような気がしてならないんです。それこそ演劇部が霞かすんで見えるくらいの目的が」

「……ふっ」

　日空先輩は小さく笑えみをこぼした。

「いずれは話さなければならないことだったが、まさかそれも見み抜ぬかれてしまうとはな。流石さすがは名めい探たん偵ていヴァールハイト」

「だから呼ばないでくださいって!!　とにかく教えてください、日空先輩の真の目的は何ですか？」

「…………」

　日空先輩は何かを考えるように無言で窓の外を見つめる。それから静かに口を開いた。

「そうだな……それは君が演劇部に入ってくれたら教えるとしよう」

「ちょっ、なんですかそれ！　勿もつ体たいぶらずに教えてくださいよ！」

「さて。話すことは話したし、私はそろそろ帰るとするか。演劇部の件はよく考えておいてくれ。良い返事を期待している」

「待ってください！　話はまだ終わってな──」

「ああそれと、鍵かぎはそこに置いてあるから、ちゃんと閉めて職員室に返しておくように。では頼たのんだぞ」

　そう言って、日空先輩は生徒会室から去っていった。何なんだ一体……？




　それから俺は部室に戻もどり、皆みなに事の顚てん末まつを包つつみ隠かくさず話した。

「ええー!?　それじゃ生徒会長が犯人だったってわけ？」

「お、驚おどろきです……」

　案の定、里り奈な・真紀・美み雪ゆきの三人は信じられないといった反応を見せる。

「許せない……！　ちょっと一発ブン殴なぐってくるわ!!」

「ちょっ、落ち着け里奈！」

　部室を出ようとする里奈を、俺は腕うでを摑つかんで制止する。

「放してよ悠人！　アタシ達が今までどんな思いを味わってきたかわかってるでしょ!?」

「そりゃわかってるけど、日空先輩には日空先輩なりの事情が……」

「事情ってさっき話してた演劇部のスカウトってやつ!?　そんな理由でアタシ達に偽装をさせてたなんてますます許せないんだけど!!」

「いいから冷静になれって……。今度お前が欲しがってた『究極のダジャレ百選集』を買ってやるから」

　ピタッと里奈の動きが止まる。

「ホント？」

「ああ、本当だ」

「……わかった。とりあえず、ブン殴るのだけはやめといてあげる」

　うーん、なんとまあ扱あつかいやすい。

「それでスカウトの件はもちろん断ったんでしょうね？」

「いや、それが……」

「え、何!?　ひょっとしてＯＫしちゃったの!?　信じらんない！」

「ゆーちゃん、私もさすがにそれはどうかと思いますよ……？」

「私もそう思う……」

　三人が痛ましい視線を俺に向けてくる。

「違ちがう違う！　一応ちゃんと断ったんだけど、なんというか、はぐらかされたというか……。明日あした改めて断りに行くよ」

「当然よ！　たとえ百億出されたとしても演劇部なんか絶対入らないわ！」

　百億出されたらさすがに悩むな。

「まあ、それは置いておくとして……」

　里奈は一つ、咳せき払ばらいをする。

「色々と大変だったわね、愛香」

　さっきから無言で俯うつむいたままの愛香に、里奈は優やさしく声をかけた。

「まさか愛香ちゃんが生徒会長に洗脳されてたなんて、知らなかった……」

「美雪、俺の話聞いてたか？」

「でも犯人の代役をやらされるなんて、辛つらいですよね……」

「そうだよね。いくら生徒会長だからって何をやってもいいってわけじゃないもん」

「ま、気にすることはないわよ愛香。アンタは何も悪くないんだから」

「…………」

　すると、愛香の身体からだが小刻みに震ふるえ始めた。

「どう、して……？」

　やがてその目からは、一粒つぶ、二粒と、涙なみだが落ち始める。

「どうして、誰だれも私を責めないの……？　たとえ犯人の代役でも、実際に行動に移していたのは私なのに……」

「やむにやまれぬ事情があったんでしょ？　どんな事情かは知らないけど、それならしょうがないわよ」

「しょうがなくない……！」

　すると愛香は椅い子すから立ち上がり、勢いよく部室を飛び出していった。

「あっ！　待ちなさい愛香！」

　俺を先頭に、皆は部室の外へと出る。しかし廊ろう下かに出た時には、既すでに愛香の姿は見えなくなっていた。

「悠人、どこに行ったか見えた!?」

「……下の階に行ったみたいだ」

「ハァ。まったく世話を焼かせる子ね……。行くわよ皆みんな！」

　女子三人は下の階に続く階段の方へ走り出す。俺はそれを見届けた後、それとは〝反対方向〟に足を向けて、歩き出した。




　着いた先は、本日二度目の屋上。そこにはフェンスに手を置いて、夕焼けを見つめている愛香の姿があった。

「よう」

　愛香は俺の声にピクッと反応し、それからゆっくりと、俺の方に身体を向けた。

「……どうして来たの？」

「どうしてって、そりゃ心配だからに決まってるだろ」

「……他ほかの皆は？」

「俺の高度な情報に惑まどわされてどっかに行っちまった。改めてお前と一対一で話がしたくてな」

「…………」

　再び愛香は、視線を夕焼けの方に向ける。

「……皆、優しすぎる」

　そう、ポツリと呟つぶやく愛香。

「どうして皆、あんな優しいことを言うのかわからない。悪いのは全部私なのに……」

「そうだな。全部お前が悪い」

「！」

「どうして犯人の代役を引き受けた？　断ろうと思えば断れたはずだ。そうしていればお前はこんな辛い思いを味わわずに済んだはずだ……と言ってほしいのか？」

「…………」

「日空先せん輩ぱいから聞いたよ、目安箱の投書のこと」

「えっ……」

　愛香が驚いた顔をこちらに向ける。このことは日空先輩には秘密にしてくれと言われていたが、俺は口に出さずにはいられなかった。

「友達が、欲しかったんだろ？　部活という友達を作る場を与あたえられるのと引き換かえに、お前は犯人の代役を引き受けた」

「……うん。でもそれを知ってるなら、尚なお更さら私のことは許せないはず。私は自分勝手な願いの為ために、悪事に手を染めてしまった……」

「ま、まったくお前が悪くないってことはないだろうな。割合的には一〇パーセントくらいはお前が悪いと思う。けどな……」

　俺は愛香のもとへ歩み寄り、その肩かたにそっと手を置いた。

「それを許せるのが、友達ってもんじゃないか？」

「……！」

　愛香は顔を下に向けると、赤ん坊ぼうのような力で俺の腕を摑んだ。

「里奈も、美雪も、真紀も、そして俺も、皆愛香の友達だ」

「うん……」

「皆と出会えて、良かっただろ？」

「うん……うん……」

　愛香の目からポロポロと涙が落ちていく。俺は愛香が泣きやむまで、じっと傍そばに立っていた。

「ありがとう、悠人」

　そう言って、愛香は顔を上げる。

「皆と出会えて、本当に良かった。友達もできたし、それに……」

「それに？」

「……好きな人もできた」

「えっ？　それってどういう──」

　次の瞬しゆん間かん。俺の頰ほおに、柔やわらかくて、ほんのり甘い感かん触しよくが伝わってきた。

　数秒後、その感覚が解かれる。そこには顔を赤くして、唇くちびるに人差し指を当てる愛香の姿があった。

「……またね、悠人」
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　そう言って愛香は、俺のもとから離はなれていった。




　家に帰宅した俺は、部屋のベッドに寝ね転ころがって大きく息を吐はいた。なんだか今日は疲つかれてしまった。だがこれで大方の問題は解決できた。残るは日空先輩の真の目的か……。

　本来なら「俺達に偽ぎ装そうさせている者を暴あばき出す」という最大の目的が達成されたのだから、別にその真の目的とやらにこだわる必要はないのかもしれない。だがこれだけは何があっても解き明かさなければならないと、俺の勘かんが告げていた。

　だが今回はヒントも与えられていない。一番簡単なのは演劇部に入部することだろうけど……まあそれは有り得ないな。仮に俺が入部すると言ったとしても里奈が絶対にそれを許さないだろう。

　考えろ。直接的なヒントはないが、日空先輩の会話の中に手て掛がかりが隠されているかもしれない。思い出すんだ、これまで俺が日空先輩と話したことを……。

「あっ」

　その過程で俺は、ある大事なことを思い出した。俺はベッドから跳はね起き、学習机の引き出しを片かたっ端ぱしから開けまくる。

「……あった」

　三段目の引き出しにそれはあった。以前日空先輩が屋上で音読していた、演劇の台本。あの時日空先輩が落としたのを俺が拾って、後で返そうと思ってそのままになっていたのである。まずいな、すっかり忘れてた。日空先輩のことだから何冊か予備は持ってそうだけど、明日必ず返さなくては。

「………」

　俺は台本のページをめくってみる。多少なりとも罪悪感はあったが、日記帳を覗のぞくわけじゃないので別に問題ないだろう。それにもしかしたら、この台本の中に日空先輩の真の目的に関するヒントが隠かくれているかもしれない。俺は椅子に腰こしを下ろし、その台本を読んでみることにした。




　数十分後。すべてのページを読み終えた俺は、静かに台本を閉じた。

「……ははっ」

　そして思わず笑ってしまった。わかったぞ、日空先輩の真の目的が。答えはすべてこの台本の中にあった。それにしても何て不器用な人なんだろう。日空先輩は〝これ〟を実行する為に俺達に偽装をさせていたのか。呆あきれるほど回りくどいやり方だが、こんな真相を知ってしまったら、もう協力せざるを得ないじゃないか。しかしとんだ偶ぐう然ぜんだな、日空先輩の落とし物からこの答えに辿たどり着くことになろうとは……。

　いや、違うな。日空先輩は俺にこれを気づかせる為にわざとこの台本を落としていったのだろう。俺は最初から最後まで日空先輩の掌てのひらの上だったというわけか。

　だがそれはもう終わりだ。協力はするつもりだが、それだけでは日空先輩の思おも惑わく通りに動くだけであり、それはなんか癪しやくだ。よって散々踊おどらされてたお礼として、今度はこちらから〝反はん撃げき〟を仕し掛かけてみることにしよう。

　しかしこれには時間が掛かかる。二週間、最低でも一週間は要するだろう。だけどみんなならきっと喜んで引き受けてくれると信じている。俺は早さつ速そく、偽装部の仲間に電話をかけてまわった。







　第十一章　犯人への復ふく讐しゆう!?







　これは、日ひ空そら恵めぐ美みがまだ五歳だった頃ころのお話。恵美は一冊の絵本を手に持って、勉強中の姉──幸さち恵えのもとに駆かけ寄ってきた。

「お姉ちゃんお姉ちゃん、ここのお姫ひめ様さまのセリフ言って！」

　絵本に書かれた文章を指差しながら、恵美は幸恵にお願いする。

「また？　もう、しょうがないわね」

　幸恵は絵本を受け取ると、椅い子すから立ち上がって大きく息を吸う。

「ごめんなさい、私は貴男あなたと一いつ緒しよには行けない。私には婚こん約やく者がいるの。もう私の事は忘れてほしい……」

「すごーい！　ホントのお姫様みたい！」

　恵美はとても嬉うれしそうにパチパチと手を叩たたく。

「これくらい当然よ。なんたってお姉ちゃんは女優を目指してるんだから！」

「うんうん、お姉ちゃんなら絶対なれるよ！　私いっぱい応おう援えんするね！」

「ふふっ。ありがとう恵美」

「それじゃそれじゃ、今度はこのセリフ言って！」

「もう、恵美ったら。お姉ちゃん勉強中なのよ？」




　　☆




　あれから三日が経たった。放課後、俺は体育館のステージに立っていた。今はカーテンが下りており、外からここの様子は見えない。そして一週間後には中間テストが行われるので、体育館で運動部も活動していない。

「……一体どうした、こんな所に呼び出して」

　間もなく日空先せん輩ぱいが俺の前に現れた。放課後になったら体育館のステージに来るように伝えていたのである。

「今はテスト前だから放課後の体育館の使用は原則禁止だ。どうしても使用したい場合は生徒会に申しん請せいする必要があるのだが、ちゃんと申請したのか？」

「……すみません。それじゃ今ここで使用許可をください」

「はあ……まあいい。それで一体何の用だ？　もしかして演劇部に入ってくれる気になったのか？　それとも偽装させられた恨うらみで私に復讐でもするつもりか？」

「復讐、ですか。ある意味そうかもしれません」

「……そうか。私のせいで君達には多大な精神的苦痛を味わわせてしまったからな。それも覚かく悟ごはしていた。それで私に何をするつもりかな？　服を脱ぬいで全ぜん裸らになれと言うのなら甘んじて受け入れよう」

「え？　本当ですか？」

「ああ。なんなら君自らの手で私の身体からだを好きにしてもらって構わない。それくらいで私の罪が許されるとは思ってないが、それで君の気が晴れるというのなら喜んでこの身体を差し出そう」

「マジですか!?　それじゃ──」

　俺は咳せき払ばらいをして自分を落ち着かせる。いかんいかん、あと少しで自分の性せい欲よくに負けるところだった。身体を差し出すとか言ってもどうせ噓うそだろう。

「冗じよう談だんが上手うまいですね、日空先輩は……」

「ん？　私は本気のつもりだったんだが」

「いやいやいや！　美人でスタイル抜ばつ群ぐんの女子高生がそんな簡単に身体を差し出しちゃダメです！」

「ふっ、男子からそう言ってもらえると素す直なおに嬉しいな」

「……ていうかこんな話をする為ために呼び出したんじゃないんですけど」

「そうだな。では話を戻もどすが、何の為に私を呼び出したんだ？」

「…………」

　俺は無言で例の台本を日空先輩に見せた。日空先輩の肩かたがピクリと動く。

「それは私の台本ではないか。なくしたと思っていたら君が持っていたんだな。拾ってくれたことには感謝するが、できればもっと早く返してほしかったものだ」

「とぼけなくていいです。日空先輩は俺にこれを読ませる為にわざと屋上に落としていった。違ちがいますか？」

「…………」

「台本、全部読みました。そして気づきました。日空先輩の真の目的に」

「……ほう。では聞かせてもらおうじゃないか」

　日空先輩が試ためすような目で俺を見る。どうして日空先輩が俺達に偽ぎ装そうさせたのか。それは俺達の演技力を上げる為であることは間ま違ちがいない。しかし日空先輩がやりたかったのは演劇部の部員を集めることではなく──

「日空先輩のお姉さん、幸恵さんの為ですよね」

「…………」

「この台本には二人の姉妹が出てきますよね？　姉の方は劇団に所属する役者、妹の方は普ふ通つうの女子高生。姉は周囲から一目置かれている役者で、妹も姉のことを心から尊敬していた。しかしある日の上演中に足を滑すべらせ舞ぶ台たいから落下、救急車で運ばれ入院することに……」

　日空先輩は黙だまって俺の言葉に耳を傾かたむける。

「怪け我がは決して軽傷ではなかったが、半年もすれば普通に歩けるくらいにまで回復し、劇団への復帰も許可された。しかし姉は、自分の失態で他ほかの役者に迷めい惑わくをかけてしまったことへの罪悪感、そして怪我のトラウマのせいで、元のように役者として演じることができなくなってしまった……」

　何かを思うように、静かに目を閉じる日空先輩。

「そこで妹は姉を元気づけるため、数人の仲間に協力をお願いする。仲間達は喜んでそれを引き受け、姉を元気づけようと様々なことを試みる。こうして妹と仲間達から沢たく山さんの勇気を貰もらった姉は、無事に劇団に復帰することができたのであった……」

　以上が台本の簡単な粗あら筋すじ。日空先輩はゆっくりと目を開けた。

「ここからは俺の推測になりますが……。この姉と妹って、幸恵さんと日空先輩をモデルにしてますよね？」

「…………」

　日空先輩は何も答えない。おそらくそれは肯こう定ていを意味しているのだろう。バイトの時に見た幸恵さんの足の包帯は、舞台から落ちた時の怪我だったんだ。

「日空先輩は自分の演劇を見せることで幸恵さんに演劇の楽しさを思い出してもらおうとこの台本を書いた。そして演劇のメンバーとして俺達五人に目をつけ、更さらに演技力を上げさせる為に俺達に偽装を強要した」

「……その通りだ」

　ようやく日空先輩が口を開いた。

「私は舞台で演じている時の姉が大好きだった。それがあんなことになってしまい、以降姉は舞台に立たなくなってしまった……」

　一語一語嚙かみしめるように、日空先輩は言葉を紡つむぎ出す。

「今はオモチャ屋で働いているが、私はもう一度見たいんだ、舞台で輝かがやきを放っている姉の姿を。どんなに利己的だと罵ののしられようと、その為なら私はなんだってする。だがそれを実現するには演劇のメンバーは普通の生徒では駄だ目めだ。姉の心に響ひびくような演劇ができる者でなければならなかった。そこで私は君達五人に目をつけ、更にはあんなことをさせるに至った。ふっ、我ながら滅め茶ちや苦く茶ちやだな……」

　日空先輩は空くう虚きよな笑えみを見せる。

「まあ、確かに滅茶苦茶ですね」

「……ハッキリ言うな君は」

「ですが日空先輩の幸恵さんに対する想おもいは凄すごく伝わってきました。偽装の件に関してはもう過ぎたことですし、一いつ旦たん忘れたいと思います」

「……それは、私に協力してくれると受け取っていいのか？」

「はい。というか、この真実を知って協力できないなんて言えませんよ」

「……ありがとう。心から感謝する」

　日空先輩は深々と頭を下げた。

「それでは早さつ速そくで悪いが、演劇の練習の日取りを──」

「ただし」

　俺はワザと日空先輩の言葉を遮さえぎるように言った。

「普通に協力はしません」

「……何？」

「だってそうでしょう？　日空先輩のせいで俺達は酷ひどい目に遭あってきたんです。単に力を貸すと思ったら大おお間ま違ちがいですよ」

　俺は敢あえて悪戯いたずらっぽく言ってみる。

「で、では、どういう形で協力してくれるというんだ？」

「最初の方で言ったと思いますが、俺は日空先輩にちょっとした〝復讐〟をする為に呼び出したんです。今からそれを実行に移します」

「……!?」

　困こん惑わくする様子を見せる日空先輩を余所よそに、俺は操作室で待機する偽装部の四人に合図を送る。間もなくステージとフロアを隔へだてていたカーテンが、ゆっくりと開いた。

「なっ……!?」

　その瞬しゆん間かん、日空先輩の目が大きく見開かれる。カーテンの向こう側には、一人の人物が椅子に座っていた。そう──日空先輩のお姉さん、幸恵さんが。

「……恵美」

「お姉ちゃん……どうして……!?」

　動どう揺ようする日空先輩。それから操作室にいた里り奈な達四人がステージまで上がってきた。

「まったくどんだけ長いこと待たせれば気が済むのよ！　ああいったメンドクサイ話は三十秒で終わらせなさい！」

「三十秒はちょっとなあ……」

「ちょっと待て！　これは一体どういうことだ、ちゃんと説明しろ！　何故なぜお姉ちゃ──姉がここにいるんだ!?」

　おお、めっちゃ狼狽うろたえてる。そうだ、俺は日空先輩のこういう顔が見たかったんだ。

「何故って、呼んだからに決まってるじゃないですか」

「呼んだ!?　なんの為に!?」

「もちろん、今から幸恵さんに俺達の劇を観みてもらう為です」

「……なんだと!?」

　俺は改めて演劇の台本を日空先輩に見せる。

「この台本を使って皆みんなで練習しました。もちろん日空先輩も参加してることを想定した上で。最低でも一週間はかかると思ってましたが、三日でなんとかなりました」

「待て待て待て！　たったの三日だと!?　そんな短期間でまともな劇などできるはずがないだろう！　やるならもっと時間を掛かけるべきだ！」

「こういうのは皆のやる気が充じゆう実じつしてる内が一番かと思いまして」

　実際は里奈が「もうすぐ中間試験なんだから一週間なんてかけてらんないわ！　三日でやるわよ三日で！」と言ったことが発ほつ端たんだったんだけど。

「日空先せん輩ぱいはこの台本を作った本人ですから台詞せりふは覚えてますよね？」

「そ、それは覚えているが……」

「なら問題ないですね」

「いやダメだ！　一度もリハーサルをしてないのに成功するはずがない！」

「じゃあやめますか？　幸恵さんが見ているこの状じよう況きようで」

「ぐっ……」

「観客が劇を待っているのに、日空先輩は自ら劇を放ほう棄きするつもりですか？」

「……!!」

「日空先輩には今まで散々踊おどらされてきましたからね。これが俺達の日空先輩に対する〝復ふく讐しゆう〟というわけです。どうですか、気に入ってくれましたか？」

　日空先輩は顔を真っ赤にして身体を震ふるわせる。ふっ、どうやら何も言い返すことができないみたいだな。

「ゆーちゃんって、意外とＳっぽい面もありますよね」

「……そうね」

「おいそこ聞こえてるぞ！」

　俺は小さく咳せき払ばらい。ちょっと悪乗りしすぎたか。

「さあ日空先輩、今から幸恵さんに俺達の劇を見せてやりましょう！」

「……はあ」

　観念したように、日空先輩は息を吐はいた。

「わかった、やろう。だが成功させる自信はあるんだろうな？」

「どうですかね……。でも心配はしてません、俺達には日空先輩によって鍛きたえられた演技力がありますから」

「ふっ……皮肉にしか聞こえないな。だがやるからには全力で頼たのむぞ」

「もちろんです！」

　俺達は改めて幸恵さんの方を向いた。

「見ててください幸恵さん……俺達の劇を！」




　こうして偽装部の五人と日空先輩による劇が始まった。日空先輩はもちろん妹役で、里奈は姉役、ほか四人は妹の友達役。普通の人だったらリハーサルもなしにいきなりステージに立ったら、緊きん張ちようでガチガチになってまともな劇などできはしないだろう。

　だが俺達は違ちがう。この一か月、俺達は高校生活というステージで自分を偽ぎ装そうし、自分を演じ続けてきた。それによって、もはや緊張などという概がい念ねんはどこかに吹ふっ飛んでしまった。むしろ今の方が落ち着いていると言ってもいいだろう。俺達が偽装してきた経験は確かに活いかされていた。

　それだけではない。練習時間が短かったので時折どうしても台詞忘れが出てくるが、その時のアドリブも自然と出てくる。更には次の台詞までの間かん隔かく、台詞を要求されるタイミング、台詞に込める感情の強弱、それらが手に取るようにわかる。これも偽装の日々の賜たま物ものだろう。

「ごめんね。私にはもう、演劇をやる資格はないの……」

「そんなことない！　私はもう一度見たいの、舞台に立つお姉ちゃんの姿を！」

　劇はクライマックスに突とつ入にゆうする。練習にかけた時間がたったの三日とは思えないほど、俺達の劇は順調に進んでいた。確かに完かん璧ぺきではないかもしれない。しかしそれでいい。俺達はプロじゃないんだ、最初から最後まで完璧にやり通す必要はない。俺達は高校生らしく自分を演じ、劇を通じて日空先輩の想いが幸恵さんに届けば、それでいいんだ。

「…………」

　幸恵さんは終始、俺達の劇を静かに見つめていた。




　午後五時二十三分、俺達の劇が終しゆう了りようした。やれるだけのことはやった。後は幸恵さんがどのような反応を見せるかだ。

　幸恵さんは静かに椅い子すから立ち上がり、そのまま俺達のいるステージに向かって歩き出した。劇に感動した幸恵さんが、日空先輩と熱い抱ほう擁ようを交かわす。おそらくこの場にいる誰だれもがそんな結末を期待していただろう。しかし──

　パァン！

　乾かわいた音が、体育館内に響く。なんと幸恵さんが日空先輩の頰ほおに平手打ちをしたのである。まさかの展開に、俺達は呆あつ気けにとられてしまった。

「……悠ゆう人とくんから全部聞いたわ、貴女あなたが今までしてきたことを。皆の弱よわ味みを握にぎり、各自に設定を与あたえて、それに偽装することを強要したそうね」

　そう、俺は幸恵さんにすべてを話した。最後まで黙だまっておくかどうかで相当迷ったが、やはり幸恵さんにはすべてを知った上で俺達の劇を見てほしかった。それがまさかこんなことになるとはまったく予想できなかった。

「幸恵さん、日空先輩も決して悪気があったわけでは──」

「悠人くんは黙ってて」

　幸恵さんの鋭するどい口調に、俺は気け圧おされてしまう。バイトで俺を叱しかった時とは比ひ較かくにならないくらい、今の幸恵さんからは本気が感じられた。

「貴女のやったことは決して許されることじゃない。それはわかってる？」

「……わかってます」

「下級生を脅おどして無む理り矢や理り言うことを聞かせるなんて、卑ひ劣れつで最低な行こう為いよ。貴女は生徒会長として失格、いいえ人間として失格ね」

「……はい」

「ちょっと待ちなさいよ！」

　ここで里奈が間に入る。

「いくらなんでも言い過ぎでしょ!?　確かにこの人のしたことは許されることじゃないかもしれないけど、それはすべてアナタの為ためを想ってやったことなのよ!?　お姉さんなら妹の気持ちくらいちゃんと汲くみ取ってやんなさいよ！」

　あれだけ日空先輩のことを嫌きらっていた里奈が、日空先輩の擁よう護ごに回っていた。

「それにアタシ達に偽装させたのだって、歴れつきとした理由があるんだから！」

「皆の演技力を上げるため？」

「……そ、そうよ！」

「それなら他ほかにも方法はあったはずよ。少なくとも皆の弱味を握って偽装なんてさせる必要はなかったはず。現に皆だって嫌な思いをしてきたはずでしょう？」

「うっ。それは……」

　これには里奈も言い返せない。

「それにいくら演技力を上げたって、台本そのものが良くなければ何の意味もないわ。劇を見せて私の心を動かすつもりだったんでしょうけど、あんな劇を見せられたって……見せられ……たって……」

　幸恵さんの声が段々弱くなっていく。そして気がつけば──幸恵さんの目からは、大おお粒つぶの涙なみだが溢あふれ出ていた。

「ふふっ……私ったらダメね。もうちょっと強がっていたかったんだけど……」

　そして幸恵さんは自分の感情をぶつけるように、日空先輩の身体からだを強く抱だき締しめた。

「感動……しちゃった……恵美の気持ち……すごく伝わってきた……」

「……お姉ちゃん」

「ごめんね……恵美……ごめんね……私全然気づかなかった……恵美がここまで私のことを想おもってくれてたなんて……妹の気持ちにも気づけないなんて……私も姉失格ね……」

　やがて日空先輩の目からも涙が溢れ出てくる。

「お姉ちゃん……お姉ちゃん……」

「恵美……」

　それから二人とも、子供のようにワンワンと泣き始めた。皆の目にも、うっすらと涙が浮うかんでいた。

「ふん、何よ！　お涙なみだ頂ちよう戴だいには乗らな……乗ら……うわああああああああああん!!」

　そして何故か里奈が一番泣いている。感情豊かなのは良いことだと思うが……。

「!?」

　するとその時、どこからか凄すさまじい歓かん声せいが沸わき起こってきた。なんだなんだ、一体どこから──

「えっ!?」

　俺は一いつ瞬しゆん自分の目を疑った。なんとこの体育館にいつの間にか大勢の生徒が集まっていたのである。しかも一階だけでなく二階の通路まで。劇に夢中だったのと元々館内が暗かったのとでまったく気づかなかった。なんでこんなに集まってるんだ!?　そもそも一体どこから情報を聞きつけたんだ!?

　すると愛あい香かが俺の肩かたをちょんちょんと突つつき、一枚のチラシを見せてきた。そこには劇の粗あら筋すじや参加者の名前などが書かれてあった。

「ここに来る前にこのチラシを学校の至る所に貼はりつけてきた」

「お前の仕し業わざかよ!?」

「こんなに集まるなんて私も予想外」

　まあ生徒会長が主役の劇ってだけで興味を引かれる人は多いだろうし、参加している女子達は外見だけ見てもかなりのレベルだからな。こうも集まるのは不自然じゃないだろう。

「……なんでそんなことしたんだ？」

「劇はやっぱりお客さんが多い方が盛り上がると思って。それに……」

「それに？」

「できるだけ早く、生徒達の誤解は解いておきたかったから」

「……愛香」

　それから体育館は盛大な拍はく手しゆに包まれた。どうやら俺達が動かしたのは幸恵さんの心だけではなかったようだ。

「はは、これは恥はずかしいな。君達の復讐には恐おそれ入ったよ」

　涙を拭ぬぐいつつ、日空先輩は館内を見回す。

「だが丁度良かった。本当なら次の全校集会の時に公表するつもりだったが、これだけ生徒が集まっているのなら今この場で公表しても良さそうだな」

「！　日空先輩、もしかして……」

　日空先輩は俺を見て頷うなずき、一歩前に出る。そして大きく息を吸った。

「大きな拍手をありがとう！　突とつ然ぜんだがこれより私から皆みなに重大な報告がある！　心して聞いてほしい！」

　それから日空先せん輩ぱいは、俺達にリア充じゆうや不良などの設定を与えて偽装するよう強要したことを始め、今までの行いをすべて生徒達に明らかにした。

「私のしてきたことは決して許されるものではない。よって私はその責任をとり、今日をもって生徒会長を辞任する！」

　この日空先輩の発言で、生徒達の間からは大きな動どう揺ようが生まれる。

「そして次の生徒会長は既すでに決めてある。私の跡あとを継つぐのは……」

　日空先輩は俺達の方を向く。それからある人物の前まで歩き、足を止めた。それはなんと──

「君だ、春はる色いろ里奈。後のことはよろしく頼む」

「……は？」

　見事に里奈の目が点になる。日空先輩はポケットから生徒会長の腕わん章しようを取り出し、それを里奈の手に握らせた。

「ちょっと待ってください！　どうしてアタシなんですか!?　今のはどう考えても悠人が生徒会長になる流れだったでしょ!?」

　何故なぜこっちに火の粉を飛ばすんだ。俺は生徒会長なんて頼たのまれても絶対やらないぞ。

「しかし君は生徒会長選挙に立候補していただろう？　どうせ任せるなら生徒会長になりたがっている者の方がいいと思ってな」

「だ、だからってそんな──」

「さっきは私のことを庇かばってくれてありがとう。本当に嬉うれしかった。君には人を思いやる心がある。君ならきっと素す晴ばらしい生徒会長になれるだろう」

「…………」

「それでは頑がん張ばってくれ。期待しているぞ」

　そう言って、ステージから立ち去ろうとする日空先輩。

「待てって言ってるでしょ！」

　しかし里奈の声に、日空先輩は足を止めた。

「いらないわよこんなの！　こんなやり方で生徒会長になったって嬉しくもなんともないわ！」

　里奈は生徒会長の腕章を日空先輩に投げ返した。

「だいたい何よ、責任とって生徒会長を辞やめるって！　それ単に逃にげようとしてるだけじゃない！　そんなの私が許さないわよ！　それに言っとくけどね、アタシは人を思いやる心なんてこれっぽっちも持ってないんだから！」

　そんな堂々と言わなくても。

「アンタは罪の意識をひしひしと感じながら生徒会長を続けてなさい！　アタシは自分の力で生徒会長になってみせる！　見てなさい、次の選挙はアンタに十倍以上の票差をつけて当選してやるんだから！」

　里奈はビシッと日空先輩の顔を指差して宣戦布告をする。

「三年生である私は次の選挙には立候補できないぞ」

「……!!」

　顔を真っ赤にする里奈。笑いに包まれる体育館。

「だが君が良くても、私が生徒会長であることを他の生徒が許してくれるかどうか……」

「何言ってるんですか日空先輩。この学校の生徒会長は日空先輩しかいないですよ」

　俺の言葉に呼応するように、生徒達の間から再び拍手が沸き起こった。

「……ふっ。本当にこの学校は良い生徒達ばかりだな。それでは皆の慈じ悲ひに甘えさせてもらうとしよう」

　日空先輩は笑えみをこぼしながら、改めて腕章を自分の腕うでにつけた。俺達の劇は成功し、日空先輩は生徒会長を続けることになった。めでたしめでたし──

「さて、では早さつ速そく生徒会長としての任務を遂すい行こうするとしよう。君達には体育館のステージを無断で使用したペナルティを受けてもらう」

　……え？

「四百字詰づめ原げん稿こう用紙十枚に今回の反省文を書いて私に提出するように」

「ちょ、ちょっと待ってください！　この流れでそういうこと言っちゃうんですか!?」

「そうよ！　だいたいステージを使ったのはアンタも同じでしょ!?」

「ああ、私も同罪だ。だから私も反省文を書く。提出期限は三日後までとする」

「三日!?　もうすぐ中間試験なんですけど!?」

「なに、たったの十枚だ。その気になれば一日で終わるだろう」

「そ、そんな……」

　その後、俺達は試験勉強と反省文という二重の苦しみを味わったのであった。







　エピローグ







　それから五日が過ぎた。俺達に偽ぎ装そうをさせていた犯人を暴あばき出したことで、俺達は偽装の日々から解放された──と思っていたんだけど。

「ねえねえ冬ふゆ空ぞらさん、名めい探たん偵ていに偽装してよ！」

「だ、だからもうしないって……」

「赤あか月つきさんも不良やってよ！」

「あァ!?　気安く話しかけんじゃねーぞコラァ！」

　あの劇の日、俺達が今まで偽装していたという事実が多くの生徒に知れ渡わたった。それはいいんだけど、それ以降教室では美み雪ゆきや愛あい香かのように他ほかの生徒から度たび々たび偽装を求められるようになってしまった。偽装からの解放を目指して今まで頑張ってきたというのに、これじゃ本ほん末まつ転てん倒とうだな。ただ同じ偽装でも以前よりは気持ち的にかなり楽だろうし、他の生徒ともだいぶ打ち解けられるようになったようだ。そしてもちろん俺も──

「おい聞いたか。大たい河がって部員の女子達と日ひ替がわりでヤッてるらしいぞ」

「マジかよ、男子の敵じゃねーか」

「次は靴くつに毒針を仕込むか……」

　まったく打ち解けられていなかった。その上変な噂うわさまで広がる始末。まあ偽装部は男子一女子四という偏かたよった編成だし（おまけに女子は皆可愛かわいい）恨うらみを買ってもしょうがないかもしれないけど。ところで毎回俺の靴に何か入れてる奴やつって同一人物か？

「……ん？」

　休み時間、水でも飲みに行こうと教室を出て廊ろう下かを歩いていた時、俺はＤ組の前でふと足を止めた。そこでは真ま紀きが多くの生徒達に囲まれていた。主に男子に。

「ねえ、中なか野のさんが痴ち女じよに偽装してたってホント!?」

「ち、痴女ってどんなことすんの!?　一度でいいから見てみたいんだけど！」

「俺も俺も！」

　ちっ、まったく男というのは卑いやしい生物だ。真紀も困っている様子だし、ここは俺が助けに行くべきだろうか。

「えっと、それはその……あっ！」

　すると真紀が廊下にいる俺に気づいた。それから真紀は席を立ち、小走りで俺のもとに駆かけ寄ってきた。

「ゆーちゃん！」

「えっ!?」

　何の躊躇ためらいもなく俺の身体からだに抱だきつく真紀。

「真紀、一体何して……!?」

「すみませんゆーちゃん、少しだけ我が慢まんしてください」

　頰ほおを赤らめながら小声で俺に囁ささやく。そして真紀は改めて男子達の方を向いた。

「見ての通り、私はゆーちゃん限定の痴女なんです。ですから私はゆーちゃんがいないと痴女に偽装できないんです。ごめんなさい！」

　そう言って更さらに強く抱きついてくる真紀。俺が柔やわらかい胸の感かん触しよくに心を搔かき乱されていると、男子達から凄すさまじい殺気が放たれるのがわかった。

「おい、なんだこの屑くず野や郎ろうは」

「どうせ金でも払はらって無む理り矢や理り抱きつかせてるんだろ」

「殺すか……」

「いや、ちょっ……。すまん真紀、また後で！」

　身の危険を察知した俺は、すぐさまその場から逃とう走そうした。皆みなの俺に対する態度が以前にも増して酷ひどくなっているのは俺の気のせいだろうか……。




　放課後。日直の仕事を終え、俺と里奈は夕日で赤く染まった廊下を歩く。

「ありがとな里奈、仕事手伝ってくれて」

「べ、別に!?　言っとくけどアンタと一いつ緒しよに帰りたいから待ってたわけじゃないわよ!?　帰り道の途と中ちゆうでクマに襲おそわれそうになった時アンタを囮おとりにして逃にげるためなんだから！」

　すごい状じよう況きようを想定してるんだな。

「あ、そうそう。ちょっと偽装部の部室に寄っていかない？」

「部室に？　別にいいけど、他の三人はもう帰ったんだろ？」

「ええ。もう試験も近いしね」

「じゃあなんで寄るんだ？　てか俺らも試験勉強しないと……」

「いいから！　なんというかその、放課後になったら部室に行かないとアタシの気が済まないの！」

「なんだそりゃ」

　と言いつつも、実は俺も里奈と同じ思いだった。偽装させられていた頃ころは毎日のように部室に通っていたからな。もうすっかり習慣と化していた。

「うーん、やっぱりここに来ると落ち着くわね！」

　部室に入り、里奈が大きく伸のびをする。日ひ空そら先せん輩ぱいの策略によって創つくられた偽装部。すべての問題が解決した今、もはやこの部を存続させる意味はなくなったわけだけど、だからと言って廃はい部ぶにするのはなんだか躊躇われたので、俺達は今後もこの部室で活動を続けていくことに決めたのである。実を言うと昨日までは五人でここに集まって活動をしていた。と言っても相変わらずやることはトランプくらいだけど……。

「あ、そういやまだ言ってなかったけど、幸さち恵えさん劇団に復帰したらしいぞ」

「ホント!?　それはめでたいわね！　やっぱりアタシ達の世界レベルの劇に心打たれたってことかしら！」

　世界レベルかはともかく、めでたいことは確かだ。これで日空先輩の願いも無事に叶かなえられたわけだし、俺達の偽装してきた日々は無む駄だではなかったかもしれない。

「それにしても、あの劇をやってから生徒達の態度がガラリと変わったわよね」

「……俺とお前に対しては大して変わってない気がするけどな」

「う、うるさい！　そういうことはわかってても言うんじゃない！」

　里奈は調子に乗るとすぐダジャレを言う呪のろいにかかっているので、相変わらず誰も近寄ろうとしない。その呪いさえどうにかすれば充じゆう実じつした高校生活を送れるだろうに。

「ところで、その、前から気になってたことがあるんだけど……」

　なにやらモジモジし始める里奈。

「気になってたこと？」

「その、悠ゆう人とは真紀のこと、どう思ってるの？」

「は!?」

　あまりに唐とう突とつな質問に、俺は戸と惑まどいを隠かくせなかった。

「いや、なんでそんなこと聞くんだ!?」

「だってほら、真紀ってずっと悠人にアプローチしてるでしょ？　もしかしたらそれで悠人の気持ちにも何か変化があったのかなって思って……」

「アプローチって、俺に抱きついたりしてたのは痴女に偽ぎ装そうする為ために仕方なくやってただけであって、別にアプローチしてたわけじゃないだろ」

「…………」

　冷え込んだ目で俺を見つめる里奈。

「な、なんだよ」

「はあ……まあいいわ。でも真紀ってとても良い子でしょ？　それに昔に比べてすごく可愛かわいくなったし、あと……胸も真紀の方が大きいし」

「ん？　最後の方なんて言った？」

「な、なんでもない！　とにかくそんな真紀のことをどう思ってるのかって話！　ストレートに聞くけどアンタは真紀のこと好きなの!?」

「いくらなんでもストレートすぎないか!?」

「いいから答えて！」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで回答を要求する里奈。なんでこんなに必死になってるのかわからないが、とりあえずありのままの気持ちを言うとしよう。

「……恋れん愛あい的な意味で好きかと言われると、正直今はそういう感情は抱いていない。だけど、いずれはそうなっていくかもしれないな」

「……！」

「里奈も言ったように真紀はとても良い子だし、ハッキリ言ってかなり可愛くなった。一緒にいても楽しいし、いつ好きになってもおかしくないと自分で思ってる」

「……そう」

　里奈はなんとも言えない顔をしていた。安心しているようにも見えるし、落ち込んでいるようにも見えた。

「つーかなんでそんなことが気になってたんだ？　俺が誰を好きだろうと里奈には関係ないだろ」

「ちょっと何よそれ!!　その言い方はあんまりじゃない!?」

「だってそうだろ？　里奈にとって俺は過去に振ふった男なんだ。そいつの好きな人なんて知ってもしょうがないと思うけどな」

「……は？」

　里奈の目が点になった。

「ん、どうした？」

「……ごめん、さっきのもう一回言ってくれない？」

「そいつの好きな人なんて知ってもしょうがないと──」

「その前！」

「里奈にとって俺は過去に振った男なん──」

「ストップ！　アタシが悠人を振った!?　何それまったく覚えがないんだけど！」

「は!?　もしかして忘れちゃったのかよ!?　中二の時に俺から告白してお前はアッサリ振ったじゃねーか！」

「告白!?　悠人が私に!?　噓うそでしょ!?」

「噓じゃねーよ！　あの時は滅め茶ちや苦く茶ちやショック受けて立ち直るのに結構時間かかったんだからな！」

「……その時のこと、詳くわしく聞かせてくれない？」

「本当に覚えてないのか……？」

　俺は今でも再現できるくらい鮮せん明めいに覚えてるというのに。仕方なく俺は当時の出来事を事細かに説明した。

「はああ……」

　そして説明が終わると、全身の力が抜ぬけたように里奈はその場にヘタリと座り込んだ。

「っておい、どうした里奈？」

「……悠人って馬ば鹿かなの？」

「な、なんだと!?　そりゃ俺は馬鹿かもしれないけど、そうハッキリ言われるとちょっと傷つくぞ！」

「あの意味不明な呪じゆ文もんが告白ってどういうことよ!?　あんなのが告白だなんて普ふ通つうわかるわけないでしょ!?」

「……え？」

　ちょっと待て、どういうことだ。落ち着いて頭の中を整理しなければ……。

「えっと、つまり里奈は、俺が告白したという事実そのものに気づいてなかったと？」

「当たり前よ！　むしろよくそれで伝わると思ったわね!?」

「噓おおおおお!?　名めい探たん偵ていを演出した上での告白のつもりだったんだけど……」

「そんな演出いらないわよ！　告白くらい普通の言葉で伝えてくれない!?」

「……おっしゃる通りで」

　あの時の里奈の反応は告白されたにしてはやけにアッサリだったなとは思っていたが、まさか伝わってすらいなかったとは。てことは里奈に振られたというのも俺の被ひ害がい妄もう想そうだったということか……。

「だいたいアタシが悠人を振るなんて、そんなことあるわけ──」

「ん？　すまん、今なんて言った？」

「な、なんでもない！　とにかく、その……。ちゅ、中学生の頃ころの悠人は、アタシのことを、好きだったってことでいいの……？」

　少し不安そうな声で、里奈が聞いてくる。これ、正直に答えなくちゃいけないのだろうか。だがごまかせるような雰ふん囲い気きでもない。

「そりゃ、まあ、好きでもない女の子に告白はしないだろ……」

「……！」

　里奈の顔が真っ赤になる。なんだこれ、凄すごく恥はずかしい。心臓が高鳴り始め、体温が急速に上じよう昇しようしていくのがわかる。

「じゃあ……今は？」

「え？」

「アタシのこと……今はどう思ってるの……？」

　上うわ目め遣づかいで尋たずねる里奈。今までいくつもの里奈の表情を見てきたが、この時の里奈の表情は、今までの中で一番色っぽく、そしてなにより可愛かった。

「どうって、そりゃあ……」

　誰かを〝好き〟という気持ちはそう簡単に変わらない。小さい頃からずっと一いつ緒しよにいる幼おさな馴な染じみなら尚なお更さらだ。俺は今でも、里奈のことが……!!

「…………」

「…………」

　しばらく無言で見つめ合う、俺と里奈。言葉こそなかったものの、お互たがいの気持ちを伝え合うにはそれで十分だった。

　それから里奈は僅かに顔を上げ、静かに目を閉じた。里奈が何を求めているのか、さすがの俺でも理解できた。俺は里奈の両りよう肩かたに手を乗せる。里奈は一いつ瞬しゆんだけ身体からだをピクリとさせたが、抵てい抗こうする気配はない。そのまま俺はゆっくりと里奈に顔を近づけ、そして──

「!?」

　唇くちびるが触ふれ合う直前、部室のドアが開いた。俺と里奈は弾はじけるように距きよ離りをとった。

「あ、やっぱり悠人くんと里奈ちゃんもいた！」

　部室に入ってきたのは美雪だった。続けて真紀と愛香もひょっこり顔を出す。

「どうしたんだ皆みんな!?　もう帰ったんじゃなかったのか!?」

「えへへ、やっぱり放課後はここに寄らないとなんだか落ち着かなくって。真紀ちゃんと愛香ちゃんも同じことを思ってたみたい」

「へーそうなんだ！　実はアタシと悠人も同じ考えだったのよ！　ねえ悠人！」

「お、おう！」

　俺と里奈は動どう揺ようを隠かくしつつ、なんとか普ふ段だん通りの自分を装った。ギリギリ見られずに済んだようだ。俺は心の中でホッと安あん堵どする。

「それにしても、結局皆みんな集まっちゃったわね」

「……そうだな」

　俺は改めて部室を見回してみた。いつの間にかこの部室は俺達にとって大切な居場所になっていた。最初の頃は仕方なくここに足を運んで、その度たびに気が重くなっていたが、次し第だいにその感覚も消えていった。俺達を結びつけてくれたのは、間ま違ちがいなくこの偽装部だった。

「それじゃせっかく五人揃そろったことだし、トランプでもしましょうか！」

「結局それなんだな……」

　俺達は椅い子すに座り、神経衰すい弱じやくを始める。間違いなくテスト前にやるようなことじゃないが、なんだかんだでこの時間が一番楽しいんだよな。

「……ところで悠人と里奈はさっき何をしようとしてたの？」

「「っ!!」」

　ようやく心臓が落ち着いてきたかと思ったのに、愛香の言葉で再び動揺する。里奈も同じのようだ。

「私の目にくるいがなければ、二人はキスをしようとしてたように見えたけど」

「えっ!?　ゆーちゃんとりーちゃんがキスを!?」

「ななななに言ってんの愛香!?　悠人なんかと、キ、キスなんてするわけないでしょ!?　そんなことしたらアタシの唇くちびるが腐ふ敗はいしちゃうわ!!」

　それはちょっと言いすぎではなかろうか。

「里奈、往生際が悪い。素直に悠人とキスしたいことを認めるべき」

「は、はあ!?　勝手に決めつけないで!!」

「そうですよりーちゃん。でもゆーちゃんとキスしたいのはりーちゃんだけじゃなくて、その……」

「だいたい里奈はキスくらいで動揺しすぎ。私と悠人はとっくに済ませたというのに」

　次の瞬しゆん間かん、ピシッと空気に亀き裂れつが入る音がした。

「お、おい愛香、そのことは……」

「あ、用事思い出した。私は先に帰る」

「は!?」

　愛香は鞄かばんを持って逃にげるように部室から出ていった。あいつとんでもない爆ばく弾だんを投下して帰りやがった！

「どどどどういうこと!?　悠人と愛香ってキスしたの!?　どういう過程でそんなことになったの!?」

「私にも詳くわしく聞かせてください!!」

　里奈と真紀の顔がグイグイ迫せまってくる。

「いや、キスと言っても口と口ってわけじゃ……あっ！　そういやまだ神経衰弱の途と中ちゆうだったよな!?　ほら美雪もずっと待って──ってあれ!?　美雪は!?」

　いつの間にか美雪の姿も部室から消えていた。あいつ俺を見捨てやがったな!?

「答えて悠人！」

「答えてください！」

「……そ、そうだ！　実は俺にも用事があったん──」

　ドオン！　部室の奥にあった本ほん棚だながドアの前に立ち塞ふさがった。一体二人のどこにこんな力が!?　つーかこれじゃ出られねえ！

「ふう。さあ真紀、今から二人で尋じん問もんを始めましょうか」

「そうですねりーちゃん。洗いざらい話してくれるまで帰さないことにしましょう」

「う……うわああああああああああ─────!!」

　俺の叫さけび声が世界中に響ひびき渡わたった。

　こんな感じで、俺達の部活動はこれからも続いていきそうである。







　あとがき







　皆みなさん初めまして。第19回スニーカー大賞《特別賞》にて作家デビューした天あま地ち優ゆう雅がです。まずは本作を手にとっていただいたことに心から感謝申し上げます。

　実は本作のタイトル、受賞時は「リア充じゆう×オタク×不良×中ちゆう二に病びよう×痴ち女じよ　～犯人は誰だれだ!?～」だったわけですが、担当のＧ編集と打ち合わせをする中で「中二病とオタクは別の属性に変えた方がいいんじゃね？」ということになり、結果このようなタイトルになりました。しかしまさかタイトルに「決闘者デユエリスト」が入ることになるとは自分でも驚おどろきです。

　さて。もう本文を読んでくださった方はおわかりかと思いますが、この作品に出てくる女の子はなかなか個性的な子が多いです。中でも表紙を飾かざっている里り奈なはツンデレでダジャレ好きで炭酸を飲んだら〝あんなこと〟になってしまうという。こんな女の子が出てくるのはこの作品くらいのものでしょう。でもそこが可愛かわいいんですよね（僕が言うのもなんですけど）！

　また本文では美み雪ゆきが名めい台詞ゼリフを言った時に「『シャーロック・ホームズの泉』より引用」という言葉が出てきますが、実はこんな本はこの世に存在しません。ではこの名台詞は一体どこから出てきたのか？　そう……それはすべて僕の頭の中からです！　つまり美雪の名台詞は全部僕のオリジナルというわけです！　正直恥はずかしい！

　このことを念頭に置いてもう一度本文を読んでみてください。おそらく笑いが込み上げてくると思います。ちなみに悠ゆう人とがデュエル中に唱えている口上も、「深しん淵えん龍りゆうデストローガ」「黒こく蛇じや龍りゆう王おうアースオーラ」といったカードの名前も、すべて僕のオリジナルです。うーん、これは里奈のダジャレよりも痛いですね！　でもライトノベル作家はちょっと痛いくらいがちょうどいいんです（多分）！

　あとはまあ、なんといってもイラストがとても可愛いです！　僕のもとに里奈のイラストが届いた日の夜は歓かん喜きのあまり眠ねむれなかったことを覚えています。「まさか僕の生み出したキャラがこんなに可愛かったとは……！」と感動してしまいました。やっぱりライトノベルはイラストがあってこそですからね！

　それでは最後に。僕の作品を受賞作として選んでくださった編集部の皆みな様さま、イラストを担当してくださった遠とお坂さかあさぎさん、担当のＧ編集、そして読者の皆様。本当に感謝しています。また２巻でお会いしましょう！


天あま地ち優ゆう雅が　　


















電子書籍　特別短編

「名探偵×不良×リア充×痴女×決闘者デユエリスト　～犯人はお前だ!?～」







　これは中間テストが終わり、俺が失意の底に沈んでいた時期のこと。いつものように五人で偽ぎ装そう部ぶの部室に集まってトランプをしていると、俺は一つの視線に気付いた。愛あい香かがその澄んだ瞳で俺をジッと見つめていたのである。

「どうした愛香、俺の顔に何か付いてるのか？」

「……白髪」

「え？」

「悠ゆう人との頭に白髪が生えてる」

「えーウソ！　見せて見せて！」

「私も見たいです！」

　里り奈な、真ま紀き、美み雪ゆき、愛香の女子四人が椅子から立ち上がり、俺の周りにワラワラと群がってきた。そして勝手に俺の髪をイジってくる。

「ほら、ここ」

「わ、本当だ！　若白髪ってやつだね！」

「ふふ、ゆーちゃんもお爺さんの仲間入りというわけですね」

「今の内に葬式の準備をしておいた方がいいかもしれない」

「若白髪一本で大袈裟すぎだろ!!」

「あ、でも一本だけじゃないみたいだよ。こっちにも生えてる」

「私も一本見つけました！」

「ちょっとアンタ、本当は年齢ごまかしてんじゃないの？」

「俺は正真正銘の十五歳だ！　お前が一番よく知ってるはずだろ！」

　しかしそんなに若白髪が生えていたなんて自分でも驚きだ。若白髪の原因の多くはストレスだと言われているが、そんなに溜め込んでいたのだろうか。まあ他にも遺伝とか栄養不足とか色々原因はあるみたいだし、そっちの線もありそうだ。

「しょうがないわねー、このままじゃみっともないし、アタシが切ってあげるわよ」

　そう言って里奈はポーチの中から小型バサミを取り出した。

「……それじゃ頼んだ」

「任せなさい！　ってあれ、白髪どこだっけ？」

「ここですりーちゃん」

「あ、そこね。それじゃ悠人、終わるまで動くんじゃないわよ！」

「他の白髪は私が指で押さえておくね」

「それじゃ私も」

「…………」

　白髪を切ってくれるのはありがたいけど、女子四人に囲まれているこの状況はなんだか落ち着かない。その上俺だけ椅子に座っているので、必然的に俺の顔の近くには女子達の胸が急接近していた。左に目を向ければおっぱい、右に目を向ければおっぱい。女の子に髪を触られるというのも悪い気はしないし、若白髪には感謝だな……。

　なんて俺がささやかな幸せに浸っていたその時、突然部室のドアが開いた。入ってきたのは生徒会長の日ひ空そら先輩だった。

「すまない。少しお邪魔させてもら──」

　すると俺の周りを女子四人が囲んでいるこの状況を見て、日空先輩は言葉を止めた。

「……不純異性交遊中だったか、これは失礼。また日を改めることにしよう」

「これのどこが不純異性交遊よ!!」

「なんだ違うのか？」

「ただ悠人の若白髪を切ってあげようとしてただけです!!　ていうかノックぐらいしてくださいよ!!」

「それもそうだな。私が悪かった」

「それで偽装部に何の用ですか、日空先輩」

　また里奈が荒れそうだったので、会話の中断も兼ねて俺は日空先輩に尋ねた。

「ああ。ちょっと悠人と話がしたくてな」

「え、俺とですか？」

「そうだ。ここじゃなんだし、人気の少ない所に行こう」

「……わかりました」

　俺は椅子から立ち上がった。日空先輩の目を見る限り、真面目な話であることは間違いなさそうだ。

「ちょっと悠人なにアッサリＯＫしてんのよ！　生徒会長のことだし何されるかわからないわよ!?」

「はは、酷い言われようだな。ま、私が君達にしたことを考えれば無理もないか。だが安心してくれ、本当に少し話をするだけだ」

「……本当ですね？」

「本当だ」

　しばらく日空先輩を睨みつける里奈だったが、やがて小さく息をついた。

「わかりました。行っていいわよ悠人」

「……悪いな里奈。白髪を切ってもらうのはまた後でお願いするよ」

「ただし十分以内に戻ってくること！　それを過ぎたらアンタの髪の毛を全部真っ白に染めてあげるから覚悟しなさい!!」

「それは嫌だな……」




　こうして俺は日空先輩に校舎の中庭まで連れ出された。部活生は部活、帰宅部は帰宅している時間なので、そこに人の気配はない。

「それで何ですか？　俺に話って」

「なに、ちょっと君と不純異性交遊がしたくなってな」

「はい!?」

「冗談だ。とりあえず座ろう」

「ビックリさせないでくださいよ……」

　日空先輩はベンチに座り、俺のその隣に腰を下ろした。

「話というのは他でもない、君達に偽装を強要していた真犯人についてだ」

　この日空先輩の言葉に対し、俺の脳内にクエスチョンマークが出現する。

「……いや、真犯人って日空先輩だったんですよね？」

「確かに事件という一つの括りで見るなら真犯人は紛れもなく私だ。が、君達にとっての真犯人は厳密に言うと私ではない」

「……？」

　ますます意味がわからなくなり、俺は首を傾げる。

「あの、もう少しわかり易く言っていただけると……」

「私が偽装させる生徒として君達五人を選んだ理由は覚えてるか？」

「俺達に演劇の才能があると思ったから、ですよね？」

「そうだ。しかし実を言うと、君達以外にも演劇の才能があると感じた生徒は複数人いたんだ。その候補者の中から選んだのが、君達五人だったというわけだ」

「……そうだったんですか。でも何で俺達がその中から選ばれたんですか？」

「そう、ここからが本題だ」

　日空先輩の顔つきが真剣なものに変わる。

「偽装させる五人の生徒を選ぶにあたって、愛香と真紀は既に決定していたんだが、残りの三人がどうしても決まらなくてな。どの生徒も甲乙つけがたく本当に悩んでいた。しかしそんな時、予想外の事態が起きた」

「予想外の事態……？」

「私が当時進めていたこの計画が〝ある人物〟に全部バレてしまったんだ」

「ええええええ───!?」

　思わず俺は叫んでしまった。

「ちょっ、何ですかそれ!?　そんなの初耳なんですけど!?」

「当然だ。まだ言ってなかったからな」

「そ、それでどうなったんですか!?」

「まあ、バレてしまったのだからこの計画は破綻に追い込まれる、私はそう覚悟した。しかしその人物がとった行動は、私に一つの指示を与えただけだった」

「一つの指示？　まさかそれって……」

「そう。偽装させる生徒は悠人、里奈、美雪の三人にしろ。ただそれだけだった」

「そんなことが……。でも何でその人は俺達三人を指名したんですか？」

「さあな、そこまではわからん。立場上断るわけにもいかず、私はその指示を受け入れ、愛香と真紀を含めた君達五人に偽装させることにした。後は君に話した通りだ」

「……その人から計画を止められたりはしなかったんですか？」

「ああ。計画を他の人に洩らされたりもしなかった。そのおかげで私も順調に計画を進めることができたわけだが」

　まさかこの事件の裏にそんな真相が隠されていたなんて……。

「それで誰なんですか？　その〝ある人物〟って」

「聞いて驚くなよ。なんとそれは──」

　日空先輩が俺の耳元でその人物の名を囁く。

「えええええ!?　本当にその人が犯人なんですか!?」

「ああ、本当だ」

「ま、まさかそんなことが……」

「さて。それじゃ生徒会の仕事もまだ残ってるし、私はそろそろ戻るとしよう。わざわざ呼び出してすまなかったな」

「あ、いえ。こちらこそありがとうございました」

　こうして日空先輩は俺のもとを去っていった。まさか真犯人が他にいたとは。色々と疑問はあるが、最大の謎は何故その人は偽装させる生徒として俺、里奈、美雪の三人を選んだのか……。

「悠人ー!!」

　突然の大声に俺の身体がビクッと反応する。振り返ると、校舎の陰から里奈達四人が出てきてこちらに走ってくるのが見えた。

「な、何で皆ここにいるんだ!?」

「アンタが生徒会長と何かいかがわしいことを始めるんじゃないかと思ってずっと監視してたのよ！」

「始めるかそんなこと!!　それより監視してたってことは、今の話聞いてたのか？」

「はい、大まかにですけど。まさかあの事件に別の犯人がいたなんて驚きです……」

「絶対に許さないわ！　必ずこの手で捕まえて何でそんなことしたのか白状させてやるんだから！　ねえ悠人！」

「あ、ああ……」

「ちょっと、何よその煮え切らない返事！　アンタはさっきの話を聞いて腹立たしくならなかったの!?」

「いやまあ、全く腹が立たないと言ったら噓になるけど、結局俺達に偽装させていたのが日空先輩ってのは変わらないし、その人がやったことって偽装させる生徒三人を指名しただけだからなあ。絶対に許さないとまではいかないというか……。美雪はどう思う？」

「うーん。実は私もそこまで……」

「だ、だから何よ！　その共犯者がいなければ私と悠人と美雪は偽装せずに済んだかもしれないのよ!?」

「だけどもし偽装させられていなかったら、こうして美雪や愛香と知り合うことはなかっただろうし、ましてや友達になんてなれなかっただろうからな」

「そうだね。偽装させられている間はツラいことも多かったけど、里奈ちゃん達と友達になれたことは本当に良かったと思ってるよ」

「私も全面的に美雪に同意」

「もちろん私もです」

「……!!」

　誰も自分に賛同してくれないショックからか、里奈は顔を下に向けてプルプルと震えだした。

「り、里奈？」

　まずいな。こうなった時の里奈のパターンは二つ、わんわんと子供のように泣き始めるか、もしくは──

「うるさあああああああああああああああ──────────い!!」

　すると里奈は両手を上げて大声で叫んだ。

「うるさいうるさいうるさいうるさい!!　私が許さないと言ったら許さないの!!　異論は認めないんだから!!」

　今回はこっちのパターンだったか。こうなったらもう俺にも止められない。

「だいたいその犯人は生徒会長の計画を全部知った上で黙認してたんでしょ!?　計画を止めなかったってだけでも重罪よ重罪!!」

「それはそうかもしれないけど……」

「でしょ!?　もはや立派な共犯者よ！　だから絶対にアタシ達の手で捕まえるの！　皆もわかった!?」

「「「「……はい」」」」

　俺達はしぶしぶ返事をした。

「それでその犯人って誰なんですか？　そこだけは聞き取れなくて……」

「アタシも。悠人は教えてもらったんでしょ？」

「……犯人は校長先生らしい」

「はあ？　冗談はいいから勿体ぶらずに早く──」

「いや冗談じゃない。日空先輩がそう言ったんだ」

　その真実に衝撃を受けたらしく、しばらく皆はその場で固まった。

「う、噓でしょ!?　何で校長先生がアタシ達に偽装させる必要があったのよ!?」

「さあな。それは日空先輩もわからないと言っていた」

「…………」

　しばらく何か考える様子の里奈。それから何かを思い立ったように顔を上げた。

「ここで考えてもしょうがないわね。今から校長室に突撃して、何でそんなことしたのか直接聞き出してやるわ!!」

「……まずはそれだな」




　こうして校長室前までやってきた俺達五人。しかしドアには鍵が掛かっており、ノックしても返事はなかった。ちょうど数学担当の甲こう羅ら先生が通りかかったので尋ねてみたところ、校長先生は出張中で学校に戻ってくるのは夜八時頃になるそうだ。

「残念だけど日を改めるしかないな」

「何言ってんのよ！　八時に帰ってくるのならその時間にまた来ればいいじゃない！　明日からは二連休だしその間に身の危険を察知されて海外にでも逃げられたらどうすんのよ！」

「流石にそれはないだろ……」

「とにかく一秒でも早く問い詰めないとアタシの気が収まらないの！　一旦解散して八時になったらまた学校に来るわよ！」

「……里奈がこんなこと言ってるけど、皆はどうしたい？」

「うーん、この後特に何か用事があるわけでもないですし、私は構いませんけど」

「私も大丈夫だよ、暇だし」

「帰ったら勉強をする予定だったけど、いつでもできるし私も問題ない」

　皆優しいな。

「わかった。それじゃ一度解散して、八時になったらまた集まるか」

「そうこなくっちゃ！」




　太陽も沈み、辺りがすっかり暗くなった午後八時。俺達五人は校門前に集合した。

「よーし、皆気合い入れていくわよ！」

　校舎の中に侵入し、俺を先頭にできるだけ足音を立てないように歩く。廊下は予想以上に暗く、空は雲に覆われているので月の光も頼りにできない。懐中電灯でも持ってくればよかったな。

　そして数分後、俺達は無事に校長室前まで辿り着いた。ドアの隙間からは光が洩れているので、中に誰かいるのは確かなようだ。

「なんというか、ラスボスに挑もうとしてるみたいで緊張しますね……」

「皆心の準備はできた？　それじゃ乗り込むわよ！」

「あ、ちょっと待ってくれ里奈」

　俺は今にも校長室のドアを開けようとした里奈を止めた。

「何よ悠人？」

「……真紀と愛香はここで待機していてくれないか？」

「えっ、どうしてですか？」

「日空先輩の話が本当なら、これは俺と里奈、美雪の三人だけの問題で、真紀と愛香は無関係ってことになる。だから二人をこの件に巻き込むわけには──」

「何言ってるんですかゆーちゃん！　私も偽装部の一員、戦う時はいつも一緒です！」

「私も真紀の意見に賛成する」

「いや戦うって、本当にラスボスに挑むわけじゃないんだから……。里奈はどう思う？」

「……そうね。悠人の言う通り、二人にはここで待機してもらおうかしら」

「そんな、りーちゃんまで何を言ってるんですか!?」

「相手はあの校長先生よ。一体どんな攻撃を仕掛けてくるかわからないし、最悪全滅も考えられるわ。それを避けるためにも、二人にはここに残っててほしいの」

「……そういうことなら、わかりました。でも絶対に無茶はしないでください！」

「三人とも無事に帰還できることを祈ってる」

　なんだこの茶番は。夜の学校はなんだか変なテンションになるとよく聞くけどこれはその影響なのか。俺は付いていけそうにない。

「さあ行くわよ悠人、美雪！」

「う、うん！」

「……おう」

　バンと勢いよく校長室のドアを開ける里奈。せめてノックぐらいはしろよと思いながら俺と美雪もその後に続き、俺は静かにドアを閉めた。そこでは一人の白髪の男性が書類の整理をしている最中だった。彼こそがこの神しん海かい高校の校長先生である。

「おや？　いけませんなあ、こんな時間まで生徒が校舎に残っていては。それとも私に緊急の用事かな？」

　俺達の無礼極まりない訪問に対しても、校長先生は穏やかな笑みを返す。こんな優しそうな人が果たして本当に犯人なのか。もしそうなら何故そんなことをしたのか。俺がそんなことを考えていると、里奈は校長に向けてビシッと指を差した。

「ズバリ聞きます！　アナタがアタシ達三人に偽装させるように仕向けた張本人ね!?」

「ほっほっほ。その通りじゃよ」

　認めるの早っ!?

「ストップストップ！　あっさり認めすぎじゃないですか!?　こういうのはもっとこう、心理戦的なことをやってから認めるものじゃないですか!?」

　思わず俺はそんなツッコミをしてしまう。

「いやあ、年を取ると気が短くなってしまうからのう。それに君達のような気力の溢れた若者と心理戦をやっても勝てる自信はないんじゃよ」

　穏やかな表情を保ったまま、校長先生はそんなことを言う。まさか本当に校長先生が犯人だったとは……!!

「そっか、悠人くんの若白髪のくだりは犯人が年配の人であることの伏線だったんだね」

「伏線って言えるかそれ!?」

「それよりどうしてアタシ達に偽装させるよう生徒会長に指示したんですか!?　正直に答えてください！」

　この里奈の問いかけに、それまで穏やかだった校長先生の顔がやや暗くなる。すると校長先生は机の引き出しを開け、そこから一枚の写真を取り出した。

「……私には今三人の孫がいるんじゃ」

　校長先生は目を細くしてその写真を見つめる。

「それはもう可愛くて可愛くて、まさに目に入れても痛くないというほどじゃった。孫達は私によく懐いてくれて、一週間に一度は私の家まで遊びに来てくれたものじゃ。それはもう幸せじゃった」

　なんか唐突に自分語りが始まったけど、まあいい黙って聞こう。

「しかしそれは十年前までの話じゃった。時が経つにつれ、二週間に一度、一か月に一度と遊びに来てくれる頻度が減っていき、やがて正月とお盆の時以外には来てくれなくなってしまったんじゃ……」

「まあ孫達も成長していくわけだし、必然的にそうなるわよね」

「それは私もわかっておる。わかっていたんじゃが、妻にも先立たれた私にとって、孫と過ごす時間が減るというのは非常に悲しいものじゃった。君達も年寄りになればわかるじゃろう」

　孫、か。先のことすぎてあまり想像できないな。でもこれ、なんとなくオチが見えてきた気がする。

「って今はそんな話より、どうしてアタシ達に偽装させるよう仕向けたのかを教えてください！　ごまかそうとしてるんですか!?」

「それは……」

「俺達が校長先生のお孫さんに似てるから、ですか？」

　この俺の言葉に、校長先生は目を丸くした。どうやら当たりのようだ。

「なに言ってんのよ悠人、そんな理由でこんなことするはずが──」

「いや、その通りじゃよ」

「ええええええええええ─────!?」

　里奈が絶叫し、美雪も驚いた顔をした。

「君達三人は私の孫にそっくりなんじゃ。だから孫達に会えない悲しみを君達に何かしてあげることで埋めようとしたんじゃよ」

　そう言って校長先生が写真をこちらに向けた。そこには三人の子供が写っていたが、ぶっちゃけあまり俺達に似ていない。

「そ、それでアタシ達に偽装させたんですか!?」

「そうじゃ。そうすれば君達がより楽しくて充実した高校生活を送ることができると思ったのじゃ」

「こっちは良い迷惑よ！　アナタの独り善がりな思い込みに付き合わせられたアタシ達の身にもなってください！」

「り、里奈ちゃん、落ち着いて……」

「そうじゃ、落ち着きなさい。最近はキレやすい若者が増えたからのう」

　いやアンタはそういうこと言える立場じゃないだろ。

「まあ、結果的には君達に迷惑をかける形になってしまったのかもしれん。じゃが私の愛情はしっかりと感じてくれたはずじゃ」

　すみません全く感じてないです。

「じゃから一つだけ、一つだけお願いじゃ。私の事を〝お祖父ちゃん〟と呼んでくれぬか……？」

「「呼ぶか!!」」

　またしても俺と里奈は同時に叫ぶ。

「よ……呼んでくれぬのか……!?」

「呼ぶわけないでしょう。俺達は貴方の孫ではありません」

「君達は私の愛情を……受け入れてくれぬというのか……!?」

「そもそも貴方のやったことは愛情でも何でもないと思います」

「う……うおおおおおおおおおおおおおおお──────────!!」

　突然校長先生が雄叫びを上げる。直後、校長先生の筋肉がムクムクと膨れあがり、上半身の服がビリビリに裂け、頭が天井に届くくらい身体が巨大化していった。

「な、何が起こってるんだ!?」

「これが校長先生の真の姿だったのよ！　ついに本性を現したんだわ！」

「何その超展開!?」

　校長先生は血の涙を流しながら、俺達を鬼のような形相で睨みつける。本当にラスボスを目の前にしてるみたいだ。

「私の、私の愛情を受け入れてくれぬ悪い子達には、おしおきじゃあああああああ!!」

　まずい、完全に自分を見失ってる。早くなんとかしなければ……!!

「さあ行きなさい悠人！　校長先生を倒すのよ！」

「はあ!?　こんな化け物じみた相手に勝てるわけないだろ!?」

「なに弱気になってんのよ！　男なら正々堂々立ち向かいなさい！」

「んな無茶な……」

　自慢じゃないが俺は自分の腕力には全く自信がない。だけどこのままじゃ女子二人を危険に晒すことになってしまう。

　よし、決めた。正直全く勝てる気がしないが、やれるだけのことはやってやる。俺が戦う覚悟を決めたその時──

「!?」

　フッと校長室の電気が消え、目の前が真っ暗になった。

「きゃあっ!!　なになに!?　停電!?」

　隣にいた里奈が俺の身体に抱き付いてくる。直後、ドスッという鈍い音とグハッと誰かが叫ぶ声が同時に聞こえ、続けてドサリと何かが倒れる音がした。一体この暗闇の中で何が……!?　それから数秒後、電気がついた。

「えっ!?」

　俺の目に飛び込んできたのは、口から泡を吐いて床に倒れてる校長先生の姿だった。どうやら気を失っている模様。

「な、何で校長先生が倒れてるの!?　美雪何か見えた!?」

「へっ!?　う、ううん！　真っ暗で何も見えなかったよ!?」

　美雪の微妙に引きつった顔、そして固く握られた拳。それを見て俺はすぐに美雪の仕業だとわかった。美雪が校長室の電気を消し、皆の視界が奪われている隙に校長先生に一撃を叩き込んだのだろう。あんな化け物を一瞬でＫＯするとは、流石は万引き犯を仕留めただけのことはある。でもおかげで助かった。

「何ですか今の音!?　何があったんですか!?」

　ドアが開き、真紀と愛香が校長室に入ってきた。

「こ、校長先生ですよねこれ!?　一体何がどうなってるんですか!?」

「アタシにもさっぱりなのよ。突然電気が消えたと思ったら大きな音がして、電気が付いた時には既にこの状態で……」

「き、きっと無理をしすぎた反動で倒れちゃったんじゃないかな！」

「……まあ校長先生も年が年だし、そうかもしれないな」

　俺は美雪に軽くフォローを入れる。すると愛香が静かに携帯を取り出した。

「もしもし。至急葬式の準備をお願いします。亡くなったのは神海高校の校長先生で──」

「ストオオオオオオオオオオップ!!　まだ死んでないから!!」

　それから程なくして校長先生は起き上がったものの、この校長室で起こったこと、そして俺のことも全く覚えていないようだった。どうやら美雪に殴られた衝撃で記憶の一部が飛んでしまったらしい。里奈は何も覚えてない人を責めてもしょうがないと言い、この件は不問ということになった。何はともあれ、一件落着ってことで。
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